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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　それは風に夏の匂においを感じられるようになった、とある夜のことだった。王都を満たす空気には瑞みず々みずしい新緑とほのかな甘さを含ふくんだバラの香かおりが漂ただよっている。

　そんな穏おだやかな夜の中、ローズ亭ていの一階からは奇き妙みような物音が聞こえていた。店を切り盛りする老ろう夫ふう婦ふが料理の仕込みをしているわけでも、近所の人たちが集まっているわけでもない。

　シュッシュッと鋭するどく空くうを切る音は、鉄の塊かたまりを勢いよく上げ下げする音だった。

「せっかく王都に戻もどってきたっていうのに、ありえないわ！」

　鉄アレイを力ちから一いつ杯ぱい握にぎりしめて、エリーナは叫さけんだ。ミモザ州執しつ政せい官の任を解かれ、ディノと共に王都に帰き還かんしてから三日が過ぎていた。これからまた政務官として忙いそがしく働く日々が自分たちを待っている──はずだったのだが。

「あー、もう！　思い返すだけで腹が立つ！」

　つい数時間前、ヴィスコンティ王国の第一王子ジェラルドから告げられた言葉が脳のう裏りをよぎる。エリーナはこみ上げてくる激情を抑おさえきれずに、窓の方を向いたまま鉄アレイを振ふり上げ──途と中ちゆうでピタリと手を止めた。

「フッ、私だって学習したもの。同じ轍てつは踏ふまないわよ」

　今から三ヶ月ほど前、窓の外に鉄アレイを投げ飛ばしてしまったせいでえらい目に遭あったのだ。今にして思えば、あのことはディノとの再会というよい結果をもたらしてくれたが、次も同じような幸運が自分に訪おとずれるとは限らない。

「こんな姿、ディノ以外の人に見られるわけにはいかないものね」

　エリーナはうんうんとうなずくと、夜空を飾かざる月から身を隠かくすように、窓に背を向けた。

「これでよし、と。寝ねる前にもう一ひと汗あせかくわよ！　あの王子、よくも──」

　叫びながら、部屋の内側に向けて勢いよく鉄の塊を振り上げる。次の瞬しゆん間かん、ずどぉんと重苦しい響ひびきが夜の静寂しじまを切り裂さいた。

「…………ゲッ」

　エリーナのこめかみが薄うす闇やみの中でもはっきりとわかるほどに引きつる。ひんやりと冷たい金属の感かん触しよくは手の内から消えていた。代わりに彼女を迎むかえたのは、雪崩なだれのようにして床ゆかに散らばった本の山と、その上で勝利を誇ほこる鉄の塊。いったいどれほどの力が加わったのか、エリーナの手をすっぽ抜ぬけた鉄アレイは目前の本ほん棚だなに激げき突とつして、これを倒たおしてしまったのだ。

「エリーナ、いったいどうしたの!?」

　ローズ亭の老夫人が階段を駆かけ下りてくる音がする。まさか素す直なおにこの嵐のあとのような光景を──特に銀色に輝かがやくあれを見せるわけにはいかない。

「ごめんなさい、エルザ。こんな夜中に起こしてしまって」

　エリーナは部屋を飛び出して、きっちり後ろ手に扉とびらを閉めた。よほど急いで来てくれたのか、荒あらい呼吸を繰くり返す老夫人に向けて弱々しくほほえみかける。

「王都に戻ってきたばかりで疲つかれていたのね。お水を飲みに行こうとしてベッドから起き上がった拍ひよう子しに、その……足がもつれて転んでしまったの」

「まぁ！　怪け我がはない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「心配してくれてありがとう。私は平気だから、エルザもどうか寝てちょうだい。私のせいで明日あしたあなたが倒れたりしたら大変だもの」

　にっこり笑え顔がおで促うながす。老夫人はエリーナの様子を気にかけながらも、眠ねむ気けには勝てなかったらしい。あくびを一つ嚙かみしめると「あとでどこか痛くなるようなことがあったら、絶対に言うのよ」と言い置いて、自分の部屋に引き揚あげていった。

　そのふくよかな身体からだが階段の上に消えるのを見届けてから、エリーナは部屋に戻った。床の上に散らばった本の数々と、その中心にどでんと鎮ちん座ざする鉄の塊を眺ながめて深いため息をこぼす。

「まったく王都に戻ってきてからついてないわ。よりにもよって殿でん下かから直々に、典礼省への異動を言い渡わたされるなんて！」

　栗くり色いろの髪かみをくしゃくしゃとかきむしって、エリーナはその場にしゃがんだ。くすぶる思いのはけ口を見つけられないまま、本を一冊ずつ拾っていく。

　窓から射さしこむ月つき影かげだけが、いつになくしょんぼりとした背中を見守っていた。
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　鷲しゆう頭とうの大陸、三大国の一つであるヴィスコンティ王国は鷲わしのくちばしに当たる位置に王州とその中心たる王都を構えていた。目前に広がる湾わんを見下ろすように、王都の後ろには深い山々が控ひかえており、その麓ふもとに朝日を浴びて輝く王宮が建っていた。

（今日からここで政務官として一から出直すことになるのね。しっかりしなきゃ！）

　王宮の門をくぐったエリーナは笑顔の下で自分に活を入れた。周りを見ると、これから仕事に向かうところなのか、廊ろう下かは白を基調とした政務官たちの制服で埋うまっている。相手が誰だれであろうと愛あい嬌きようを振りまいておいて損をすることはない。エリーナはすれ違ちがう人たちに笑顔で挨あい拶さつをしながら廊下を進んでいき──その足が角を曲がったところで止まった。思わず目を瞠みはる。

　王宮の歴史をすべて見てきたかのような、年代物の柱時計が時を刻んでいる。その隣となりに寄り添そうようにして、一人の青年が立ったまま本を読んでいた。冬の夜空を閉じこめたような黒くろ髪かみに深い漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを持つ。青年はエリーナのパートナーであるディノ・ストラードだった。

（相変わらず、朝っぱらから匂い立つような色気を醸かもし出してるわね。政務官にしておくのがもったいないくらいだわ）

　エリーナと同じ感想を抱いだいたのか、廊下を行き交かう政務官たちもチラチラと彼の方を気にしている。このままずっと見ていたい気もしたが、それでは始業時間に遅おくれてしまう。

「おはようございます、ディノ。今日からまた同じ職場ですわね。一いつ緒しよに参りませんか？」

　ディノがはじかれたように顔を上げる。エリーナの姿を視界に捉とらえて、艶つややかな美び貌ぼうにふと翳かげりが差した。

　てっきり自分が来るのを待っていてくれたのだと思ったが、違うのだろうか。戸と惑まどうエリーナに向けて、ディノがすっと手を伸のばしてきた。ひんやりとした掌てのひらが頰ほおに触ふれる。突とつ然ぜんのことにビクッと震ふるえる姿を見て、彼はどこか怒おこったような表情かおで口を開いた。

「エリーナ、ちゃんと寝てる？　鉄てつ壁ぺきの笑顔はいいけど、目の下のクマがすごいことになってるよ」

「へ？　本当？」

　思わず素すに戻りかけて、エリーナは慌あわてて笑みを作り直した。ディノ一人なら構わないが、この場には他ほかの政務官たちも大勢いるのだ。

「私にもその……いろいろとやることがあって、昨夜は十分に睡すい眠みんを取れなかったんですの」

「何をしていたか、だいたい想像はつくけど」

　ローズ亭で再会した夜のことを思い出したのか、ディノの口からクスリと笑みがこぼれる。

「そんなにも熱心にあれをやっていたなんて、今回の異動がそんなにショックだった？」

「………………」

　ピクリと引きつりかけた口元をエリーナは意志の力で制した。今はまだ人目がある。ここで素直に本音を明かすわけにはいかない。

「異動初日から遅れてもいけませんし、そろそろ参りましょう」

　にっこり笑顔でかわされてディノはひょいと片かた眉まゆを上げたものの、異論はないようだった。

　無言のまま政務官たちの行き交う廊下を二人連れだって歩く。そうしていくつもの部屋の前を通り過ぎ、人ひと気けのない場所にたどり着いた頃ころ、エリーナはようやく足を止めた。

「君ってば相変わらず落差が激しいね」

　隣に立つ漆黒の瞳ひとみにからかうような光がよぎる。その視線の先にあったのは、鉄壁の笑顔と正反対。見事なまでのブスッとしたふくれ面つらだった。

「笑顔は私の標準装備だけど、ずっとこの表情かおでいるのは結構疲れるのよ。それに、こんなことはあまり言いたくないけど、これから典礼省にさ、さ、さ──」

「左遷？」

「…………そう。人によってはそういう単語で表現するような状じよう況きように陥おちいってまで、へらへらと笑ってなんていられないわよ！」

　言うだけで口が腐くさるとでもいうように、エリーナの声は苦り切っていた。

　何度思い返しても情けない。ウェルナーたちに反旗を翻ひるがえされたあの夜、陰いん謀ぼうに関かかわっていた貴族たちを捕とらえ、バラノフ王国の侵しん攻こうをかろうじて防いだものの、自分たちは彼らの企たくらみを事前に察知することができなかった。その責任を取って、ある程度の降格を言い渡されることは覚かく悟ごしていたが、それでも一度は若手の出しゆつ世せ頭がしらとまで言われた自分たちが典礼省に飛ばされるとまでは思わなかった。

（だって典礼省は『政務官の墓場』って言われてる場所じゃない！）

　王国初の女性政務官にして御おん年とし七十一歳になる長官、オルガ・ディ・ファブリッツォを筆頭に、退官間ま際ぎわの政務官たちが集まっているだけではない。問題は典礼省の業務内容だった。王族主しゆ催さいの式典や婚こん姻いんの準備など、およそ一いつ般ぱんの政務とはほど遠い事務作業にばかり奔ほん走そうさせられる。そのため、若くして典礼省に配属されることは完全な左遷を意味していた。

（殿下の命令だから仕方ないけど。私は執しつ政せい官としての経験を活いかして、できれば社会制度を改革したり、福ふく祉し制度を充じゆう実じつさせたりするような仕事をしたかったのに……）

　隣に立つディノを見る。あの夜、誓ちかったのだ。自分がミモザ城を追われた時のように、不当な権力や暴力に泣く人がこれ以上出ないように。誰もが望みさえすれば、自分の力で自分の生き方を決められるように。新しい世界を二人で創つくっていこうと。

（なのに、これじゃ振ふり出しに戻もどるどころか、スタート地点よりも後ろに退さがっているわ）

　自分でも意識しないうちに深い吐と息いきがこぼれる。放ほうっておいたらどんどん沈しずんでいきそうな肩かたを、ディノが軽くたたいた。

「ま、これも一つの経験だよ。式典や接待の仕方について知っておいて損をすることはない」

「それはそうなんだけど……」

「それに、あの長官の仕事ぶりを間近で拝む機会なんて、今回を逃のがしたらまずないよ」

「…………そうね。それは私もちょっと楽しみではあるわ」

　ディノの言葉に、今まで不服そうに曲がっていたエリーナの口元がわずかにほころぶ。

　典礼省長官のオルガは「伝説の女傑」と呼ばれている人だ。十年前に実質上の引退宣言をして以来、典礼省の執しつ務む室に引き籠こもっているため、若手の政務官たちはその姿を知らない。だが下級貴族の娘むすめでありながら、先々代国王にその才覚を買われて王国初の女性政務官となり、外交省長官としてバラノフ・ヴィスコンティ戦争時の苦境を支えたことは誰もが知っている。

「オルガ様ってどんな方なのかしら？」

　先ほどまでの沈んだ気持ちも忘れて、翡ひ翠すいの瞳を好こう奇き心しんに輝かがやかせる。そんなエリーナを見て、ディノは考えこむように腕うでを組んだ。

「俺もオルガ様の人となりについてはあまりよく知らないよ。戦時に右往左往する臣下百人の前で陛下をお諫いさめしたとか、和平交こう渉しようのため独りで隣りん国ごくに乗りこんだとか、派手な伝説はよく聞くけど、その姿は幻まぼろしの生物扱あつかいされている人だからね。どこまでが本当か知らないけど、彼女のそばで学べることは多いはずだ」

「そうね。目指す先は遠くても、今は自分たちにできることをして、一歩ずつ着実に進んでいくしかないのかもしれないわね」

「ああ。だから、ほら。まずはオルガ様のもとに急ごう」

　ディノがほほえんで、形のいい手を差し出してくる。その手をエリーナは無言で見つめた。

　不思議だった。先ほどまでの肩にのしかかるような重たい気持ちも、くやしさも今はない。彼の隣にいると、どんな時でもしゃんと顔を上げて生きていこうと思える。

「エリーナ、どうしたの？」

　出した手はそのまま、ディノが不可解そうな眼まな差ざしを向けてくる。心の奥底から溢あふれてくるこの温かい気持ちをなんと呼ぶのかはわからない。ただこの想おもいをディノに知られるのは妙みように面おもはゆい気がして、エリーナは顔に無む理り矢や理り作った笑えみを乗せた。

「なんでもないわ。早く行きましょう」

　ディノは何も訊きいてこなかった。深い黒こく瞳とうがじっとエリーナを見つめる。その華きや奢しやな白い手を取って、彼は廊下を歩きだした。
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　政務官の墓場と言われるだけあって、典礼省の部屋は王宮の隅すみに追いやられた場所にあった。政務官たちの登城でもっとも賑にぎわう時間なのに、辺りには自分たちの他に人の姿もない。

（せっかく前向きになれたのに、こういうところを見ちゃうと、左さ遷せんされたことを実感して、地味にダメージを受けるわね）

　ディノは大人だから気にならないのだろうか。隣を見ると、彼はいつもの飄ひよう々ひようとした表情のままうなずいて、目の前に現れた扉とびらをノックした。

「誰だれだい？　お入り」

　典礼省長官のオルガだろうか。今年で七十一歳になる老女のはずだが、予想以上に張りのある声に促うながされてディノが扉を開ける。エリーナも続いて中に入ろうとした。瞬しゆん間かん、柄がらにもなく尻しりごみしてしまった。

　そこに広がっていたのは本と書類で構成された世界だった。執務机の上だけではない。部屋の隅に置かれたソファーや床ゆかなど、至る所に本が積まれている。

「あんたたち、入るんなら早くしておくれ。どこを見てんだい？　ここだよ、ここ。まだ若いのに目が悪いのかい？」

　威い勢せいのよい毒どく舌ぜつが窓のそばからポンポンと打ち上がる。エリーナは慌てて扉を閉めると、山積みの本が倒とう壊かいしないように細心の注意を払はらいながら、ディノと一緒に窓辺に近づいた。

　まるで城じよう壁へきのように積まれた本の間から、自分と同い年くらいの少女が好みそうな淡あわいピンク色のドレスと、銀色に輝く頭がのぞいている。政務官ではなさそうだし、親しん戚せきの娘がオルガを訪ねてきているのだろうか。エリーナが思わず眉まゆ根ねを寄せた、その前で小こ柄がらな身体からだがぴょこんと立ち上がった。きれいに巻かれた銀の髪かみがふわりと揺ゆれて振り返る。

「あんたがエリーナ・ガウディーニだね？」

　窓から射さしこむ光が声の主を照らした。瞬間、エリーナの頭は全思考を停止した。

　それは愛らしい銀ぎん髪ぱつの少女──ではなく、銀髪に見えたのは、実は総そう白髪しらがの縦ロール。老いの影かげを落とす顔からは分厚い化け粧しようによって一いつ切さいのしわが駆く逐ちくされ、こちらを見上げる金色の瞳は爛らん々らんと好奇心に輝いている。どれだけ若作りをしていようと隠かくせない。その顔は間ま違ちがいなく七十一歳の老女のものだった。

（こ、この方がオルガ様ね……なんか予想とずいぶん違ちがうわ）

　寡か黙もくなできる女を想像していたばかりに、エリーナの受けた衝しよう撃げきは計り知れなかった。表面上は笑顔を保ったまま、心中でこっそり冷や汗あせを拭ぬぐって横を窺うかがう。すると、さすがのディノも意表をつかれたのか、艶つややかな美び貌ぼうが彫ちよう像ぞうのように凍こおりついている。その胸の内を問い質ただしてみたい気もしたが、目前の上司を無視するわけにはいかない。

　エリーナは姿勢を正すと、失礼な感想は胸の奥底に封ふうじてにっこりほほえんだ。

「今日からお世話になるエリーナ・ガウディーニです。どうぞよろしくお願いいたします」

　エリーナが頭を下げると同時に、オルガはなぜか無言になった。トパーズのように輝く瞳が瞬まばたきもせずにじっと自分を見上げている。

（な、何？　これって何かのテストなのかしら？）

　オルガが一歩近づく。たじろぐエリーナの前で小じわを隠した口元がフッとつり上がった。

「これが噂うわさの鉄てつ壁ぺきの笑顔かい。殿でん下かのおっしゃるとおり、見事なまでにうさんくさいね！」

（なっ……！）

　オルガは何が気に入ったのか、カカカと笑いながら、頭一つ分高いエリーナの肩をパシパシたたいている。

「あんたがいると退たい屈くつしなそうでいいね。活かつ躍やくを期待してるよ」

（……それってどんな意味での活躍よ？）

　思わず半眼になりかけた目を意志の力でこじ開ける。エリーナの涙なみだぐましい努力になど気づかずに、オルガは実に楽しげな様子でディノの方を向いた。

「エリーナと一いつ緒しよに来たってことは、あんたがディノ・ストラードか。いい男だね。死んだ私の旦だん那なを思い出すよ」

「……ありがとうございます」

　オルガにパチッとウィンクをされて、ディノが曖あい昧まいな笑みを浮うかべる。それはそうだろう。エリーナだってこの状じよう況きようでどう反応すればいいのか、めずらしく困こん惑わくしていた。

（私、この濃こそうな上司の下でうまくやっていけるのかしら？）

　笑顔の下に言いようのない不安を覚える。だが、オルガの方はエリーナの気持ちになど気づかなかったのか、はたまた無視しただけなのか。「立ち話もなんだし、そこら辺に適当に座ってくれ」と言うと、自分は椅い子すの上に載のっていた本を無造作に横に落として、深々とその上に腰こし掛かけた。まさか部下である自分たちに同じ真ま似ねができるはずもない。

　オルガは過度の干かん渉しようを嫌きらうたちらしく、エリーナたちが立ったままでいるなら、それでもいいと思ったらしい。椅子の上から二人を見上げて、話を始めた。

「ここに来たのも何かの縁えんだと思って、あんたたちにはしっかり働いてもらうよ。うちはただでさえ万年人手不足だっていうのに、最近では年のせいかね？　ギックリ腰ごしで休職になる連中が多くて困ってたんだ。来月からは王宮の一大行事も始まるっていうのに、まったく」

「行事……とはなんでしょうか？」

　王宮の定例行事で主立ったものは秋までないと思っていたが、何か典礼省のみが関かかわるものでもあるのだろうか。不思議そうにしているエリーナを見て、オルガは出来の悪い生徒を前にした教師のように、やれやれと肩かたをすくめた。

「殿下のお目通りがあったっていうのに、まさか何も知らされずにここに来たのかい？　今この時期に開かれる王宮の一大行事といったら一つしかないよ」

「それはいったい──」

「殿下のご正せい妃ひ選びに決まってるじゃないか」

（…………………………はい？）

　口から飛び出しかけた間ま抜ぬけな声を、エリーナはかろうじて喉のどの奥まで引きずり戻もどした。

（どういうこと？　ご正妃を選ぶって……あの王子が結けつ婚こんするっていうの？）

　お妃きさきを選んでおいて結婚しないという選せん択たく肢しは普ふ通つうありえない。なのに、あの皮肉屋の王子と結婚というキラキラした単語がどうしても結びつかなくて、頭が理解を拒きよ否ひする。と、エリーナの内心の葛かつ藤とうに気づいたディノが隣となりでクスッと笑った。

「そこまで驚おどろいたら、さすがにおかわいそうだよ。殿下だって一応はお年とし頃ごろなんだから」

（……あの自信家の王子に『お年頃』なんてかわいい単語は似合わないと思うけど）

「私も未亡人じゃなかったら、殿下のお相手に名乗りを上げてもよかったんだけどね」

　オルガがフーッと深いため息をつく。こっちはこっちでどう考えても未亡人がどうこういう以前の問題だと思ったが、つっこむとあとが恐こわそうなので黙だまっておく。すると彼女はまっ白な縦ロールを不ふ機き嫌げんそうに指で弄もてあそびながら、エリーナたちを見上げて言った。

「あんたたちも聞いたことくらいあるだろう？　我が国では王子がご正妃をご自分で選ばれるまで、候補たちが王宮に泊とまりこんで数段階の審しん査さを受けることになっている。あんたたちには明日あしたから各部署と連れん絡らくを取り合って、選定会の準備を進めてもらうよ。それと並へい行こうして、当日までにここに置いてある本や資料の内容をひとしきり頭にたたきこんでおきな」

　オルガが部屋いっぱいに散らばった本や書類を指さす。よく見ると、自分たち政務官が日ひ頃ごろから接している資料とは装そう丁ていが微び妙みように違う。それらの多くは重じゆう厚こうな革かわの表紙に覆おおわれており、いかにもお金と時間をかけた作りをしていた。

（これってまさか──）

「ご正妃候補の情報をまとめて記き憶おくするのも典礼省の仕事なんですか？」

　ディノに訊かれて、オルガがうなずく。

「候補たちの絵姿や経歴、さらには性格やドレスの好みまで必要な情報は八割方、私たちの方で調べてある。あんたたち二人には選定会ですべての候補が実力を発揮できるように、陰かげになり日向ひなたになりサポートをしてもらいたい。そのためにも最低限のことは覚えておくんだよ」

（……やっぱりそうなるのね）

　本の山の中身を想像して、エリーナは頭が痛くなった。妙みよう齢れいの令れい嬢じようたちの特とく徴ちようや趣しゆ味みなど、政務官である自分にとってはもっとも縁えん遠どおく苦手な分野の話だ。けれど──。

（仕事ならしっかりやるしかないわね。それに、これもまた一つの経験になるはずよ）

　先ほどディノに告げられた言葉が脳のう裏りをよぎる。どんなに不得手で政務と関係なさそうに見える仕事だって、経験しておいて損になることはないのだ。

「で、どうだい？　この仕事、あんたたちはちゃんとやれるかい？」

　金の瞳ひとみがエリーナたちの反応を試ためすように光る。ちらりと横を窺うと、ディノが励はげますようにうなずいてくれた。その仕草に背中を押されて、エリーナは一歩前に出た。

「わかりましたわ。このエリーナ・ガウディーニ」

「同じくディノ・ストラード、選定会がつつがなく進むように全力を尽つくさせていただきます」

「その言葉、頼たよりにしてるからね。あんたたちには今日から即そく戦せん力りよくになってもらうよ」

　小じわの隠された口元がニヤリと笑えみの形につり上がる。その様子に、エリーナはなぜだか背筋にゾワッとした悪お寒かんが走るのを感じた。が、遅おそかった。

　その日以来、悪あく魔までも音を上げるほどの地じ獄ごくの日々が二人を待っていたのだ。
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　典礼省に異動してから三週間後の夜、エリーナは早くも自分の発言を深く後こう悔かいしていた。王国初の女性政務官というだけあって、オルガの判断は年老いてもなお的確で、彼女が下す指示には無む駄だがなかった。しかし、それは必ずしも仕事が楽になることを意味しない。

（毎日がここまでの肉体労働になるなんて、さすがの私も予想してなかったわ）

　机き上じように積まれた本の山を見下ろして、エリーナはうっすらと額に浮かんだ汗を拭ぬぐった。これらの本をすべて資料室から持ち帰り、重要な部分にメモを挟はさんでオルガに渡わたすのが最近の日課になっていた。最初はディノがこの仕事をやると言ってくれたのだが、自分より政務官歴が長く、顔の広い彼には他部署との連絡調整を行ってもらう必要があった。

（うー、あちこち痛いわ。私は普ふ段だんから鉄アレイを使って身体からだを鍛きたえているからいいものの、そうじゃなかったら私までギックリ腰になってたところよ）

　屈かがみがちになっていた腰をたたいて、大きくのびをする。何しろ平均年ねん齢れいが六十歳を超こえている職場だ。頑がん張ばりすぎて「名めい誉よの負傷」をしてしまった先せん輩ぱい政務官たちに、これ以上の手伝いは望めない。ここは自分が踏ふん張るしかないのだ。

（今こそ鉄アレイの成果を発揮する時！　いくわよ！）

　心中でかけ声一発。気合いを入れて本の山の下に手をすべり入れる。本は思ったよりも軽々と持ち上がった。が、最初がうまくいったところで、腕うでの中の重さまで消えたわけではない。

（お、重たい……）

　資料室を出て廊ろう下かを歩いているうちに腕がじんじんとしびれ、次の一歩が踏み出しにくくなってくる。ここは面めん倒どうでも一度戻って、二回に分けて運んだ方がいいだろうか。しかし、それは自分の負けを認めるようでおもしろくない。

（あとちょっとだし、なんとか頑張るのよ！）

　自分を鼓こ舞ぶしながらよたよたと廊下を歩く。笑顔の裏で歯を食いしばりながら角を曲がった。その時、エリーナの腕の中から急に重さが消えた。

「俺の存在を忘れてない？」

「え？　ディノ!?」

　本を高く積み上げていたせいで見えなかった。今日の仕事はもう終わったのか、廊下の先から歩いてきたディノが目の前に立っていた。しなやかな肉づきを誇ほこる腕は今、自分があれほど苦戦した本の山を軽々と持ち上げている。

「どうして君はいつも独りで無理をするかな？　君には自分の限界を試す趣味でもあるわけ？」

「そんな！　別にこれくらいのこと、私独りでもできると思っただけで──」

　ディノから本を奪うばい返そうとして手を伸のばす。その途と中ちゆうでエリーナははたと動きを止めた。いつもの彼女らしくない反応に、ディノが不可解そうな表情かおをする。エリーナは湧わき上がってくる感情を抑おさえるように、キュッと唇くちびるを嚙かみしめた。

　人を頼りたくないという気持ちは今でも自分の中に存在する。けれど、いつまでも強がって無理をしてばかりいては昔と変わらない。パートナーであるディノを信しん頼らいして、共に前へ進んでいく。そのために、自分は今どうしたらいいだろう。

「エリーナ？　急に黙っちゃってどうかしたの？」

　ディノが心配して顔を覗のぞきこんでくる。エリーナはとっさに視線を逸そらした。まともに目を合わせているのは気き恥はずかしくて、下を向いたままぽつりとささやくように告げる。

「…………ありがとう」

　ディノが息を吞のむのが気配でわかった。黙っていると居い心ごこ地ちの悪さがどんどん募つのっていくような気がして、エリーナは慌あわてて続く言葉を探した。

「あのっ！　別に今のに深い意味はないんだけど、あなたの言うことにも一理あるなと思って。前みたいに私が独りでつっ走って迷めい惑わくをかけてもいけないし。だから、その……」

　ちらりと様子を窺うかがうように顔を上向けた。次の瞬しゆん間かん、エリーナは全力で目を逸らした。ディノの端たん整せいな横顔に、透すき通るような笑みが浮うかんでいるのが見えたのだ。

「えーと……その、今回はこうしてあなたに助けてもらったわけだけど……次！　次は私が絶対あなたのために何かするから！」

「うん」

「一方的に助けられてばかりじゃ、パートナーとしてよくないと思うのよ。だから私にできることがあったら、なんでも遠えん慮りよせずに言ってね！」

「たまには甘えてくれてもいいのに」

「え？　何？」

　小さなつぶやきを拾いそこねて聞き返す。眉まゆをひそめたエリーナを見て、ディノはなぜか嬉うれしそうにほほえんだ。

「なんでもないよ。君の助力には期待してるから」

「ま、任せておいてちょうだい！」

　告げられた台詞せりふはごくありきたりなもののはずなのに、向けられた視線の中に言いようのないくすぐったさを覚える。じっと見つめられているのに耐たえられず、エリーナは制服の襟えりを正す振ふりをしてディノに背を向けた。その時だった。

「あんたの助力とやらに、私も期待したいんだけどね」

「…………っ!?」

　急に割りこんできた声に驚おどろいて、廊下の先に目を向ける。そこでは窓から吹ふきこむ夜風を受けて、豪ごう奢しやな白髪しらがの縦ロールが揺ゆれていた。王宮広しといえど、こんな容姿の人間には一人しか心当たりがない。

「オルガ様!?　あの、いったいいつからそこにいらして──」

「そうさねぇ。あんたがディノに『ありがとう』って言った辺りからかね？」

（それってほぼ最初からじゃないのよ！　どうして声をかけてくれなかったの!?）

　何かやましいことをしていたわけではない。それでもずっと観察されていたことに顔から火が出るほどの恥はずかしさを覚えて、エリーナはこの場から逃にげ出したくなった。が、こんなにも動どう揺ようしているのは自分一人だけだったらしい。

「エリーナに仕事をお命じになっておきながら、どうしてわざわざこちらにいらっしゃったのですか？　何か急用でもできたのでしょうか？」

　ディノがいつもと変わらぬ口調でオルガに問いかける。お白しろ粉いで覆おおわれた顔にどこか物足りなそうな表情が浮かんだ。が、それは一いつ瞬しゆんのことで、オルガはエリーナとディノの二人を交こう互ごに見て言った。

「ま、急用と言えば急用だね。殿でん下かがあんたたち二人を呼んでらっしゃるんだよ」
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　典礼省への異動を告げられてから一ヶ月も経たっていないはずなのに、ジェラルドに会うのはひどく久しぶりな気がした。

　いつでもどこでも無表情なロレンツォに案内されて、オルガを先頭に執しつ務む室に足を踏み入れる。すると、こんな時間までずっと仕事をしていたのか、バラの花を模した王国旗の下で、机に着いていたジェラルドが書類から顔を上げた。

「オルガか。おまえの姿がそれなのはいつものことだが、ディノも変わりないな。それに」

　最後、ディノの後ろから入室したエリーナを見て、碧あおい双そう眸ぼうに皮肉げな金の光がよぎる。

「オルガの下について少しは疲つかれを覚えているかと思ったが、鉄てつ壁ぺきの笑顔は健在だな」

「……殿下のご配はい慮りよのおかげで、充じゆう実じつした毎日を過ごさせていただいておりますから」

　ジェラルドの顔を見たら一ヶ月前に感じた怒いかりを思い出してしまって、エリーナはつい刺とげ々とげしい返答をしてしまった。とはいえ、もちろんこれくらいで外そと面づらが崩くずれることはなく、反対に一ひと際きわ気合いのこもった笑顔を見て、ジェラルドが喉のどの奥でクックッと愉ゆ快かいそうに笑った。

「そうだな、おまえはこれくらいで音ねを上げるような女じゃなかったな。だが、このままというのもつまらない。せっかくだから、おまえの日常をより実のあるものにしてやろう」

（……これ以上、私に何をやらせるつもりよ？）

　今でも十分以上に多た忙ぼうで波乱に満ちた日々を送っているのに、さらに何かあってはたまらない。身構えるエリーナと反対に、ジェラルドは余よ裕ゆうの様子だ。彼は机の下で長い脚あしを組み直すと、翡ひ翠すいの瞳ひとみをまっすぐに見て告げた。

「エリーナ・ガウディーニ、選定会の間、おまえには妃きさき候補の一人になってもらう」

「……………………はい？」

　この王子は急に何を言いだすのか。つい間の抜ぬけた声を上げてしまって、エリーナは慌てて口元を手で覆った。けれど、自分の反応は間ま違ちがいではなかったらしい。横を見ると、ディノもまた訝いぶかしげに眉まゆ根ねを中央に寄せている。

（そりゃあ、普ふ通つうはそう思うわよね。今の私はただの政務官であって、お妃候補に選ばれるような身分じゃないもの。なのに、どうして？　まさか……）

　ジェラルドは気づいたのだろうか。自分がミモザ卿きようの妹であることに。

　初夏の汗あせばむような陽気の中、ひんやりとした汗が背筋を伝うのを感じる。笑え顔がおをこわばらせたエリーナを眺ながめて、ジェラルドの口元がニヤリとつり上がった。

「おまえが望むなら、本物の妃候補に名乗りを上げてもらっても構わないがな。選定会の間、おまえには他ほかの候補たちと行動を共にし、彼女たちの本質を探さぐってもらいたい」

「つまり殿下はエリーナに、潜せん入にゆう捜そう査さを行えとお命じになっているのですか？」
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「……そうとも言うな」

　いったい何が不満なのか、ディノの質問につまらなそうにうなずいて、ジェラルドが机の端はしを指でトントンとたたく。その様子に、エリーナはようやく内心で胸をなで下ろした。

　ジェラルドは自分の正体に気づいたわけではない。王子という立場上、彼が選定会で目にできるのはお妃候補たちの表の顔のみ。彼女たちが裏で何を考えているかを探り、トラブルが生じるのを未然に防ぐため、事情を知っている人間が中に入っていた方がいいというのだろう。その必要性はわかった。だが──。

（なんで私がその役目を？）

　自分は年回りこそお妃候補たちに近いが、政務官などという仕事をしているせいか、妙みよう齢れいの令れい嬢じようたちが好みそうな話題などとんとわからない。流行のドレスを纏まとったところで、彼女たちの間で浮きまくる自信がある。それでは潜入捜査の意味がないと思うのだが。

「なんだ？　おまえは今回の任務に不服か？」

　こちらの何か言いたそうな視線に気づいて、ジェラルドが顔を向けてくる。エリーナは慌てて首を横に振った。

「任務の重要性は理解できましたわ。ただ、なぜ私をご指名になったのか疑問に思いまして」

「なら、反対におまえは誰だれにこの役をやらせたらいいと思うのだ？　まさかオルガにドレスを着せて、候補の振りをさせろとでもいうのか？　それはさすがに無理があるだろう」

「殿下」

　まるで地じ獄ごくの底から湧わいてくるような低いしゃがれ声が部屋に響ひびいた。声のした方に顔を向けると、今まで黙だまっていたオルガがジェラルドを見て優ゆう雅がにほほえんでいた。ただしその目はちっとも笑っていない。

「殿下は熟女の魅み力りよくをご理解できてないようですね。私の教えが足りなかったのでしょうか？」

「……いや、そんなことはない。おまえのよさはもう十分にわかっているつもりだ」

　いつも自信に満ちているジェラルドの顔に、めずらしく焦あせったような表情が浮かぶ。

（すごいわ、オルガ様。殿下にこんな顔をさせるなんて）

　さすがのジェラルドもオルガのことは苦手なのか、はたまた何かよほど苦い過去でもあったのか。真相を尋たずねてみたい気もしたが、今はそんなことをしている場合ではない。

　場の空気を変えるようにコホンと一つ咳せき払ばらいをして、エリーナはジェラルドに向き直った。

「殿下のお考えはよくわかりましたわ。ですが、それでもやはり私やオルガ様をその役に任じられるのは無理があるかと……」

「他に適任者がいるなら言ってみろ」

「……ディノなどいかがでしょうか？」

「確かにこいつならおまえより色気もあるしな」

「殿下！」

　ディノがたまらずに叫さけぶ。険しい目つきでにらまれて、ジェラルドはフッと肩かたをすくめた。

「冗じよう談だんだ、安心しろ。いくら容姿が優すぐれているからといって、男のドレス姿を愛めでる趣しゆ味みなど俺にはない。第一、ディノには選定会の運営責任者という重大な役目がある」

「そんな！　私もそちらの方を──」

「俺はおまえがいい。おまえの力を見こんだ俺の判断を裏切るな」

　執務机に肘ひじをついたジェラルドが上うわ目め遣づかいにこちらを見上げてくる。どこか熱を帯びたような眼まな差ざしを前にして、エリーナはそれ以上何も言えなくなった。

　自分よりこの仕事に向いている人は、探せば絶対にいるはずだ。けれど、こうも熱心に正面から口説かれたのでは、頑かたくなに拒きよ絶ぜつするのは難しかった。何より自分の能力を買ってくれる、彼の期待に応こたえたいと一瞬でも思った自分がいた。

　エリーナは自分を落ち着かせるようにこっそり深呼吸をした。顔に乱れなき笑みを浮うかべて、ゆっくりと頭こうべを垂れる。

「殿下にそこまでおっしゃっていただけて、光栄ですわ。微び力りよくではございますが、ご期待に添そえるように、候補の方々の安全確保と観察に全力を尽つくさせていただきます」

「ああ、そうしてくれ」

　自分に何を求めていたのだろう。ジェラルドの目がどこか不満そうにくすぶる。彼は気を取り直すように落ちてきた前まえ髪がみをかき上げると、ふと思い出したようにつけ足した。

「一応断っておくが、選定会の間、おまえには素す性じようを伏ふせたまま行動してもらう」

「わかりましたわ。政務官であることがばれてしまうと、いろいろと問題が生じますもの」

「そうだ。それと、もう一つ。おまえが相手だとしても各審しん査さの過程で手を抜くつもりはないから覚かく悟ごしておけ」

「……それはどういう意味でしょうか？」

「八や百お長ちようがばれたりしたらことだからな。他の候補たちと同じようにおまえも審査する。だから今回の仕事を全まつとうする気があるなら、おまえも全力で審査に臨のぞめ」

（なっ……！　どういうこと!?　そんなの政務と全然関係ないじゃない！）

　さっと顔色の変わったエリーナを見て、ジェラルドの碧い双眸に煽あおるような金の光がよぎる。

「おまえならできると思っていたが、俺の見こみ違ちがいだったか？　いくらおまえでも妃教育を受けてきた令嬢たちと競きそって勝つのはさすがに厳しいか？」

「………………」

　エリーナは無言でジェラルドの顔を見つめた。この王子は結局そういう人なのだ。いつも絶対の支配者たる自信に満ち溢れていて、強ごう引いんに人を動かそうとする。一いつ瞬しゆんでも彼の期待を心ここ地ちよく感じた自分がくやしくて、エリーナは制服の下でグッと拳こぶしを握にぎりしめた。ジェラルドの思う通りに動くのはおもしろくなかったが、今さらあとには退ひけない。

「問題ございませんわ。一度任務をお引き受けした以上は完かん璧ぺきな令嬢を演じてみせます！」

　ジェラルドの瞳に、ことの成り行きをおもしろがるような光がよぎる。ディノが隣となりで小さなため息をこぼしたのがわかったが、エリーナは聞かなかった振ふりをした。

（わかったわ！　殿でん下かがそのつもりなら、こっちも徹てつ底てい的てきにやってやるまでよ！）

　笑顔に戻もどって、優雅に一礼してから退出する。そんなエリーナの後ろ姿をジェラルドはいつまでも興味深そうに眺めていた。
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　次の日の夕方、エリーナとディノの二人は政務を終えるとすぐ城下にある仕立屋に向かった。

　公式の場で着るためのドレスくらいエリーナだって持っているが、お妃候補を演じる以上は万ばん全ぜんを期したかった。間違っても周りから浮いていると思われないように、まずは形から入る必要がある──というわけでドレスを一から新調しに来たのだが、これが意外と大変だった。

（袖そでの形とか流行色とか、いったいどれだけ選ぶものがあるのよ？）

　気づけば、茜あかね色いろだった空には深い夜のとばりが下りていた。エリーナのつき合いで来たはずのディノは、自分も礼服を作る必要があったことに気づいて採寸に回った。見慣れた美び貌ぼうはまだお針子さんたちに囲まれている。すべてが終わるまでもう少し時間がかかりそうだった。

（政務の場ならともかく、私がこのままここにいたって役に立たなそうよね）

　そう判断したエリーナは一足先に店を出た。昼間は買い物客で賑にぎわう通りも、この時間になるとほとんど人がいなくなり、喧けん噪そうの中心は遠くの繁はん華か街がいへと移っていく。

　かすかなざわめきが流れ聞こえてくる中、夏の夜空には宝石箱をひっくり返したように幾いく百もの星が煌きらめいている。その光を全身に浴びて、エリーナは目を細めた。星の瞬またたきはいつどこから見上げても変わらない。しかし自分はクーデターによってミモザ城を追われてからの五年間で、ずいぶん遠くまで来てしまった気がする。

　熱と潤うるおいを孕はらんだ風が吹ふいて、物思いにふけるエリーナの髪かみを夜空に舞まわせた。カランと鐘かねの鳴る音がして背後で扉とびらが開く。

「エリーナ、待たせたね。帰ろう」

　辺りを満たす闇やみと同じ色の瞳ひとみが、自分を見てやわらかくほほえむ。その目がふと意外そうに瞬まばたきを繰くり返した。

「めずらしくボーッとしちゃって、どうしたの？　慣れないことをして疲つかれた？」

「あ、ううん。そういうわけじゃないんだけど」

　隣に並んだディノを見て、エリーナは考えこむように顎あごに指を当てた。

「なんていうか、その……五年前にミモザ州を離はなれてから、ずいぶんいろんなことがあったなと思って。まさか振りだけとはいえ、私が殿下のお妃きさき候補になる日が来るなんてね」

　初夏の淡あわい闇の中、ローズ亭ていの方に向けて歩きながら、小さく肩をすくめてみせる。

　隣でディノがしみじみとうなずいた。

「確かに君はたったの五年間で、何人分もの人生を凝ぎよう縮しゆくしたような濃こさを味わってるよね」

「本当よ！　波は瀾らん万ばん丈じような人生って聞いてる分にはおもしろいけど、自分で経験するもんじゃないわ」

　たっぷりと実感のこもった声で断言する。自分だって五年前にはこんな人生を歩むことになるなんて、想像したことすらなかった。

　最初は初代ミモザ卿きようとなった女将軍の血を引く姫ひめだった。それが城を追い出されて偽ぎ造ぞう身分証しか持たない天てん涯がい孤こ独どくの身となり、子どもでもできる仕事を探しながら糊こ口こうを凌しのぐ一方で、ミモザの地を取り戻すため、独学で勉強して政務官になった。そして今はディノの親友として、パートナーとして隣にいる。ただ自分たちの関係は、世間一いつ般ぱんの人たちが思い浮かべるようなものとは少し違う。

「もしかして今までの五年間をやり直したくなった？」

「ううん！　そんなことないわ！」

　どこか寂さみしげな響きを帯びた声で尋ねられて、エリーナはぶんぶんと首を横に振った。自分は今までの五年間でできることをすべてやってきたつもりだし、ディノにも再会できた。後こう悔かいは何もない。ただあの十七歳の誕生日からずっと気になっていたことがあった。

「影かげって……月つき影かげの誓せい約やくっていったいなんなのかしら？」

　ディノの持つカンテラの光がわずかに揺ゆれた。が、過去に思いを馳はせていたエリーナは気づかなかった。

　十七歳の誕生日を迎むかえたあの夜、初めて接した影の姿を思い出す。エリーナの目にその力は万能に映っていた。影は物もの陰かげを伝うことでどこへでも自由に移動できて、そこにあるものに触ふれることもできる。さらに誓約を果たして月影になれば、ディノがバラノフ王国の将を操あやつったように、人を力ずくで従わせることだってできるのだ。

（ウェルナーたちみたいに影の血筋を神聖視して、影の……何より月影の力を乱用するのはまずいわ。だけど……）

　使い方を一歩誤ると大変なことになると知っていても、影の力を「いらない」と言うのはひどく難しかった。王国の危機を救うような、そんな大おお舞ぶ台たいに限らない。この力はもっと身近なところでも役に立つはずだ。

　もし自分が影の力を持っていたらどうするかと考えて、エリーナはクスッと口元をほころばせた。自分だったら間ま違ちがいない。まずは今度の選定会で、お妃候補たちの動向を探さぐるのに力を使う。自分が令れい嬢じようの振りをして中に紛まぎれこむより、そっちの方がよほど確実だ。

「ねぇ、ディノ」

　せっかくのアイディアを自分の中だけにとどめておくのはもったいなくて、形にしようとする。その途と中ちゆうでエリーナははたと立ち止まった。隣を歩いていたはずのディノが、いつの間にか後ろの方で足を止めていた。

「ディノ？」

「どうして今いま頃ごろになって影の話をするの？」

「え？」

　自分に向けられた黒こく瞳とうの中に、初めて目にする光が宿っていた。ゆらりと揺れるその光に名を与あたえるとするなら──それは警けい戒かい心しん。

（急にどうしちゃったの？　私ってば何かまずいことでも言った？）

　理由がわからず戸と惑まどうエリーナの前で、ハッと我に返ったディノが頭かぶりを振った。

「ごめん。まさか今その話が出てくると思わなかったから、少し驚おどろいたんだ。君の疑問はもっともだよ。誰だれだってあんな力を目まの当たりにしたあとなら、気になって当然だ」

「ええ、今まではゆっくり尋たずねている時間もなかったけど、やっぱり自分に関かかわることだし、ちゃんと知っておきたいと思って。その……私とあなたの先祖はなぜあんな約束をしたの？」

　変な空気になっているとわかっていても、この際訊きかずにはいられなかった。

　実はずっと前から気になっていたことだった。「月影の誓約」と呼ばれる伝説によれば、初代月影は女将軍に永遠の忠誠を誓ちかったことになっているが、それは本当なのか。もしそうだとしたら、強大な力のすべてを彼はなぜ彼女に捧ささげたのだろう。

「真実について答えられる者はもういないよ。ただ初代月影にとって、誓約を果たした相手である女将軍は、彼が見ることのできる唯ゆい一いつの光であったと言われている」

「どういうこと？　抽ちゆう象しよう的てき過ぎてよくわからないわ」

　眉み間けんにくっきりとしわを刻んだエリーナを、数歩離れた場所から眺ながめて、ディノは静かに首を横に振った。

「残念ながら、俺も詳くわしいことは知らないよ。ただ多くの人が月影の力を気味悪がる中、女将軍だけが彼を対等な一人の人間として扱あつかってくれたという。その恩返しとして、初代月影はその力を未み来らい永えい劫ごう、彼女の一族に捧げると誓ったんだ。そして実際、女将軍の末まつ裔えいたちは影の力をずっと享きよう受じゆしてきた」

「そう。じゃあ伝説通り、私の先祖たちは影の力をいいものとして扱ってきたのね」

　一いつ瞬しゆん考えたのちに、ディノがゆっくりとうなずく。その姿にエリーナはホッと胸をなで下ろした。「それなら」と、一度は頭の中に引っこめた提案を今度こそ口にする。

「あのね、ディノ」

「何？」

「それだけの力を持っているのなら、もっといろんなことができると私は思うんだけど」

「………………」

　ディノの表情がわずかに歪ゆがむ。自分の考えをどうやって形にしようか悩なやんでいたエリーナはその変化に気づかなかった。

「どこでどう使うのが一番いいか、確かなことはまだ言えないわ。けど、あなたの力はもっと世のため人のため、役立たせることができると思うのよ」

「……それは女将軍の血を引く者としての命令？」

「え？」

　ディノの声が氷のように冷たくなっていることに、エリーナはこの時になって初めて気づいた。言われた意味を探ろうとして、整った顔を見上げる。瞬しゆん間かん、エリーナは言葉を失った。こみ上げてくる切なさを我が慢まんして、泣きだす寸前のような瞳が自分を見つめていた。

「君も俺に影としての生き方を求めるんだね」

　ぽつりとつぶやかれた言葉は驚くほど重たい響ひびきを伴ともなっている。

「あの、ディノ──」

「こんなことを言いたくはないけど、君は俺とウェルナー、それから君の兄さんの月影であったマリアの他ほかに誰か影を知ってる？」

「それは……知らないわ」

「じゃあ当然、彼らのたどった末路についても聞いてないわけだよね？」

　エリーナが何も言わなくても答えは明白だった。じっとディノを見つめる。煌きらめく星明かりの下、彼は何かに耐たえるように目を伏ふせて、ゆっくりと口を開いた。

「君も知ってるとおり、月影の誓約をはじめ、影について語った伝説の多くは、美しい結びを用意している。だけど、本当は違ちがうんだ。最初は隠おん密みつ、やがては要人の暗殺に至るまで俺たちの一族には血なまぐさい歴史がつきまとっている。ミモザ卿や陽ひの当たる場所を歩く人たちは影の力を称たたえるし、ミモザの地を裏から支えてきたことを誇ほこりに思っている影たちもたくさんいる。けど、血ち塗ぬられた自分の手を初めて見た時、影たちがどんな思いを抱いだいたか考えたことはある？　そんな生き方を彼らが本当に最初から望んでいたと思う？」

「……影が、自分の意志でその力を棄すてることはできなかったの？」

「できるよ。ただし、それは自分の命と引き替かえだ」

「……………………」

　二人で向き合っているのに、まるで独りでいる時のような沈ちん黙もくが辺りを包む。

　ディノの告白に、エリーナは何も応こたえることができなかった。知らなかったこととはいえ、彼の気持ちを十分に考えず、心のどこかで彼に影で在ることを求めてしまった。親友だ、パートナーだと口では言いながら、その力を使うことばかり考えてしまった。

（私ってば、なんてひどいことを……！）

　未熟な自分が恥はずかしくて、この場から消えてしまいたくなる。しかし、逃にげるわけにもいかなくて、スカートの裾すそをきつく握にぎりしめた。と、エリーナの様子がおかしいことに気づいたディノがハッとして首を横に振ふった。

「ごめん、急に変なことを言って。今日はお互たがい疲つかれてるみたいだから、早く帰ろう」

「あ、あの……！」

　ディノが何事もなかったかのように、横を通り過ぎていこうとする。その背中に向けて、エリーナはとっさに手を伸のばした。謝ろうと思ったのだ、自分の無神経な発言を。

　だけど、振り返ったディノの顔を見たら、何も言えなくなってしまった。そこに感じたのは初めての拒きよ絶ぜつ。艶つややかな美び貌ぼうにはいつもと同じやわらかな表情が浮うかんでいるのに、その瞳ひとみには普ふ段だんの彼からは想像もつかないほど冷たい光が宿っていた。薄うすっぺらなその場限りの謝罪など、今の彼に言ってはいけない気がする。

　伸ばした手をギュッと握りしめて、エリーナは力なくほほえんだ。

「ごめんなさい、なんでもないの」

「そう……」

　そのまま互いに言葉を交かわすこともなく、ディノの後ろをついて歩く。

　夏の透とう明めいな夜の中、耳に痛いほどの沈黙を振り払はらうかのように、繁はん華か街がいの喧けん噪そうが遠くから聞こえてくるのがせめてもの救いだった。

　そうして十分も歩いた頃ころ、ディノはローズ亭ていの前で足を止めた。

「次に会うのはきっと選定会でだね。君は明日あしたからお妃きさき候補の特訓をするんだよね？」

「ええ、ボロが出ないようにいろいろと頭にたたきこまなければならないの」

「そうか、頑がん張ばって。今日はもうおやすみ」
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　どこか寂さみしげな声だけを残して、大きな背中が通りの向こうに消える。

　やがて自分の部屋に戻もどったエリーナは、頭を抱かかえて床ゆかにしゃがみこんだ。猛もう烈れつな後こう悔かいの嵐あらしが全身を襲おそっていた。

　影かげの力は便利だが、それはミモザ卿きようの血を引く自分から見た場合であって、利用される側であるディノの気持ちを十分に汲くめていなかった。

（ディノだって好きで影に生まれたわけじゃないのに……）

　ミモザ卿の家系に連なることを自分が望んだわけではないのと同様に、ディノだって自ら進んで影になったわけではない。ウェルナーからミモザ卿としての生き方を強要された時、あれほど反発しておきながら、どうして自分は彼の気持ちを慮おもんぱかることができなかったのだろう。

（私、これからどうしたらいいの？）

　親友のくせに、あんなことを言った自分を彼は赦ゆるしてくれるだろうか。

　正解などない問いを前に、心がすくみそうになる。エリーナは小さな吐と息いきをついて、ベッドの下に隠かくしておいた鉄アレイに手を伸ばした。もやもやした鬱うつ憤ぷんを晴らすにはこれが一番いい。今まではずっとそうしてきた。それなのに、どうしてか今夜だけは鉄の塊かたまりを振り上げるだけの気力も体力も湧わかない。ずっしりと重たく冷たい金属の感かん触しよくだけが手の内に残っていた。
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（我ながら余よ裕ゆうがないな）

　降るような星明かりの下、独りになったディノは漆しつ黒こくの髪かみをくしゃりとかき上げた。エリーナの前ではいつも自信に満ちた大人の男でいたいのに、彼女の不意打ちのような発言を前にして、その願いはもろくも崩くずれ去った。

　ウェルナーたちと対たい峙じしたあの夜、エリーナが望むなら、彼女の月つき影かげとして生きてもいいと思った。それは自分の本心に違いない。ただそれでも心のどこかで祈いのっていた。歴代のミモザ卿が、そして母をはじめとする多くのミモザ貴族たちが影として生きることにのみ、自分たちの存在価値を認めてきた──そんな世界の中で、彼女だけは違うことを。

（あんな言葉、もらわなければよかったのかな？）

　脳のう裏りをかすめたのはあの夜、エリーナが自分に向けてくれたまっすぐな想おもいだった。影もミモザ貴族も関係ない。ディノ・ストラードが欲しいと言ってくれた。彼女にとっては何気ない一言だったのかもしれないが、自分にとっては泣きたくなるほど嬉うれしかった。

（あの言葉さえなかったら、俺は彼女の月影として生きていけたのに……）

　一度知ってしまったぬくもりを手放すのはひどく難しく、もっと先をねだってしまう。

（俺たちはこれからどこに向かうのかな？）

　心の中でこぼれた問いに答えてくれる者はいない。夏の夜空を飾かざる星々だけが、さまようディノの姿をいつまでも見守っていた。
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　頭上を飾る王国旗が、開いた扉とびらの風圧を受けてゆらりと揺ゆれる。そこから現れた人物を見てジェラルドは口の端はしを笑えみの形につり上げた。

「よく来たな、オルガ。待っていた」

　熱い眼まな差ざしを注がれて、執しつ務む机の前まで歩いてきたオルガが小さく肩かたをすくめる。

「本当はもう家に帰るところだったんですが、あなたの呼び出しを無視するわけにはまいりませんからね。ですが、次はこんな夜よ更ふけじゃなくて、もっと早い時間にお声をおかけください」

「なんだ？　年寄りは朝が早いとでもいうのか？」

「世間一いつ般ぱんではそのように思われているようですがね、私の場合は違いますよ」

　ジェラルドの軽口をさらりと受け流して、オルガは大まじめに言った。

「夜更かしは美容の敵なんです。寝ねるのが一時間遅おくれると、それだけで翌朝の肌はだの張りが全然違ってきますからね。エリーナといい、あなたといい、最近の若者は美意識が低くて困ります」

「俺はともかく、あいつに美意識など求めても無む駄だだろう。あの女は物知りだが、ただ一つ自分が女だということだけは知らないようだからな。もっとも政務官としてはそれで問題ないようだが。最近はどうだ？　おまえの下でよく働いているか？」

「そうですねぇ……」

　オルガは思案するように腕うでを組んだ。が、それは表面的なもので、実際には悩なやむことなど何もなかったらしい。

「ディノもエリーナも、とにかく二人とも青いですね」

「例えばどんなところがだ？」

「特にエリーナの場合、笑顔の下に感情を隠しているつもりのようですが、私の目から見ればいろいろとむきになっている様子が丸わかりです。まぁ、それでもああいう娘こが出てきたのを見ると、この年まで政務官を続けていてよかったとは思いますがね」

　化け粧しようでしわを隠した顔に、いつになくやわらかな笑みが浮かぶ。オルガはこともなげに言ってのけたが、その裏にはいく通りもの思いが透すけて見えた。

　今でこそ伝説の女じよ傑けつと謳うたわれているオルガだが、ここに至るまでの道のりは決して楽ではなかった。王国初の女性政務官として、時に言われなき差別を受け、自分より出世の遅おそい男性政務官たちからは妬ねたまれ、幾いく度ども心が折れそうになったことだろう。ただそれでもこの王宮を見限らずに、政務官として王国を裏から支え続けてきてくれた。

（オルガのような人間がいたからこそ、今の我が国があるのだな）

　時に苦手に思うことはあっても、彼女に対する尊敬の念が消えるわけではない。ジェラルドがじっと見ていると、気づいたオルガが執務机に手をついて身を乗り出してきた。

「それで、殿でん下か。私に訊ききたいこととはいったいなんです？　あなたの性格からして、かわいい部下たちの様子が心配でたまらないというわけでもないでしょう？　これ以上就しゆう寝しん時間が遅くなっても嫌いやですし、早く用件をおっしゃってください」

　王子である自分に対しても遠えん慮りよがない。ずけずけとした物言いにジェラルドは苦く笑しようした。

「いくつになっても、おまえには隠しごとなどできないな」

「当たり前です。いったい何年あなたのことをそばで見てきたと思ってるんです？　で、私に尋たずねたいこととはいったいなんです？」

「ああ、つい話しこんでしまって悪かった。おまえに頼たのみたいことはただ一つ。月影の誓せい約やくについて知っていることを教えてもらいたい」

　こちらを見る金の双そう眸ぼうに、めずらしくためらうような光がよぎる。オルガの答えをいつまでも待つというように、ジェラルドは胸の前でゆっくりと手を組んだ。

　今となってははるか昔のように感じられるが、影を巡めぐる一連の騒そう動どうに終しゆう止し符ふが打たれたのはわずか三ヶ月前のことだ。事件の首しゆ謀ぼう者しやであったウェルナーは「影の伝説になぞって、黒い衣ころもを纏まとった者たちに歴代の執しつ政せい官を襲わせた」と証言した。そうすることで執政官たちの心身を狂くるわせ、彼らをミモザの地から追い出そうとしたのだ、と。だが、それでは腑ふに落ちないことが多すぎた。

　あの夜、ウェルナーの指示で自分を狙ねらったはずの銃じゆう口こうはなぜ突とつ如じよとして空に向けられたのか。バラノフ王国軍を指揮統とう括かつしていた将はなぜ敵てき陣じんに身を投げ出したのか。そのあとの尋じん問もんで、「自分はあの時、誰だれかに操あやつられていた」と彼は訴うつたえたそうだが、それはどういう意味なのか。

（あの夜起きたすべてのことに影が関かかわっていたのではないか？）

　確証はない。それどころか伝説を持ち出してくるなど、何を馬ば鹿かげたことを考えていると自分でも思う。しかし、それでも一度生じた疑念はずっと頭から離はなれなかった。

　夏の夜は仄ほの暗ぐらく、すべての音を吞のみこむような静せい寂じやくが二人だけの空間を満たす。そうして、どれほどの時が経たったか。やがてオルガが根負けしたように肩をすくめた。

「私の知っていることは決して多くありませんよ。それでもよろしいですか？」

「ああ、構わん」

「それでしたら……」

　総そう白髪しらがの縦ロールをふわりと後ろにかき上げる。オルガは決意したように、ジェラルドの前でビシッと勢いよく指を二本立てて見せた。

「……なんの真ま似ねだ？」

「私に答えられることは二つしかないという意味です。第一に、月影の誓約でも言われているように、影と呼ばれる存在が初代ミモザ卿となった女将軍に絶対の忠誠を誓ちかっていたということ。それから影の伝説が思い起こされる時、この王国は変化の波にさらされてきたということ」

「因果関係が逆ではないか？」

　オルガの発言を受け容いれられずに、ジェラルドは顔をしかめた。今から三十年前に生じたバラノフ・ヴィスコンティ戦争も含ふくめ、王国の危機のたびに影かげが現れたと史書は語っている。

「そうですね、一般的にはそう思われているようですが、私にはミモザ州の動きが先にあるような気がしてならないんですよ。殿下もご存じでしょう？　王国の危機と呼ばれるものの多くは北の──ミモザ州近辺が発火点となることが多い。私はどうもこの点が気になりましてね。と言っても、これは影が存在すると仮定した場合にしか成り立たない仮説ですが」

「いずれにせよ、影の真実について知りたければ、ミモザ州から目を離すなということか」

「それとミモザ卿きようの一族からですね」

「ミモザ卿か……」

　口の中でつぶやく。と、同時に、いつでも笑みを絶やさぬ少女の横顔がジェラルドの脳裏に浮うかんだ。ウェルナーたちの陰いん謀ぼうが潰えたのち、偶ぐう然ぜん耳にしたディノと彼女の会話から知ってしまったのだ。彼女がミモザ卿の妹であると。

「オルガ、実はな──」

　エリーナの素す性じようを教えようとして、ジェラルドは途と中ちゆうで言葉を吞みこんだ。オルガを信用していないわけではない。それどころか、彼女ほど彼が頼たよりにしている部下はほとんどいないといってよかった。だが、事実を知る者が少ないほど秘密が漏もれる可能性は低くなり、反対に切り札としての価値は上がる。そう考えると、たとえオルガが相手でも馬鹿正直に打ち明けるのはためらわれた。

「今のことは気にしないでくれ。今宵こよいはいろいろと助かった。褒ほう美びにおまえの好きな年代物のワインを──」

「殿下」

　退出を求めるジェラルドの言葉は、いつになく真しん剣けんみを帯びたオルガの声に遮さえぎられた。

「私からも最後に一つお尋ねしてもよろしいですか？」

「なんだ？」

「もし影が実在するとしたら、あなたはどうなさるおつもりですか？」

「………………」

　自分に向けられた金の双眸は心の奥底まで見み透すかすような輝かがやきを宿している。この光の前では噓うそや誤ご魔ま化かしは通用しない。

（本当に、この老女には敵かなわないな）

　素す直なおに自分の負けを認めて、ジェラルドは机越ごしにオルガに向き直った。金色に輝く光を正面から受け止めて、迷いなくきっぱりと断じる。

「影が存在するとしたら、ことは簡単だ。その時はもちろん俺のものにする」
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　選定会の初日はじんわりと汗あせばむ初夏の陽気だった。十二名のお妃きさき候補たちはすでに王宮入りを果たしており、これからの一週間、泊とまりこみで審しん査さを受けることになっている。その手始めとして、今日は候補たちとジェラルドの顔合わせが行われる。

（少なくとも見た目だけなら、私も一人前の令れい嬢じようになりきれているわね）

　廊ろう下かを歩くたびにひらりゆらりと揺ゆれるドレスの裾すそを見下ろして、エリーナは満足げにうなずいた。今着ている真しん珠じゆをちりばめた水色のドレスや、高く結ゆい上げた編みこみの髪かみ型がただけではない。流行の絵画に音楽にお化け粧しよう。さらには社交界の主立った人間関係に至るまで、自分の限界を試ためすかのように、すべて頭にたたきこんだ。あとはこの成果を発揮するのみだ。

　同じ王宮内とはいえ、エリーナたち政務官が使っている区域とは華はなやかさが違ちがう。バラのレリーフに彩いろどられた廊下をしずしずと進んで行く。やがて重じゆう厚こうなビロード張りの扉とびらと、それを守る衛兵たちの姿を視界に捉とらえて、エリーナは気持ちを落ち着かせるように深く息を吸った。

（私はお妃候補。ミモザ州南部に住む地方貴族の両親から溢あふれるほどの愛情を注がれ、ウェルナーたちの企たくらみに荷か担たんすることもなく、幸せいっぱいに育った女の子、エリーナ・ディ・ブラマンテ……よし！）

　もう何度目になるかわからない。この一週間で練りに練った設定を呪じゆ文もんのように繰くり返す。エリーナは衛兵たちに会え釈しやくをすると、決戦に臨のぞむような心持ちで顔に輝く笑えみを浮かべた。

「エリーナ・ディ・ブラマンテ様、只ただ今いまお着きです」

　朗々とした声とともに、衛兵の一人が扉に手をかける。

　決戦の火ひ蓋ぶたは切って落とされた。この先に広がるのは華やかなドレスと愛あい想そ笑わらいの群れか、それとも別の何かか。わずかに緊きん張ちようを孕はらんだ笑顔で、扉が開くのを待つ。だが──。

（え？　何これ？）

　エリーナの笑みは受け止める者を見いだせぬまま、その場で消えた。驚おどろきに目を見開く。その先に広がっていたのは夕日色に染まる広間だった。繊せん細さいな透すかし彫ぼりの施ほどこされたテーブルが三つ置かれており、それらの中央には本物のバラの花が飾かざられている。が、バラを囲むように並べられた椅い子すの上には人の姿がなかった。もう開始十分前だというのに、候補たちの名前の書かれたプレートが席の前で虚むなしく主あるじの登場を待っているだけだ。

　自分としたことがうかつだった。政務官である自分にとって早めの行動は常識だが、深窓の令嬢たちがきびきびと時間通りに動いている姿は確かに想像できない。

（形は完かん璧ぺきでも、中身まではうまく化けられていなかったのね。次からは気をつけなきゃ）

　背後で扉の閉まる音を聞きながら、心中でこっそり演技の強化を誓う。と、その時、広間の反対に位置する扉がなんの前まえ触ぶれもなく開いた。とっさに鉄てつ壁ぺきの笑みで顔を覆おおう。一いつ拍ぱく後、そこから現れた者の姿に、エリーナの笑みが揺れた。

（ディノ……）

　仕事で一週間会えなかっただけなのに、妙みようになつかしい気がするのはなぜだろう。見慣れた政務官の制服を纏まとったディノが部屋をつっ切ってこちらに向かってくる。

「選定会にようこそお越こしくださいました。私はこの会の責任者を務めさせていただいております、ディノ・ストラードと申します。以後お見知りおきを」

　そう言って、目の前でふわりと優ゆう雅がに一礼してみせる。その様をエリーナは言葉もなく見つめていた。低く深みのある声も、艶つやのある美び貌ぼうもいつもと変わらない。それなのに自分が知っているディノと同じとは思えない。自分に向けられた眼まな差ざしには今、初対面の時ですら見たこともないほどよそよそしい光が浮かんでいた。

「どうかなさいましたか？」

「……なんでもございませんわ。ご丁てい寧ねいにありがとうございます」

　機械的な問いかけに自分も他た人にん行ぎよう儀ぎで答えて、案内されるがまま、自分の名前が書かれたプレートの前に座る。それで終わりだった。他ほかの令嬢たちが到とう着ちやくしたのを受けて、ディノが扉に向かう。その背中を目で追いながら、エリーナは焦しよう燥そうに耐たえるようにスカートを握にぎりしめた。

（私ってば、何を期待していたのよ？）

　いつ誰だれがこの部屋に入ってきても構わないように、自分たちは初対面の振ふりを貫つらぬかなければならない。選定会の責任者である政務官と、お妃候補である自分が親しい仲だと勘かんづかれてはまずいのだ。頭ではそうわかっているのに、エリーナはこみ上げてくる不安を隠かくせなかった。それはディノの態度が演技でないという確証が持てなかったから。

（だって私は親友のくせに、あんなひどいことを言っちゃったんだもの）

　一週間前のあの晩、面と向かって何か言われることこそなかったが、それでも声から、表情から、ディノがどれほど傷ついたかわかってしまった。あんな仕打ちをされて、自分だったらきっと簡単には赦ゆるせない。その場で絶交を言い渡わたされなかっただけましというものだ。

（このままじゃいけないってわかってるんだけど……どうしたらいいの？）

　この五年間というもの、完璧な外そと面づらを維い持じすることにばかりかまけて、本音のつき合いを避さけてきた。そんな自分は友情の危機を前にしても、途と方ほうに暮れることしかできない。予算の計算などと違って、答えのない問いに内心で悶もだえる。と、その時、視界の隅すみに影かげが差して見えた。

（いけない！　今は選定会の最中だったわ！）

　慌あわてて背筋を正したエリーナの耳に、ハスキーな女性の声が届いた。

「こんにちは、お隣となりに座らせてもらうわよ」

　深窓の令嬢とは思えないぞんざいな口調に面めん食くらいつつも、エリーナは繕つくろった笑顔を上げかけて──目を疑った。まるで絵の中から抜ぬけ出てきたような長身の美女が、隣で自分を見下ろしていた。大人びた細身の蒼あおいドレスを着ているが、中身は自分と同じ年とし頃ごろか。けぶるような金きん髪ぱつは絹糸のようになめらかで、こちらを向いた瞳ひとみは澄すんだ春空のような色をしている。

（すごい。ディノと張り合えるほどの美形なんて初めて見たわ）

　令嬢の振りも忘れて、ついまじまじと見入ってしまう。そんなエリーナの顔を見返して、美女はにっこりと艶あでやかにほほえんだ。そうすると彫ちよう像ぞうのように整った顔に血が通って、親しみやすい愛らしい表情になる。

「はじめまして、私はアメリア・ブルーノ。カトレア州の商家出身よ」

「私の名前はエリーナ・ディ・ブラマンテ。ミモザ州から参りましたの」

「名前に『ディ』がつくってことは貴族の出なのね？」

「ええ、そうですわ」

　二人して微び笑しようを浮うかべたまま、それきり会話が途と絶だえる。蒼いドレスの裾を翻ひるがえし、ゆっくりと席に着くアメリアの横で、エリーナはめずらしく緊張していた。

（ついに来たわね、この時が）

　早く広間に着きすぎたせいで出鼻をくじかれたが、それでもこの一週間、自分が令嬢として特訓を積んできたことに変わりはない。今こそその成果を披ひ露ろうする時だ。

　アメリアには気づかれないよう、そのドレス姿にさっと視線を走らせて褒ほめ言葉を準備する。だがこの時もまた、エリーナの努力が実を結ぶことはなかった。

「ねぇ、エリーナ。ミモザ州の出身ならよく知ってるはずよね？　先の反乱のせいでミモザ州は大変だったって聞いたけど、最近はどう？　州都の復興は進んでる？」

（え……？）

　思わずパチパチと瞬まばたきを繰り返す。いきなり呼び捨てにされて驚いただけではない。まさか妙みよう齢れいの令嬢の口から、ファッションやお化粧よりも先に復興の話が出るとは思わなかったのだ。

「ごめんなさい。もしかしてあなた、政治や経済の話は嫌きらいだった？」

「いいえ、そんなことございませんわ」

　意外ではあったが、政務官である自分にその手の話題を避ける理由はない。むしろ大だい歓かん迎げいだ。エリーナはにっこり輝かがやく笑みを顔に浮かべて、深々と頭を下げた。

「ミモザ州のことを気にかけてくださって、ありがとうございます。州都の被ひ害がいが大きかったせいで一時はどうなることかと思いましたが、中央からの援えん助じよもあったおかげで、一いつ般ぱん市民の生活はほぼ元通りになってきていますわ」

「そう、それはよかったわ」

　本当に心からミモザ州の現状を案じてくれているのだろう。エリーナの答えを聞いて、アメリアが嬉うれしそうに胸の前で手を合わせる。

「新しい執しつ政せい官も就任したようだし、政治的にも経済的にもミモザ州は安定してきたのね」

「そうですわね。一時期よりはだいぶましになりました。ですが、バラノフ商人の流入が途絶えたせいで、景気がすっかり冷えこんでしまいまして──」

　エリーナは調子よく説明を続けようとして、途と中ちゆうではたと口を閉じた。ミモザ州の現状については元執政官として言っておきたいことが山ほどある。しかし、深窓の令嬢の振りをしている自分がそこまで深く知っていては変に思われるのではないか。

「どうしたの？」

　アメリアが不思議そうにコクンと首をかしげる。これ以上話してはボロが出る。とはいえ、どうすればさりげなく話題を転てん換かんできるかもわからない。戸と惑まどうエリーナの口から、声を伴ともなわない乾かわいた吐と息いきがこぼれた。その時、

「すごいですわ。ミモザ州の現状についてお詳くわしいんですね」

　鈴すずを転がすような愛らしい声が二人の間に割って入った。ハッとして振り返る。いつの間に近づいて来たのか、右みぎ隣どなりの空いていた椅子に一人の少女が座ろうとしていた。ふわふわとしたピンク色のドレスに身を包み、長い銀ぎん髪ぱつを後ろできれいにまとめている。そのすみれ色の瞳は大だい胆たんにも初対面の相手の話に割りこんだことに対する恥はじらいと、好こう奇き心しんの間で揺ゆれていた。

「お話の邪じや魔まをしてしまって申し訳ございません。私はフィオナ・カッサーノと申します。私も辺境とはいえミモザ州の商家出身ですから、つい気になってしまいましたの」

（ミモザ州って……）

「ふーん。今回の事件について、あなたもミモザ商人として何か思うことがあったの？」

　さっと警けい戒かいを強めたエリーナと反対に、アメリアは相手が誰であっても物もの怖おじしない性格らしい。率そつ直ちよくな質問をぶつけられて、フィオナの方が驚いたようにふるふると首を横に振る。

「皆みな様さまのようにしっかりした意見はございませんわ。私は友人たちと一いつ緒しよに、ミモザ州で働いていらした執政官様の話題で盛り上がるばかりでして、その……」

　白い頰ほおがみるみる赤く染まっていく。ちらりと走らせた視線の先にはディノがいた。彼は会の始まる直前になって、駆かけこみのように次々と現れた令れい嬢じようたちを席まで案内している。

「まぁ、あの美貌じゃ話題にならない方がおかしいわよね。二年前にあの人がカトレア州に赴任してきた時、私たちもそんな感じだったもの。あんな素す敵てきな人と結けつ婚こんできたらってね」

　頰ほお杖づえをついたアメリアがほぅっと甘やかな息をつく。その横で、二人と同じように艶やかな美貌を目で追いながら、エリーナはなんとも言えない複雑な気持ちに襲おそわれていた。

（そういえば、ディノって執政官になる前は殿でん下かの命で各地を飛び回っていたのよね）

　初めてディノと友達になったのは六年前のことだが、自分たちの間には五年間の空白がある。自分が苦労して政務官になり、ミモザ州の執政官に任じられるよう画策していた間、彼には彼だけの時間が流れていたのだ。

（ディノはあの五年間をどんな風に過ごしてたのかしら？　もしかして、その……恋こい人びととかいたの？）

　自分は今まで一度もディノを異性として意識したことなどなかった。年ねん齢れいも性別も関係ない。彼はかけがえのない親友だったから。

（でもよく考えてみたら、ディノだってお年とし頃ごろの男性なのよね）

　同い年のジェラルドはこうして正せい妃ひの選定会まで開いているのだ。ディノにだって、恋人の一人くらいいたところで不思議はない。第一、アメリアの言葉ではないが、あれほどの美貌と才能を世の女性たちが放ほうっておくとも思えなかった。

（誰を恋人に選ぶかはディノの自由よ。だけど……）

　自分ではない誰だれかが彼の隣で笑っている──その姿を想像すると、胸の奥がざわざわと不快な音を立てて揺らめいた。この想おもいはきっと自分がディノの一番でなくなることに対する寂さびしさに違ちがいない。彼の恋人でない自分には──それも一週間前にあれほど彼を傷つけてしまった自分には、そこまでのわがままを言う資格などないのに。

　胸の奥にぽっかり空いた寂しさと孤こ独どくを埋うめるように、テーブルの下でギュッと拳こぶしを握にぎりしめる。と、力んだ肩かたを横からツンツンとつつかれた。

「アメリア様？　どうなさいましたの？」

「あなたもミモザ州の貴族出身なら、執政官をしていたディノと話をしたことくらいあるんでしょ？　どうだった？」

（え……）

「そのお話、私も興味ありますわ。やはり見た目と同じように素敵な方なんでしょうね」

　キラキラと好こう奇きに輝く二つの視線を向けられて、エリーナは内心でたじろいだ。まさかこんなところでこんな話題を振ふられるとは夢にも思わなかった。

　子どもの頃ころや執政官として共に過ごした日々を素す直なおに話すわけにはいかない。だが、ここで適当なことを言って嫌われてしまっても困る。潜せん入にゆう捜そう査さのはじめから、それではまずいのだ。

「ねぇ、ディノってどんな人なの？」

「えーと……そうですわね、私の受けた印象ですと……」

　困り切ったエリーナが探さぐり探り口を開きかけた、その時だった。

「これはどういうことですの!?」

　まるで金属を引っかいたような甲かん高だかい叫さけびが広間を貫つらぬいた。皆みなが驚おどろいて振り返る。一いち躍やく広間の視線を集めた先には一人の令嬢が立っていた。

（あれは確か……ジャンナ・ディ・グランデ。サルビア州の貴族出身だったわね）

　瞬しゆん時じに政務官としての思考に戻もどって、エリーナは事前に暗記してきた名前と顔を一いつ致ちさせた。絵姿の中では天使のような微笑を浮かべていた彼女だが、今は怒いかりに震ふるえる拳を握りしめて、悪あく魔まのような形相でディノをねめつけている。いったい何があったのか。ざわつく令嬢たちの前で、ジャンナがディノに詰つめ寄った。

「答えなさい！　どうして私の名札から貴族の称しよう号ごうが抜ぬけていますの!?」

（称号って……あ！）

　エリーナは思わず叫びそうになった。ジャンナの固く握りしめた手の内に、くしゃくしゃになった紙のプレートが握られている。指の隙すき間まから見えたその中央には、貴族であることを示す「ディ」の文字が記されていなかったのだ。

（通達の書類にはちゃんと書かれていたはずなのに……会場係がやらかしたわね）

　よりにもよってこういう令嬢相手にミスを犯おかすなんて間が悪い。エリーナの目から見て貴族の称号など一クレセントの価値も持たないが、彼女にとっては違うのだろう。

「申し訳ございません。今すぐにお名前を直します」

　ディノがきっかり九十度に頭を下げて謝る。その姿からは精せい一いつ杯ぱいの誠意を感じられたが、ジャンナの心を動かすことはなかった。

「謝って済む問題じゃないでしょう!?　こっちはこの選定会に一生がかかっているのに、こんなことで出で遅おくれたらどうしてくれるの!?」

「誠まことに申し訳ございません。このようなことになってしまい、返す言葉もございません」

「本当よ！　私にこんなことをして、あなたも恥はじをかくといいわ！」

　相当頭にきていたのだろう。叫ぶと同時に、怒りの矛ほこ先さきを求めた手がテーブルの上に置かれていた花か瓶びんを引っ摑つかんだ。中にはバラの花だけでなく、なみなみと注がれた水が入っている。

（まさか──！）

　エリーナが反射的に腰こしを浮うかしかけた。その横でガタッと椅い子すを引く音がした。

（アメリア様!?）

　いったい何を考えているのか。席を立ったアメリアの手には、ジャンナと同じように花瓶が握られていた。このまま彼女に水をかけるつもりか。その場にいた誰だれもがそう思った、次の瞬しゆん間かん──アメリアは花瓶から引っこ抜いたバラの花をジャンナの頭につき刺さしていた。

「なっ……!?」

　一いつ瞬しゆん何が起きたのか、自分でもわからなかったのだろう。絶句するジャンナに向けて、アメリアが優ゆう雅がにほほえみかける。

「今のあなたには花が必要だわ。バラの香かおりに包まれて、少しは気を落ち着けたらどう？」

「…………っ！」

　ジャンナの全身が屈くつ辱じよくに震える。反射的に伸のばした指先が金の髪かみを鷲わし摑づかみにしようとした。その一瞬前に、朗々とした声が広間に響ひびいた。

「二人ともそこまでにしておきな！　仮にもあんたたちはお妃候補なんだから！」

　振り返った令嬢たちが一瞬にして凍こおりつく。そこにはいつも通りの分厚い化け粧しようと総そう白髪しらがの縦ロールで武装したオルガが立っていた。

「まったく。互たがいにライバル心を燃やすのは構わないけど、選定会は力ちから業わざを競きそう場じゃないんだからさ。少しは自覚しな」

「そういう趣しゆ向こうの会というのも、興味をそそられはするがな」
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　オルガの後ろから、皮肉げな笑えみをたたえた顔が広間に現れた。刹せつ那な、令嬢たちの間にざわりと動どう揺ようが走った。

「殿下！　いつからいらして──」

「貴族の称号が抜けていたぐらいで選定会から排はい除じよする気などないから安心しろ。それより、いつまでもボーッとつっ立っていられる方が目め障ざわりだ。早く全員席に着け」

　ジェラルドの言葉は反論も口答えも許さない、絶対の響きを持っていた。まるで魔ま法ほうにかけられたように、ジャンナが空いていた席にふらふらと腰こし掛かける。同時に、無事隣となりの席に戻ってきたアメリアを見て、エリーナは胸をなで下ろした。

（彼女のおかげで助かったわ。見た目によらず、ずいぶんと男気のある人なのね）

　目が合うと、にっこりほほえみ返してくれる。その華はなやかな美び貌ぼうからは先ほどの突とつ飛ぴな行動など想像もつかない。ミモザ貴族の振りをしている自分がお礼を言うのも変なので、エリーナは心中でこっそり彼女に手を合わせてから、広間の正面を向いた。そこでは一国の王子らしい礼装に身を包んだジェラルドが、オルガとディノの二人を両りよう隣どなりに従えて立っていた。

「さて、これでようやく本題に入れるな」

　落ち着きを取り戻した令れい嬢じようたちを眺ながめて、ジェラルドが口を開く。

「まずは皆、よく来た。皆にはこれからの一週間、王宮に泊とまりこんで三段階の審しん査さを受けてもらう。当然だが、この場にいる候補十二名のうち、俺が妃に選ぶのは一人だけだ」

　淡たん々たんと事実を告げる声に、一瞬にして広間の空気が変わったのをエリーナは肌はだで感じた。先ほどのジャンナの台詞せりふではないが、これからの一週間に自分と一族の未来がかかっているのだ。背負うものの重さが通常の縁えん談だんとは格段に違う。

　ジェラルドはこの場の張り詰めた空気さえも愉たのしんでいるのだろうか。目つきの険しくなった令嬢たち一人一人を見回して、ニヤリと口の端はしをつり上げた。

「気負うのは明日からにしろ。今宵こよいは俺からのささやかな歓かん迎げいとして宴うたげの席を設けた。今だけは審査のことも忘れて存分に楽しむがよい」
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　エリーナたちが案内された先は王宮の大広間だった。水すい晶しようを削けずって作られたシャンデリアからは昼間のような光が降り注ぎ、壁かべ一面を飾かざる鏡に反射して広間をより大きく、より華やかに見せている。お妃きさき候補たちの内輪の顔合わせという名目上、国王夫妻とその一人娘むすめである五歳の姫ひめは臨席していない。代わりにまだ若い貴族の子し弟ていたちが多く集まっているようだった。

　バラの細工が施ほどこされたワイングラスをジェラルドがかざす。まばゆい光を受けて「乾かん杯ぱい！」と叫んだ、その声に続いてなめらかな楽がくの音が広間を満たす。同時に、先ほどまで淑しとやかにしていた令嬢たちがジェラルドのもとに一いつ斉せいに詰め寄った。用意された正妃の椅子は一つ。そこに座る確率をわずかでも上げるため、自分たちを売り出すことに余念がない。ひらり、ふわりと揺ゆれるドレスの壁を遠巻きに眺めて、エリーナはしみじみとジェラルドに同情した。

（殿でん下かもいろいろと大変なのね。毎回あんな目に遭あっていたら、性格が少しくらい歪ゆがむのもわかるわ。けど、パーティーの方は無事に進行しそうでよかった）

　飲み干したワイングラスを近くのテーブルにおいて、広間の端から全体を見み渡わたす。完全に政務官のものとなった目を、エリーナはある一点で留めた。パーティーの妨さまたげにならぬように気を遣つかっているのだろう。広間の隅すみで、ディノが侍じ従じゆうたちに指示を飛ばしている姿が見えた。できることなら自分も手伝いたいが、今の姿ではそういうわけにもいかない。

（私は私に与あたえられた仕事をしなきゃ。まずはお妃候補たちの観察からよ）

　ジェラルドを囲む群れの中につっこんで行くのは正直気が引けたが、仕方ない。貴族の令嬢らしく、スカートをつまんで優雅に足を踏ふみ出す。その背中をハスキーな声が呼び止めた。

「エリーナってば、さっきから何をしてるの？」

　振ふり向くと、手持ち無ぶ沙さ汰たにワイングラスを傾かたむけたアメリアがすぐ後ろに立っていた。

「もしかしてあなた……ディノと話すタイミングを窺うかがっていたの？」

（え？）

　エリーナの心臓がビクッと跳はね上がる。まさかあの一瞬を見られていたとは思わなかった。本当のことだが、正直に認めるわけにはいかない。

「私はただ、その……」

「その？」

「皆みな様さまのドレスを眺めていただけですの」

　とっさに口をついて出た言い訳に、エリーナは自分でも「苦しいわね」と思った。しかし、今さらあとには退ひけない。話をうまくつなげようとして顔を中央に向ける。ジェラルドを囲むドレス軍団の中には、城下の仕立屋で見かけたデザインもいくつか交じっていた。まっ赤な裾を翻ひるがえして歩く、あれは確か──。

「そう、例えばあちらのドレスは最近流行はやりのボネット式デザインじゃありません？　うっとりするほどおきれいですわねぇ」

　年とし頃ごろの娘らしい発言をできたことにホッとして、エリーナはアメリアにほほえみかけた。しかし対する彼女の方は、エリーナが期待したほど興味をそそられなかったらしい。

「へー、あのドレスはボネット式って言うの。なんか裾がビラビラしていて、できそこないの魚の尾おビレにしか見えないけど」

（さっ……！）

　エリーナは撃げき沈ちんした。

（魚って……身も蓋ふたもない言い方だけど、本当だわ。そういえば昔、ローズ亭ていでエルザがあんな魚をもらってきたことがあったっけ。あの時は誰だれが調理するかでもめたのよね）

　一度そういう目で見てしまうと、令嬢たちの気取った姿も喜劇にしか映らない。さらに、魚につつかれるジェラルドの図が思い浮かんでしまって、こみ上げてきた笑いを必死でこらえる。

（さっきもすごかったけど、この人っていろんな意味でおもしろいわね）

　横を窺うと、アメリアが「ね？」と茶ちや目めっ気たっぷりに笑って見せる。出会いの場が選定会でなかったら、彼女とはいい友達になれていたかもしれない。

「せっかくだし、あなたもやることがないなら、あっちで一いつ緒しよにケーキを食べない？」

　ドレスの話にもう飽あきてしまったのか、アメリアが物欲しげな視線を広間の端に向ける。そこには芸術品のように美しい皿がいくつも並べられていた。南国のフルーツなど、巷ちまたでは手に入りにくい食材をふんだんに使ったケーキが「おいで、おいで」と手招きをしている。エリーナももちろん食べてみたかったが──。

（アメリアはいいのかしら？　殿下の方に行かなくて）

　お妃候補たちは全員、ジェラルドの心を射止めるのに必死だと思っていたが、違ちがうのだろうか。それとも積極的に動かずとも、正妃に選ばれる自信が彼女にはあるのか。

「アメリア様、あなたは──」

　エリーナが口にしかけた問いは、しかし最後まで言葉にならなかった。

「おやおや、美しい花が二輪も壁かべ際ぎわにいらっしゃるなんて感心しませんね」

　横から割りこんできた声に驚おどろいて振り返る。貴族の青年たちだろうか。優美な礼装に身を包んだ二人組が自分たちの方に向かって歩いてきていた。

「お美しい方々、ここでお会いしたのも何かの縁えんですし、一緒に踊おどっていただけませんか？」

　青年の片割れが優雅に膝ひざを折って、手を差し出してくる。エリーナは令嬢らしく、「まぁ」と口元に手を当てて恥はじらうようにはにかんだ。が、本音はもちろん違う。翡ひ翠すいの瞳ひとみは冷静に隣の反応を窺っていた。色気より食い気のアメリアなら誘さそいを断ってくれると思ったのだが──。

「せっかくだし、一曲お相手しましょうか？　ケーキはまだたくさん残ってるみたいだし」

　パチンと一つ、男なら一発で惚ほれそうなウィンクを残して青年と共に去って行く。エリーナはもう一人の青年の前で、つきかけたため息を吞のみこんだ。

（ここで断るのもおかしいし……これもまた仕事だと思って、つき合うしかないわね）

　内心の面めん倒どうくささなど微み塵じんも感じさせない笑みを浮うかべて、青年の手を取る。

「あなたのように美しい方と踊れるなんて、望外の喜びです」

　あながちお世辞だけとは限らない。心の底から嬉うれしそうにほほえんで、青年がエリーナの腰こしを引き寄せた。そのまま曲の流れに乗るようにして、踊りの輪に身をすべらせる。

　広間の中央では、お妃候補たちが依い然ぜんとしてジェラルドにまとわりついているようだった。だが、中には先客でいっぱいの本命より外そと堀ぼりを固めることを優先したのか、他ほかの招待客たちと談だん笑しようにふける令嬢たちの姿も見受けられる。その様子に注意を払はらう一方で、エリーナの意識は大半が足あし下もとに集中していた。やわらかな微笑の下で、頭を占しめていた想おもいはただ一つ。

（足よ……足！　何があっても、足だけは踏んじゃいけないわ！）

　以前ミモザ城で開かれたダンスパーティーで、ジェラルドの足に乗っかってしまったことがあった。あの時は彼の機転でことなきを得たが、同じミスを繰くり返すわけにはいかない。

（あんな風に助けてもらうことなんて、きっともう二度とないもの）

　まさかステップの一部のようにして、彼が自分の身体からだを飛ばすとは思わなかった。もう三ヶ月も経たつのに、あの時のふわっとした感覚がまざまざと思い出されて、思わず心からの笑えみがこぼれる。気づいた青年が「おや」と眉まゆを上げた。

「とても楽しそうですね。ダンスがお好きなんですか？」

「……ええ、そうですの」

　青年の問いに、エリーナはめずらしく曖あい昧まいにうなずいた。執しつ政せい官として過ごした日々を選定会の場で語るわけにはいかない。それにこの思い出はジェラルドの部下である自分だけが知っていれば、それでいいのだ。

（皮肉屋で強ごう引いんな人だけど、やさしいところもあるのよね）

　ドレスの壁に阻はばまれ、今は見えないその姿に思いを馳はせる。

　やがて青年と言葉を交かわしながらステップを踏んでいるうちに、曲が終わりを告げた。

「一緒に踊ってくださって、ありがとうございました。それでは、また」

　今度こそ自分は典礼省の政務官として、令れい嬢じようたちを観察しに行かなければならない。優美な笑みと裏腹に、足早に青年のもとを去ろうとする。その手を後ろから引き留められた。

　突とつ然ぜんのことに怪け訝げんそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせたエリーナを見下ろして、青年が「失礼」と手を離はなす。が、逃にがす気はないらしかった。

「せっかくお知り合いになれたのに、このままお別れというのも味気ないと思いまして。お近づきの印に、あなたに受け取っていただきたいものがあるのです」

　青年は一方的にそう言うと、懐ふところから小さな箱を取り出した。笑顔のまま訝いぶかるエリーナの前で蓋に手をかける。中から現れたのは、バラの花をかたどったダイヤのネックレスだった。

（なんのつもり？　こんな高価なもの、もらう理由がないわ）

　エリーナの当とう惑わくに気づいたのだろう。青年が片手を顔の前でパタパタと振った。

「どうかお気になさらないでください。これは僕、アラン・ディ・フーガの気持ちですから、あなたに見返りなど何一つ求めていません。ただ──」

　青年が周囲の様子を素す早ばやく窺う。その声が急に小さくささやくようなものに変わった。

「僕が望むことはただ一つ。殿でん下かのご正せい妃ひとなられたあとも、あなたにはこのネックレスを見るたび、僕とフーガ男だん爵しやく家のことを思い出していただきたいのです」

（……なるほど、そういうわけね）

　ここにきて、エリーナはようやく青年の真意を理解した。このネックレスは先行投資の賄わい賂ろというやつだ。自分が正妃に選ばれた暁あかつきには便べん宜ぎを図はかってもらえるよう、今から近づいておこうというのだろう。いくらお妃候補の振りをしているだけとはいえ、こんなものを受け取るわけにはいかない。だが──。

「お願いです。どうか僕に恥はじをかかせないでください」

　耳元でささやく青年の声に、ひやりと冷たいものが混じる。こちらを見つめる瞳には先ほどまでの甘いムードなど微塵もない。現実的な乾かわいた光が漂っていた。

　青年の人となりは知らないが、先ほどのジャンナといい、貴族とは得てしてプライドが高いものだ。ネックレスをもらうわけにはいかないが、真正直に断っては角が立つ。なら、この場を穏おん便びんに切り抜ぬけるにはどうしたらいいか。

「さぁ、どうか！」

　青年が押しつけるような声を上げて迫せまってくる。エリーナが迷ったのはわずか数秒の間だけだった。緊きん張ちようを和やわらげるように小さく息を吸って、輝かがやく笑みを青年に向ける。

「あなたのお気持ちは嬉しく思いますわ」

「それでは──」

「ですが、こちらのネックレスはいただけません」

　青年の口元がヒクリと引きつったのがわかる。むげに断られたことに対する苛いら立だちからか、屈くつ辱じよくに震ふるえかけた手をエリーナはネックレスの箱ごと自分の両手で包んだ。

「いったい何を──」

「どうか勘かん違ちがいなさらないでください。私はあなたの心まで拒きよ絶ぜつしたわけではございませんの。ただ私のことを思ってくださるのであれば、このようなネックレスではなく──現金を贈おくっていただきたいと思っただけなのです」

「げっ……現金ですか!?」

　まさかそんなものをねだられるとは思っていなかったのだろう。先ほどまでの怒いかりも忘れて、青年が棒でも吞みこんだような表情かおになる。エリーナは笑みを絶やさぬように気をつけながら、ゆっくりとうなずいた。

「私の出身地であるミモザ州は先日、隣りん国ごくの侵しん攻こうで州都の一部を破は壊かいされました。その多くが復興途と上じようにあるとはいえ、元の姿を完全に取り戻もどすにはまだ多くのお金がかかります。そのための義ぎ援えん金きんであれば、ミモザ貴族の一人として喜んでお預かりいたしますわ」

　青年はどう反応するだろうか。エリーナが息を詰つめて応こたえを待つ中、その喉のど元もとがクックッと小刻みに揺ゆれた。

「あの……」

「いや、失礼。久しぶりに愉ゆ快かいな回答を聞きましたよ。どうやら僕はあなたの力量を見誤っていたようです。のちほど執しつ事じを通して、ミモザ州に義援金を送らせていただきましょう」

「……ありがとうございます」

　それから青年と二言三言交わして、エリーナは広間の端はしへ一人で戻って行った。

　華はなやかな人工の明かりに照らされて、笑顔の下でそっと深い息をつく。

（やっぱり王宮での社交は一ひと筋すじ縄なわではいかないようね）

　目の前の空間ではドレスの裾すそを優ゆう雅がに翻ひるがえして、お妃候補たちがジェラルドのあとを追っている。彼女たちの顔には一様に笑みが浮かんでいたが、水面下では様々な思おも惑わくが巡めぐらされているのかもしれない。

（殿下のお妃になるのって、政務官とは違った意味ですごく大変なことなのね。私も精せい一いつ杯ぱい、自分の仕事をしないと）

　エリーナは侍じ従じゆうから受け取ったワインを口に含ふくむと、決意も新たに令嬢たちを観察できる位置へと移動していった。
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　華やかなパーティーの終わりはいつも言いようのない寂さびしさに包まれている。シャンデリアの明かりが落ち、色いろ鮮あざやかなドレスの群れが消えていくのを見ると、人々は夢の終わりを知って切ない気持ちになるものだ。が、ジェラルド主しゆ催さいのパーティーに限っていえば、そのような情じよう緒ちよとは無む縁えんのようだった。

「今宵こよいは楽しかった。皆みな、気をつけて帰れ」

　合理的な彼らしいといえば彼らしいが、あっさりした解散宣言を前にして、寂しさに浸ひたっている余よ韻いんもない。侍従たちに案内されるがまま、まっすぐ扉とびらに向かわされる。そんな人々の流れをなんとはなしに目で追いながら、エリーナは一人腑ふに落ちないものを感じていた。

（私の見たものはなんだったのかしら？）

　令嬢たちを観察していて気になった点を反はん芻すうする。とてもじゃないが、偶ぐう然ぜんとは思えない。しかしそうでないなら、なぜあのような事態が生じたのか。エリーナが思考の迷めい路ろに足を踏ふみ入れかけた、まさにその時、広間に響ひびいたジェラルドの声が意識を現実に引き戻した。

「妃候補たちはまだ帰るな。おまえたちはここへ来て一列に並べ」

　明日の審しん査さについて何か説明でもあるのだろうか。令嬢たちが首をかしげながらも、おとなしく言われた通りに並ぶ。その煌きらびやかな様をざっと見み渡わたして、ジェラルドは一息に告げた。

「ダイヤのネックレスを受け取った者たちは前に出ろ。おまえたちは明日の朝、早さつ急きゆうに荷物をまとめて王宮を去れ」

「えっ……!?」

　令嬢たちの間にざわりと動どう揺ようが走る。

「殿下！　お言葉ですが、今おっしゃったことはどういう意味でしょうか!?」

　列の中ほどから悲痛な声が上がる。叫さけんだのは、先ほどディノに水をかけようとした令嬢、ジャンナだった。ネックレスをもらってしまったのか、気の強そうな目元に涙なみだがにじんでいる。その顔をつまらなそうに見やって、ジェラルドはこれ見よがしに大きなため息をついた。

「まだわからないのか？　一次審査はもう終わったのだ」

　その一言に、エリーナの中ですべての疑問が一気に解消した。パーティーの間、自分が目にしただけでも三人の令嬢が自分と同じように男性たちからネックレスを贈られていた。

（偶然にしては妙みようだと思ったら、あれが一次審査だったのね）

「平気で賄賂を受け取る女など、危なくて妃にはできないからな。ネックレスを受け取った者たちは今この場で失格とする」

　冷れい徹てつとも言えるジェラルドの宣言に、令れい嬢じようたちの顔から血の気が引いていく。その時だった。

「殿下！　それはあんまりです！」

　鋭するどい抗こう議ぎの声が広間に響いた。若い女性のものでは決してない。野太いだみ声に、令嬢たちばかりかエリーナまでもがビクッとして振ふり返る。次の瞬しゆん間かん、広間の入口に立っていた者の姿に二重にギョッとして目を丸くした。一いつ瞬しゆん白い巨きよ大だいな毛玉が現れたのかと思った。が、よく見るとそれはまっ白なもじゃもじゃのヒゲで顔を覆おおい、白い礼服に包んだ身体からだを、これまた一本の白い杖つえで支えた老ろう爺やだった。その姿にエリーナは見覚えがあった。彼は確か──。

「バルトロか、そういえば今日のパーティーに招待していたな」

　ジェラルドの言葉に、エリーナは記き憶おくの中の肖しよう像ぞう画がと目の前の老爺を一いつ致ちさせた。昔描えがかれた絵より白ヒゲと白髪しらがの量がパワーアップしているようだが、間ま違ちがいない。彼の名はバルトロ・ディ・ラブロック。先代の国王の下もと、オルガたちと共にバラノフ・ヴィスコンティ戦争を戦った宰さい相しようで、引退してのちジェラルドの教育係になったという。もっとも最近ではその姿もあまり見かけなくなったというが──。

「めずらしく宮きゆう廷ていの表おもて舞ぶ台たいに出てきたと思ったら、急に血相を変えてどうした？　これ以上、血圧が上がると頭の血管がぶち切れると言って、引退したのではなかったか？」

　ジェラルドらしい皮肉めいた声で問われても、バルトロは微び動どうだにしない。まっ白な全身の中で、唯ゆい一いつ色を残した緑の目がじろりとジェラルドをにらむ。

「あなたのおっしゃる通り、私には持病がございます。ですが、今の状じよう況きようを前にして、自分の血管の心配ばかりしていられなくなったのです！」

「ほぅ、どうしてだ？」

　あくまで冷静な声で問われて、白髪の下から覗のぞいたこめかみにくっきりと青筋が浮うかんだ。

「殿でん下か、少しはご自分の破は天てん荒こうぶりをご自覚ください！　今あなたがおっしゃった審査方法、あれはなんです？　あんな方法では皆、納なつ得とくしません。どうかもう一度、従来の方法で審査をやり直してください！」

　嚙かみつくようなバルトロの懇こん願がんに、令嬢たちのうち何人かが「そうだ、そうだ」と隠かくれてうなずく。その様子を無感動に眺ながめて、ジェラルドはふと考えこむように腕うでを組んだ。

「確かにおまえの言う通り、こういった審査方法には前例がないな」

「それでしたら──」

「だが、前例にこだわらなければならない理由もまたない。俺は次代の王位を継つぐ者として、自分の妃きさきを選ぶのに最適な方法を選んだつもりだが、おまえはそう思わないんだな？」

「そういうわけではございませんが、物事には道理というものが──」

　バルトロがなおも食い下がろうとする。その台詞せりふを遮さえぎったのは、後ろから伸のびてきたしわだらけの腕だった。突とつ然ぜんのことに、まっ白な身体がビクッと跳はね上がる。その肩かたにがっしりと手をかけて、オルガがニヤリと笑った。

「久しぶりだね、バルトロ。今のあんたは戦いくさの最中おどおどしてばかりいた宰相と同じには見えないよ。いい男になったねぇ。こんな大勢の前で、殿下に諫かん言げんを述べられるなんて」

「オルガ！　おまえ、いったいいつまであの時のことを……！」

　バルトロが露ろ骨こつに顔をしかめる。その途と中ちゆうで、彼はハッと我に返ったように首を横に振った。

「昔のことはどうでもいい。それより問題なのは今だ！　オルガ、おまえがついていながら、殿下になんてことをさせているんだ！」

「ま、典礼省には典礼省の考えってやつがあってね」

　鋭い眼まな差ざしを向けられても、オルガにはまったく取り合う気配がない。

「こんな場所で再会したのも何かの縁えんってやつだね。王国のこれからについて、過去を知る者は過去を知る者同士でじっくり話をしようじゃないか」

「いや、私は殿下に──」

「ほら、行くよ！」

　先の宰相だろうが誰だれだろうが、オルガにかかっては形無しだ。白髪の縦ロールに代表される若作りは伊だ達てじゃないのか、肩に回した腕が力任せにバルトロを引きずっていく。

（もしかしてこの王宮で最強なのって、オルガ様なんじゃないかしら？）

　そんな考えがちらりとエリーナの頭をよぎる。だが、ゆっくり追究している暇ひまはなかった。

「これは俺の主催する選定会だ。どうやって妃を選ぶかは俺が決める。文句のある奴やつは構わん。今すぐこの場を出て行け」

　広間が水を打ったような静けさに包まれる。強い意志を宿す双そう眸ぼうに貫つらぬかれて、動ける令嬢などいなかった。全員がジェラルドの方を向いたまま彫ちよう像ぞうのように固まっている。

　そんな中、エリーナだけは冷静に辺りを観察していた。ダイヤのネックレスに心当たりがあるのだろう。目元に涙をにじませている者が四人。残る七人の中には今にも卒そつ倒とうしそうなほど青ざめている者もいるが、誰一人として広間を出て行くことはなかった。

「わかった。納得できたのであれば、残った者たちには次の審査に進んでもらう。今日は以上だ。ゆっくり休め」

　一方的に言いたいことを告げて、ジェラルドがきびすを返す。

　やがて審査員たちの消えた広間に「うっ、うっ」と小さな嗚お咽えつが響いた。見ると、ダイヤのネックレスを握にぎりしめたジャンナが歯を食いしばって泣いていた。彼女だけではない。二次審査に進むことを許された令嬢たちの多くもまた、前ぜん代だい未み聞もんの審査方法に呆ぼう然ぜんとしている。

（さすが殿下、やってくれるわ。あの人がご正せい妃ひに何を求めているのか知らないけど、候補たちをふるいにかけるって意味ではこの審査、役に立ったかもね）

　確かにこれくらいの機転も利きかせられない女に、一国の王おう妃ひは務まらない。だがいくら内容がよくても、こんな強ごう引いんな方法はバルトロのように多くの者の反感を買うのではないか。

　落ち着きを取り戻もどした令嬢が一人、また一人と広間を去って、自分に与あたえられた部屋に戻っていく。その姿を目で追いながら、エリーナは選定会の行く末に暗雲が立ちこめているのを感じて、ゴクリとつばを吞のみこんだ。
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　王宮を覆っていた熱気がゆっくりと引いていく。お妃候補たちの恨うらみも喜びも、夜がすべてを吞みこんでいく中、エリーナはむくりとベッドから起き上がった。ビラビラと動きにくいドレスはとっくに脱ぬいでおり、今はシンプルな濃のう紺こんのブラウスとスカートを身に着けている。

　音を立てないよう扉とびらに近づいて、エリーナは小さく開けた隙すき間まから外を窺うかがった。お妃候補たちに与えられた部屋がずらりと一列に並ぶ廊ろう下かには、ぼんやりとした闇やみが広がっているだけだ。

（衛兵は交こう替たいに出ていていないわね）

　事前にジェラルドに頼たのんでおいた通りの様子に安あん堵どして、エリーナは部屋を飛び出した。

　別に選定会から逃にげ出すわけではない。これからの時間は典礼省の政務官、エリーナ・ガウディーニに戻って、自分に与えられた任務を全まつとうするのだ。といっても、ジェラルドに直接会うわけではない。エリーナが一日の報告をする相手は、連れん絡らく役を務めているディノだった。

（ディノ……そう、ディノなのよね）

　耳慣れた名前を口の中で幾いく度どもつぶやく。と、同時に、エリーナは回れ右をして部屋に戻りたい衝しよう動どうに駆かられた。ディノに会いたくないわけではない。ただ彼と向き合うのが恐こわかった。

　お妃候補として向かった広間で、ディノは自分に対して他人の振りを貫いた。それは演技のはずだが──もし違ちがったら？　一週間前のことが原因で、二人きりになってもぎこちない態度のままだったら、自分はどうしたらいいだろう。

（こんなこと、一人で悶もん々もんと悩なやんでいたって仕方ないんだけど……あー、もうっ！）

　自分の意い気く地じのなさに苛いら立だって、頭を抱かかえた。その時だった。生暖かい初夏の風が頰ほおをなでていく。その中にざらつくような視線を感じて、エリーナは反射的に振り返った。

（誰!?　私を尾つけてるの!?）

　十分確かく認にんしたつもりだが、うかつだった。部屋を出た自分に気づく者がいたのか。

　エリーナは無機質な廊下をにらんだ。だが、初夏のうっすらとした闇の中、生きている者の気配をそこに感じることはなかった。

（気のせい？　一次審しん査さの内容が内容だったし、私ってば、自分で思ってる以上に神経過か敏びんになってるのかしら？）

　疲つかれた精神を労いたわるように、額に手を当ててきびすを返す。ディノの待っている部屋は、お妃候補たちの部屋が並ぶ廊下から角を三つ曲がった先にあるという。言われた通りに一つ、二つと角を通り過ぎていって、最後にたどり着いた廊下でエリーナは目を眇すがめた。そこに並んだ部屋の数は十あまり。薄うす闇やみの中ではどの扉も似たような作りに見えてしまって、区別がつかない。

（ディノはこの中のどこにいるの？）

　まさか大声で名前を呼ぶわけにもいかない。ここは片かた端はしから確認していくしかないのかと、げんなりうなだれた。その耳に、カツーンと石の床ゆかを蹴ける音が聞こえた。一瞬、先ほどの視線の主が自分を追ってきたのかと思ったが、そうではないらしい。規則正しい靴くつ音おとは訓練を受けた衛兵のものだった。

（うそ！　もう戻ってきちゃったの!?　五分は持ち場を離はなれていてくれると思ったのに！）

　いつの間にか、もうそんなに時間が経たっていたのか。ここは一度撤てつ退たいしようとして、後ろを向いた。その耳に軍ぐん靴かの音がもう一つ重なって聞こえてきた。しかもその音源は、先ほどとは反対の方角からこちらに近づきつつある。

（やだ、このままじゃ挟はさみ撃うちになっちゃう！　どうしたら──）

　一いつ瞬しゆん判断に迷いが生じた。その矢先、真後ろの扉から伸びてきた何かが、エリーナの腕をグイッと強く引っ張った。

　抵てい抗こうする間もない。不意をつかれてもろに後ろに倒たおれこんでしまう。その背を誰かに受け止められた。自分を摑つかんでいるのとは反対の手が顔の横から伸びてきて、目の前でパタンと扉を閉める。自分は今、何者かの手によって部屋に閉じこめられた──そう理解した途と端たん、エリーナは動いていた。

（誰だか知らないけど、そうやすやすと捕つかまってたまるもんですか！）

　後ろから腰こしに回されていた腕を力任せにはがそうとする。エリーナの手は、しかし相手のもう片方の手によって動きを封ふうじられてしまった。

「なっ……！」

　抗あらがうことを許されない。囚とらわれの身となったエリーナの耳元で、強引な仕草からは信じられないほどやさしい声がささやく。

「このまま……もう少しだけ、このままでいて」

（え？　この声って……）

　はじかれたように振ふり返る。隣りん室しつへ続く控ひかえの間か何かなのだろう。人が二人も並べばそれだけで部屋の半分も埋うまってしまう。そんな狭せまい空間の中、窓から射さしこむ月明かりが間近に迫せまった青年の顔を照らしている。それだけで十分だった。どんな場所でも色あせることなき、この美び貌ぼうを見み間ま違ちがえるはずがない。

「ディ──」

「ちょっと静かにしてて」

　いつもより一音階低い、深みを増した声が耳じ朶だをくすぐる。触ふれた吐と息いきの熱さに驚おどろいて、エリーナは反射的に身をよじらせそうになった。その身体からだを大きな腕うでが後ろから包みこむように抱だきしめる。

「あと少しだけだから我が慢まんしててよ。今動いたら外の連中に気づかれる」

（そ、そりゃそうだけど……！）

　まるで秘ひめ事のように耳元でささやかれる。その響ひびきに耐たえられなくて、エリーナはギュッと目を閉じた。背中にディノの存在を感じる。自分のものではない体温に触れて、心臓がありえないほどの速さでドクドクと脈打つ。このままでは苦しくて、息さえできなくなるのではないかと思った。その矢先、過敏になっていた耳に衛兵たちの話し声が飛びこんできた。

「お疲れさん。そっちの様子はどうだ？　問題ないか？」

「もちろん平気だ。選定会の最中で何か起きたら、悠ゆう長ちように交替になんか来てないさ」

「そりゃあ、違いない」

　何が楽しいのか、扉一枚隔へだてた先で衛兵たちが愉ゆ快かいそうに笑い合う。彼らはさらに二言三言交かわしたのち、反対方向へと別れていった。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

　穏おだやかなささやきとともに、自分を捕とらえていた熱がゆっくりと離れていく。刹せつ那な、エリーナは競走馬だってまっ青の勢いで前に飛び出していた。新しん鮮せんな空気を求めるようにハァハァと荒あらい呼吸を繰くり返して、部屋の壁かべにぺたりと身体をつける。そんなエリーナの姿を見て、ディノが小さく吹ふき出した。

「どうしたの？　顔をまっ赤にしちゃって、そんなに緊きん張ちようした？」

「そ、そんなことないわ！　これはその……ちょっと息苦しかっただけで！」

「ふーん」

　ディノの口元に意地悪そうな笑えみがひらめく。

「な、何よ？　いったい──」

「いや、やっぱり赤くなってるんだと思って」

「へ？」

「この暗さの中で、君の顔色まで本当にわかると思う？　自分でも赤くなってるって自覚はあるんだね」

「…………っ!?」

　ディノがクスクスと楽しそうに笑う。エリーナは今すぐこの場に穴を掘ほって、頭から埋まりたくなった。

（なんなのよ!?　私ばかり変に意識しちゃって、馬ば鹿かみたいじゃない！）

　ディノの様子は普ふ段だんと変わらないのに、自分の方は親友相手に何をやっているのだろう。いつもと同じでいられない自分自身が腹立たしくて、頭をかきむしる。

　ディノはエリーナの様子を興味深そうに眺ながめていたが、不意にふっと真顔になった。

（こ、今度はどうしたのよ？）

　全身で身構えるエリーナを見て、端たん整せいな顔にやわらかな笑みが浮うかぶ。

「元気そうでよかった。今日の君はどことなく落ちこんでいるように見えたから」

「え……？」

　エリーナはまじまじとディノを見た。その顔は穏やかな微笑に包まれていて、彼の本心がどこにあるのかはわからない。ただそれでもエリーナには思い当たることがあった。

（もしかして、さっきのはわざとだったの？）

　一週間前にあんな別れ方をした自分が気に病やまなくて済むように、自分がいつもと同じように振る舞まえるように、わざと自分をからかって肩かたの力を抜ぬいてくれたのだろうか。

（この人ってば本当に……）

　この一週間というもの、絶交されたらどうしようと、変な想像を巡めぐらせて勝手に一人で思い詰つめていた。けれど、ディノとは本来こういう人なのだ。

（疑ったりしてごめんなさい）

　心の中でそっと謝る。その声が聞こえたわけもないだろうが、エリーナが落ち着いたことに気づいて、ディノが改めて口を開いた。

「初日の感想はどう？　お妃きさき候補たちの態度は君の目にどう映った？」

　自分に向けて問う声はどこまでもやさしい。けれど、そのことに甘えてばかりいてはならない。自分は政務官なのだから。

　エリーナは自分を叱しつ咤たするようにギュッと拳こぶしを握にぎりしめて、ディノに向き直った。

「今日一日の観察だけでは、まだなんとも言えないわ。あなたも知っているとおり、問題を起こしそうな人は何人かいたけど、そのほとんどが一次審査で落ちたみたいだし」

「じゃあ、続きは明日あしたに持ち越こしってことだね。他ほかに誰だれか話をした相手はいた？」

「そうね、今のところ……」

　閉とざされた空間の中で、二人寄り添そうようにして言葉を交わす。内容はひどく現実的な人間観察の結果なのに、そのことにエリーナは心をくすぐられるような嬉うれしさを覚えていた。

（私、ディノとずっとこんな風に話したかったんだわ）

　離れていた間はたったの一週間なのに、もっと長かった気がする。気づけばディノは自分にとって、もっとも身近な存在になっていた。影かげの力も、幼なじみであることも関係ない。彼が隣となりにいてくれる──そのことがいつしか当たり前になっていた。

「それじゃあ、今日はこのくらいにしておこう。今日の報告は殿でん下かにもお伝えしておくよ」

　すべてを聞き終え、隣で屈かがむようにしていたディノの顔がゆっくりと離れていく。打ち合わせが終わったのであれば、これ以上この部屋に留とどまる理由もない。それなのに、もっと一いつ緒しよにいたいと願ってしまったのはなぜだろう。

「エリーナ？　どうかした？」

「い、いえ、何も！」

　心の内を見み透すかされたはずもないが、妙みような気き恥はずかしさを覚えて、つい下を向いてしまう。ディノは何も言わなかった。そろりと上うわ目め遣づかいに様子を窺うかがうと、整った顔には穏やかな微笑が浮かんでいる。彼の態度も表情も再会した頃ころからずっと変わらない。その様子に安あん堵どする一方で、エリーナは胸の奥底にもやもやとした不安が募つのっていくのを感じていた。

（私たち、このままでいいのかしら？）

　一週間前、自分はディノをあれほど傷つけたのに、彼はそのことなどなかったかのように振る舞っている。このまま黙だまっていれば、自分たちはまた親友に戻もどれる。少なくとも表面上は。けれど、本当にそれでいいのだろうか。一度負った傷は目に見えないところでヒビを生み、いつか自分たちの関係を粉々に砕くだいてしまうのではないか。

「明日も早いし、他に相談しておくことがないなら今夜はもう帰ろう。二人一緒にいるところを見られたらまずいから、俺が先に出るよ」

　そう言って、ディノが扉とびらに向かった。窓から射しこむ月光以外、明かりと呼べるものもない薄うす闇やみの中、奇き妙みようなまでに白く浮かび上がって見えた制服の上着の裾すそがひらりと翻ひるがえる。

　このままでは彼は行ってしまう。この一週間、自分の心を圧していた後こう悔かいの念も伝えられぬまま、自分たちは明日から「いつもの自分たち」に戻ることになる。本当にそれでいいのか？

（やっぱりいいはずがないわ！　私たちは親友なんだもの！）

　他の人たちが親友をどう捉とらえているかは知らない。だけど、本音で語れないつき合いなど自分は嫌いやだった。ディノにだけは外そと面づらの下の自分で接したかった。

　まただ。胸の奥から温かいものが溢あふれてくる。その想おもいにつき動かされるようにして、エリーナは手を伸のばしていた。指先が部屋を出ようとしていた上着の裾を後ろから引っ張る。

「エリーナ？」

「…………ごめんなさい」

「え？」

　突とつ然ぜん何を言われたのか、理解できなかったのだろう。ディノが困こん惑わくして振ふり返ったのがわかる。だが、顔は見えていない。そこに浮かんだ表情を確かめるだけの勇気がなくて、エリーナは下を向いたまま裾を摑つかんだ手に力をこめた。

「この間は無神経なことを言ってしまってごめんなさい！　あなただって好きで影に生まれたわけじゃないのに……」

　普段のエリーナならありえない。薄闇の中にいて、互たがいの様子がよく見えないことがその心を素す直なおにさせていた。

「影の力を便利だと思ったのは私の本心よ。でもね、私のパートナーは影じゃなくて、他ならぬあなただもの！　あなたが嫌なら、もう絶対にあんなことは言わない。何より影としての生き方を私は決してあなたに強要しないわ！」

　この一週間ためこんでいた思いを一気に吐はき出すように、エリーナは一息に告げた。自分にはもう隠かくしておくものなど何もない。このむき出しの本心を前にして、果たしてディノはどう反応するだろう。自分のことを赦ゆるしてくれるだろうか。

　政務官採用試問の結果を待っていた時だって、これほど恐こわいとは感じなかった。しびれるような緊きん張ちよう感かんが全身を襲おそう。指の先で、握っていた上着の裾がするりと抜けた。

　やっぱりだめだったのだろうか。自分は彼の親友に戻れないのだろうか。行き場を失った手が迷子のように虚こ空くうをさまよう。その手を大きな掌てのひらがそっと包んだ。

「ありがとう」

　予期せぬ言葉に驚おどろいて顔を上げる。エリーナは思わず息を吞のんだ。さらりとした黒くろ髪かみが額をくすぐる。互いのおでこをコツッと合わせるようにして間近に迫せまった顔に、花のほころぶような笑みが浮かんでいた。

「ディノ……？」

「君はやさしいね。歴代の月つき影かげの中で、俺はきっと一番の幸せ者だな」

「そんなことないわ！　本当は最初からこの答えにたどり着いてなきゃならなかったのに！」

　自分の配はい慮りよが足りなかったせいでディノを嫌な気分にさせたし、回り道もした。こんな想い、二度と彼に味わわせてはならない。

「これからはあなたの親友としてもっと精しよう進じんしていくつもりだから。期待していて！」

　最終的にこの一週間で得た結論をビシッと宣言する。エリーナとしては精せい一いつ杯ぱいの誠意を見せたつもりだった。だが、聞いていたディノの方はなぜか複雑な表情になった。

「前々から気になってたんだけど、君の中では親友の定義ってどうなってんの？」

「それはもちろん『互いに背中を預けられる存在』よ！」

　迷いなく断じるエリーナを見下ろして、ディノが今度はなぜか黙りこむ。

（もしかしてディノと私では親友の意味が違ちがったのかしら？　私のやつは重すぎるとか？）

　ついさっき胸をなで下ろしたばかりなのに、次なる不安に襲われて、ひやりと冷たいものが心をよぎる。明らかに自分の様子はおかしかったのだろう。異変に気づいたディノがゆっくりと首を横に振った。

「ごめん。親友の定義はそれでいいと思うよ。俺も君に負けないように頑がん張ばるから」

　告げられた言葉は自分が望んでいた内容そのものだ。それなのに、どうしてかすっきり喜べない。お互い良いことを言っているはずなのに、ディノが寂さびしそうに見えるのはなぜだろう。考えこむエリーナの前で、ディノが部屋の扉を開けた。

「今なら衛兵の姿もないし、俺が先に出るよ」

「わかったわ。それじゃあ……今度こそおやすみなさい」

　艶つややかな美び貌ぼうが薄うす闇やみの先へと消えていく。一人残った部屋の中、エリーナはくすぶる想いの理由がわからずに、ざわつく胸をそっと押さえた。
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　選定会の二日目に当たる翌朝、エリーナは予定よりも早くに目が覚めた。昨日はいろいろとあったせいで、しっかり寝ねようと思っても頭の芯しんから休むことができなかったのだろう。

（今日も一日、気合いを入れて頑張らなきゃ！）

　眠ねむ気けを吹ふき飛ばすようにパンッと頰ほおをたたいて、翠みどり色のドレスに袖そでを通す。そのまま髪かみにブラシをかけて身み支じ度たくを整えていると、廊ろう下かの方からざわざわとした話し声が聞こえてきた。

　気になって扉からひょいと顔を出す。刹せつ那な、エリーナは冷たい手で胃をギュッと鷲わし摑づかみにされたような緊張感に襲われた。

　万ばん事じ早めの行動が苦手なはずのお妃きさき候補たちが、朝も早くから廊下に並んでいる。彼女たちの見つめる先には四人の令れい嬢じようたちがいた。ただ美しく着き飾かざった他の者たちと違って、その姿は旅装に包まれている。一次審しん査さで落ちたために王宮を去って行く──そんな敗者たちの群れを勝者である令嬢たちが遠巻きに眺ながめていたのだ。

「こういうのって見ていて気分のいいものじゃないわね。静かに行かせてあげればいいのに」

　自分と同じように、外の様子がおかしいことに気づいて出てきたのだろう。寝ね起おきらしく、金きん髪ぱつを四方に跳はね上がらせたアメリアが耳打ちをしてくる。無言のままうなずくエリーナを見て、彼女はホッとしたように小さく笑った。

「あなたがまともな神経の持ち主でよかったわ。けど、中にはこのことを心の底から楽しんでいる人たちもいるみたいよ」

　アメリアがちらっと顔を横に向ける。その視線の先をたどった瞬しゆん間かん、エリーナはぞくりと冷たいものが背筋を伝うのを感じた。壁かべ際ぎわに勝者である令嬢たちが並んでいた。中には自分たちのように沈ちん痛つうな面おも持もちをした者たちもいるが、多くの者は審査に残ったという優ゆう越えつ感かんからか、顔にぞっとするほどきれいな笑えみをたたえていた。

「おかわいそうね。せっかく王宮までいらしたのに、こんなことになってしまって」

　誰だれがつぶやいたのかはわからない。かろうじて聞き取れるほどのささやきに、勝負に敗れた令嬢たちの顔がピクリと引きつる。

「けれど、まだ傷が浅くて済んでよかったんじゃありません？　昨夜のご様子を見る限り、選定会に残っていたとしたら、もっと恥はじをおかきになったかもしれませんもの」

「昨日のあの方のように、頭に花を生けられるくらいでは済まなかったかもしれませんわね」

　令嬢たちが蔑さげすむようにホホホと嗤わらう。その声に、まっ先にこの場を去ろうとしていたジャンナの足が止まった。あまりの屈くつ辱じよくに、夏用の薄うすいマントで覆おおわれた肩かたが小刻みに震ふるえている。隣となりを歩いていた令嬢が慰なぐさめるように肩に手を置いた。その手を振り払はらって、彼女は突然エリーナの方に突とつ進しんしてきた。

（何？　急にどうしたの？）

　その足は戸と惑まどうエリーナ──ではなく、横に立つアメリアの前でピタリと止まった。何事かと眉まゆ根ねを寄せる彼女を見上げて、ジャンナの唇くちびるが小さく動いた。

「…………全部あなたのせいよ」

「え？」

「あなたがあんなことさえしなければ、この私が昨日の審査で失敗することもなかったのに！」

　アメリアをにらんだ瞳ひとみに、地じ獄ごくの業ごう火かのような仄ほの暗ぐらい光が宿る。誰がどう聞いても完全な逆さか恨うらみだが、今のジャンナにはそう考えるだけの余よ裕ゆうがない。

（まずいわ！）

　これは自分が止めに入らなければならないとエリーナが感じた、その矢先、ジャンナが持っていた旅行カバンを大きく振り上げた。

「私が落ちて、あんなことをしたあなたが残るなんて許せない！」

　その場にいた全員が動けずに目を瞠みはる。勢いよくカバンが振り下ろされた、その先にはアメリアの顔があった。このままでは取り返しのつかないことになると誰もが思った。瞬間、

「殿でん下かがいらっしゃいましたわ！」

　廊下を貫つらぬいた叫さけびに、ジャンナの動きが止まる。その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、間合いを詰つめたエリーナは彼女のカバンを後ろから取り上げた。

「失礼いたしました。どうやら私の見み間ま違ちがいだったようですわ」

「何するの!?　返してよ！」

　ジャンナが手を伸のばす。その指先が届かないところまでさっと退さがって、エリーナは気き遣づかうようにほほえんだ。

「お疲つかれなのでしょう。お顔の色がすぐれませんわ。このカバンは私がお持ちしますから、途と中ちゆうまで一いつ緒しよに参りましょう」

「そんなの──」

　余計なお世話だ──と続けようとしたのだろう。大きく開いたジャンナの口は、しかし最後まで言葉を続けられなかった。

「本当、みっともない」

　令嬢たちの間からクスッと小さな嗤いがこぼれる。ジャンナの顔がカーッと赤くなった。プライドだけはやたらと高い彼女のことだ。これ以上この場に留とどまることに耐たえられなかったのだろう。彼女はキュッと唇を嚙かみしめると、エリーナもカバンも他ほかの敗者である令嬢たちも皆みな置いて、ズンズンと先に進んだ。

　このまま放ほうっておくわけにもいかない。エリーナはカバンを持ち直して、ジャンナのあとを追った。値ね踏ぶみするような令嬢たちの視線を背中に浴びながら、喉のど元もとまでせり上がってきた苦い思いを吞みこむ。

（最初にお妃候補の振ふりをしろって殿下から命じられた時は驚いたけど……そうね、これは私のような第三者の介かい入にゆうが必要な場所かもね）

　自分の本職である政務官の世界とは違う。だが、ここもまた一つの戦場に違いないのだ。去りゆく者の背中を追いながら、エリーナはこれから始まる戦いを想像して気を引き締しめた。
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　その日の朝食会は針山に座っている方がまだましだと思えるほど、殺さつ伐ばつとした空気に満ちていた。令嬢たちは皆、穏おだやかに笑っている。それなのに、会話の節々には隠かくすことのできないトゲが潜ひそんでおり、互たがいに相手を牽けん制せいし続けている。

（私も鉄てつ壁ぺきの笑顔を貫いてきた手前えらそうなことは言えないけど、もう少しなんとかならないのかしら？　これならオルガ様の下でこき使われてた方がはるかに楽よ）

　名めい誉よの負傷寸前の、あの肉体労働でさえなつかしい。心が疲れていると顔まで下向きになってしまうのか、落ちてきた栗くり色いろの髪をかき上げて、エリーナは食器のすべて下げられたテーブルを立った。今日は審査の代わりにジェラルドとの個人面談が行われることになっており、それまでの時間をどう過ごすかは個々人の裁量に委ゆだねられている。

　このままお茶にでも誘さそって令嬢たちの観察を続けるか、それとも一度部屋に戻もどって報告書の続きを仕上げるか。悩なやみながら廊下を歩くエリーナの背中をアメリアが呼び止めた。

「エリーナ！　さっきは助けてくれてありがとう。おかげで顔に傷を作らずに済んだわ」

　整った顔に明るい笑みがこぼれる。アメリアの長所は見た目だけではないだろうが、それでもこの美び貌ぼうと笑顔を守れたことに安あん堵どして、エリーナの肩から力が抜ぬけた。

「大事に至らなくてよかったですわ。ですが、私は当然のことをしたまでです」

「そうはおっしゃいましても、なかなかできることではありませんわ」

　急に割りこんできた賛辞に、二人とも驚おどろいて振り向く。廊下の先に、瞳の色と同じすみれ色のドレスを纏まとったフィオナが立っていた。彼女は近づいてくると、憧あこがれの人を前にしたように胸の前でパンッと手を合わせて、上気させた顔を上向けた。

「初代ミモザ卿きようとなられた女将軍をはじめ、ミモザ貴族には勇ゆう敢かんな女性が多いと聞いておりましたが、本当ですのね！　今朝は私もなんとか助けに入りたいと思いつつも、思うだけで動くことができませんでしたのに」

「そんな！　私の場合はただ単に、考えるよりも先に身体が動いていただけですわ」

「いいえ、そんなことございませんわ。私もエリーナ様のような勇敢さを身につけたいです」

　うっとりと輝かがやく目で見上げられて、エリーナはなんとも言えない居い心ごこ地ちの悪さを覚えた。悪い娘こでないのはわかっている。だが本音と建前を分ける政務官やお妃候補たちの世界において、あまりにも純じゆん粋すいな好意を前にして、どう反応すればいいか迷ってしまう。

「せっかくの褒ほめ言葉なんだから、素す直なおに受け取っておいたらどう？」

（いや、まぁ……そうなんだけど）

　隣でささやくアメリアの声は至し極ごく落ち着いていて、同じ年とし頃ごろとは思えない。その顔には酸すいも甘いも嚙み分けてきたような、大人の表情が浮うかんでいる。

（アメリアって今までどんな人生を歩んできたのかしら？）

　豪ごう快かいで奔ほん放ぽうな性格かと思いきや、時々こうしてひどく冷静な顔を見せる。ただのお嬢じよう様さまに出せる味ではなかなかない。

（もしかして典礼省で集めた資料に漏もれがあったとか？　でも、お妃候補の身分なんて、一番神経をすり減らして調べているものだし……）

　なら、自分の勘かん違ちがいだろうか。エリーナが自分の人間観察にやや自信を持てなくなってきた頃ころ、遠くの廊ろう下かから「エリーナ様」と自分を呼ぶ、耳慣れた声が聞こえてきた。

「あら、ディノじゃない」

　アメリアが嬉うれしそうにつぶやく。振り返った先には、昨夜と同じ美貌が立っていた。ただその表情は自分の知るパートナーではなく、一いつ介かいの政務官のものに戻っている。

（なんで私に声をかけてくるの？　今はまだ人の目もあるのに）

　訝いぶかしむエリーナの前で、追いついてきたディノがゆっくりと膝ひざを折った。

「面談のお時間です。殿下がお呼びになってらっしゃいます」
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　政務官として、過去に何度か訪おとずれたことのある執しつ務む室とは違ちがう。面談の場は王国の第一王位継けい承しよう者しやのために造られた謁えつ見けんの間だった。

　いつでも無表情を崩くずさないロレンツォに頭を下げて、重じゆう厚こうな扉とびらをくぐる。政務官の任命の際、一度だけ足を踏ふみ入れたことのある国王の間より二回りほど小さくて、華か美びな装そう飾しよくも控ひかえめにした部屋の中、奥の一段上がったところに置かれた玉座にジェラルドは腰こし掛かけていた。エリーナが入ってきたのを見て、碧あおい双そう眸ぼうがつまらなそうに瞬またたく。

「妃きさき候補たちの熱ねつ烈れつな歓かん迎げいを受けて少しはまいっているかと思ったが、その笑え顔がおはなんだ？　おもしろくもない」

（……この人は私にいつも何を期待してんのよ？）

　エリーナは崩れかけた笑みを意志の力で整えた。ジェラルドは鉄壁の笑顔が気に入らないらしいが、こうも毎回つっかかられてはたまらない。

「まいるだなんて、そんな……」

　ボロの出かけた口元を軽く手で覆おおって、エリーナはジェラルドに輝く笑みを向けた。

「今回の任務は私が政務官として日ひ頃ごろ従事している仕事とは大きく異なりますから、慣れないことの連続で驚くことはありましても、刺し激げきをたくさんいただけて嬉しい限りですわ」

「そんな風に言うなど、おまえはマゾっ気でもあるのか？　そうでなければ、あんな女たちの群れに放ほうりこまれて喜ぶ理由が考えられない」

（なっ……！　何よ、この人ってば人の苦労も知らずに！）

　昨夜ジェラルドが令れい嬢じようたちに囲まれて大変なことになっていたのは知っている。だが、今回の任務に当たって自分だってそれなりに苦戦しているのだ。

（口で言うのは簡単だけど、自分に火の粉が降りかからないように観察を続けるのって、結構難しいのよ。それに第一、何も知らせずに私をあの群れの中につっこんだのは殿下じゃない！　せめてご正せい妃ひに求める資質さえ教えておいてくれたら、仕事も少しは楽になるのに）

　そうしたら今のような漠ばく然ぜんとした形ではなく、もっと焦しよう点てんを絞しぼった観察ができるし、令嬢たちの恨うらみを買わないようにもっとうまく立ち回ることもできるだろう。

「なんだ？　何か言いたそうな顔をしているな」

　声に出さずとも、エリーナの不満は雰ふん囲い気きで伝わってしまったのか。こちらを見下ろすジェラルドの瞳ひとみに、挑ちよう発はつするような金の光がよぎる。

「なんでもいい。気になることがあるなら言ってみろ」

「そんなたいしたことではないのですが……」

「言え。答えるに値あたいする質問かどうかを判断するのはおまえではない。俺だ」

（何よ、えらそうに！）

　いつもそうだ。この王子は常に絶対の自信に満ち溢あふれていて、相手が拒きよ否ひすることを許さない。自分がよいと思った道を独りで進んでいく。その姿は人の上に立つ者として頼たのもしく映るのかもしれないが、同時にエリーナを苛いら立だたせた。

「早く言え。時間は無限ではない。無む駄だ遣づかいするな」

「……わかりました。それではお言葉に甘えさせていただきますわ」

　本心を隠すようにコホンと一つ咳せき払ばらいをして、エリーナはほほえんだ。

「殿でん下かはご候補の皆みな様さまによい印象を抱いだいていらっしゃらないようですが、それでしたら殿下にとっての理想とはどのような方ですの？」

「……そんなことを聞いてどうする？」

「ご正妃とは国王陛下に次ぐ王国の顔です。政務官の一人として、さらに申し上げれば今回の影かげの審しん査さ員として、ご正妃にどのような方をお望みか知っておきたいと思うのは当然ですわ」

　あくまで笑顔と公おおやけの態度を崩さぬまま問う。しかし、本心ではエリーナ自身もジェラルドの好みに興味があった。

（この殿下が隣となりに置いておきたいと願うのはどんな女性ひとかしら？　頭がよくて分をわきまえている美人？　それとも大穴狙ねらいでオルガ様のようなタイプとか？）

　まさか面談の場で自分の好みを訊きかれるとは思っていなかったのだろう。ジェラルドは憮ぶ然ぜんとした面おも持もちでエリーナを見返していた。が、職務を超こえた熱視線を受けて、最後には根負けしたらしい。たくましい肩かたをすくめてフッと笑った。

「おまえはそんなにも俺の理想が気になるのか？」

「はい、とても」

「なら、教えてやろう。俺の理想はおまえだ」

（…………………………は？）

　今、結びつくはずのない単語が並んで聞こえたが、きっと気のせいだろう。

「私は殿下の理想について伺うかがっているのですが」

　鉄壁の笑顔でジェラルドに続きを促うながす。エリーナにしてみれば、それはごく普ふ通つうの反応だったが、彼にとっては違ったらしい。

「まったくつまらん。おまえは人の告白を無視する気か？」

　玉座の肘ひじ掛かけをトントンと指でたたいて、不服そうに口の端はしを曲げる。しかし、それでもエリーナには彼の意図がわからなかった。

（告白ってどういうこと？　罪の告白とか出生の告白とか、それから愛の告白──って、最後のはありえないわね）

　それなら残り二つのうち、どちらについて話しているのだろう。エリーナが考えを巡めぐらせかけた、その前でジェラルドが急に玉座を立った。

「殿下？　いかがなさいましたの？」

「何もわかっていないおまえに、はっきり教えてやろうと思ってな」

（どういう意味よ？　わけのわからないことを言ってるのはそっちじゃないのよ）

　笑顔の下でいきり立つ。エリーナの内心になど気づかずに、ジェラルドがゆっくりと近づいてくる。いったい何をする気なのか。身構えるエリーナの手を彼はおもむろに摑つかんだ。

　抗あらがう間もなかった。握にぎられた手にグイッと力がこもる。次の瞬しゆん間かん、エリーナの身体からだはジェラルドの胸に引き寄せられていた。

「あの……で、殿下？」

「これが俺の答えだ。俺はおまえを望む」

　言うなり、ジェラルドが手の甲こうに口づけを落とした。

（え？　ええっ!?　何よ、これ!?）

　唇くちびるがエリーナの存在を確かめるように、そっと指先をなぞっていく。自分の身に何が起きているのか、まっ白になった頭では理解できなかった。ただわかるのは触ふれた唇のやわらかさと指先から全身へと伝わっていく、このじれるような甘さだけ。

「どうした？　何を感じている？」

　細い指先を口元に寄せたまま、潤うるおいを帯びた瞳が上うわ目め遣づかいに自分を見る。ただそれだけのことなのに、ドクンと熱いものが全身を巡るのをエリーナは感じた。

　こんなのは自分らしくない。自分を望むとはどういうことなのか、いつものように笑顔で確かめなければならないのに、口元に力が入らない。

　目を大きく見開いたまま、ただただジェラルドを見つめる。その視線の先で、たくましい肩が急に小刻みに揺ゆれ始めた。

（こ、今度は何!?）

　緊きん張ちように全身をこわばらせる。一いつ緒しよに固まったエリーナの手を離はなして、ジェラルドがニヤリと口の端をつり上げた。

「これしきのことで動どう揺ようするなど、おまえもかわいいところがあるな。鉄てつ壁ぺきの笑顔などより、こっちの方がよっぽどよい」

（なっ……！　もしかしなくても、私は殿下にからかわれたの!?）

　碧い双眸にことの成り行きを楽しむような金の光がよぎる。その目を見ていると言いようのない怒いかりがふつふつとこみ上げてきて、エリーナはスカートをギュッと握りしめた。

「殿下……」
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「そう恐こわい目で見るな。俺は別に噓うそはついていない。もっともおまえの様子を見る限り、説明不足ではあったようだがな」

　それならジェラルドの本心はどこにあるのか。静かに憤いきどおるエリーナを前にして、彼は「そうだな」と思案するように腕うでを組んだ。

「正確に言えば、俺はおまえのように図太い女を妃きさきに望むということだ。この王宮でどれだけ踏ふまれようが、蹴け飛とばされようが、嫉そねまれようが、しゃんと顔を上げていられる──そんな女を俺は妃にしたい」

（……つまり殿下の目から見て、私はどれだけ踏まれようが、蹴飛ばされようが、嫉まれようが、しゃんと顔を上げていられる図太い女だってわけね？）

　理想だと言われたのに、ちっとも嬉うれしくないのはなぜだろう。

「何か不満でもあるのか？」

「いいえ、まったく！　お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごくに存じますわ！」

　笑え顔がおが崩くずれぬように気をつけながら、半ばやけになって答える。そんなエリーナの顔を間近で見下ろして、ジェラルドが愉ゆ快かいそうにクックッと喉のどを鳴らした。

「俺の理想として、これからのおまえの活かつ躍やくに期待しているぞ」

（何よ！　やっぱり皮肉屋がこの人の本ほん性しようなのね！）

　心の中でベーッと舌を出す。その日、エリーナの面談はそれで終了した。
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「俺の理想、か……」

　初夏の昼下がり、ジェラルドは口の中で小さくつぶやくと同時に、玉座の上で足を組み替かえた。まだ半日しか経たっていないのに、ずっしりとした疲つかれが両りよう肩かたにのしかかっていた。

（女というのは、まったくもってわからんな）

　代わる代わる玉座の前にやってきた令れい嬢じようたちの顔を思い出して、ジェラルドは嘆たん息そくした。女が嫌きらいなわけではない。ただ自分を前にして目の色を変え、媚こびを売ってくる様を見ると、途と端たんに気持ちが冷めてしまうのだ。

（特に最後の奴やつはひどかった）

　お妃候補に選ばれるくらいだから、ちゃんとした家いえ柄がらの娘むすめに違ちがいないのだが、彼女が面談でやったことといえば、酒場の給きゆう仕じと変わらない。自分に向けて精せい一いつ杯ぱいの流し目を向け、「殿下」と甘く唇を震ふるわせる姿には辟へき易えきした。

（あれほどの有り余る色気だ。少しくらいあの女に分けてやればよいのに）

　ジェラルドはそう考えて、口元に笑みを刻んだ。彼の脳のう裏りに浮うかんでいたのは一人の少女の姿だった。普ふ段だんは政務官として一人前の顔をしているくせに、男に免めん疫えきがないのか、自分が手を取っただけで顔をまっ赤にしていた。

（あの表情は悪くないな。普段からああしていれば、かわいげもあるというのに。まぁ、素す直なおなあいつなど気持ち悪いが）

　エリーナが聞いたら確実に怒りだしそうな感想を抱いだいて、再び足を組み替える。その前で、「失礼いたします」という声とともに扉とびらが開いた。そこから現れたのはディノだった。厨ちゆう房ぼうから運んできたのか、その手には茶器のセットを載のせた盆ぼんを持っている。

「殿でん下か、お疲れになったでしょう。午後の面談に移る前に、少し休まれてはいかがです？」

「ふん、どの口がそれを言う？　俺をこんなにも疲れさせているのは選定会なんぞを考案した、おまえたち政務官だろうが。昨夜からたいしておもしろみのない女どもに追い回されて、さんざんな目に遭あったぞ」

「それでも決められたお相手と一方的に添そわされるより、はるかにましだと俺は思いますよ。ご候補をご自分で選ぶことまではできなくても、選定会を通じて、自分の好みと政治的理想にあった相手を検討する機会が得られるわけですから」

「ものは言い様というやつだな。まぁ、よい。おまえも一緒に茶を飲んでいけ。もっとも、最初から俺がそう言うのを見み越こして、カップを二つ用意してきているのだろう？」

　憮ぶ然ぜんと言い放つジェラルドの視線を受けて、ディノがやわらかくほほえむ。この男はいつもそうだ。一見、穏おだやかで人じん畜ちく無む害がいそうな顔をしていながら、その実なかなか食えない。

（考えの浅はかな部下などより、そちらの方が断然おもしろいがな。だが、あの夜のことといい、主人に対して隠かくしごとが多すぎるのは困る）

　未いまだ解けない月つき影かげの謎なぞを思い起こして、口の端を歪ゆがめる。ジェラルドの内心の不満になど気づかず、ディノは一度玉座の前から退がると、広間の隅すみにあった机の上に盆を置いて、ガラスの茶器に手を伸のばした。二人きりの空間に、とぽとぽと紅茶を注ぐ音が響ひびく。

　いったいどれだけ隠し芸を持っているのか、ディノが差し出したお茶は花の甘い香かおりを残していて、侍じ女じよたちが淹いれるものよりはるかに美味だった。

（本当に、こいつは……）

　玉座の上でカップを傾かたむけながら、涼すずやかな美び貌ぼうを見下ろす。その飄ひよう々ひようとした表情はこうしている時ですら変わることなく、ある意味エリーナの鉄壁の笑顔よりも感情が読み取りにくい。

「おまえは何も訊きかないんだな」

　紅茶を飲み干したジェラルドがぽつりとこぼした。その言葉にディノが眉まゆをひそめた。

「失礼ですが、選定会の進行に関して何か訊き忘れていたことでもあるのでしょうか？」

「そうじゃない。エリーナとの面談についてだ」

「それがどうかなさったのでしょうか？」

　ディノの反応が平へい淡たんなことに不満を覚えて、ジェラルドはカップの縁ふちを指ではじいた。部下たち二人がどんな関係であっても自分は構わない。それなのに自分でもなぜかわからないが、今のディノの反応はおもしろくなかった。普段からあれほどエリーナのことばかり見ているくせに、振ふりだけとはいえ、自分の妃候補となった彼女のことが気にならないのだろうか。

　不服そうにくすぶる碧あおい双そう眸ぼうを向けられて、ディノは困ったように肩かたをすくめた。

「エリーナは政務官です。彼女の行動に対して、俺が口を出す権利はございません」

「それもそうだな。だが、それは政務官としてのおまえの気持ちだろう？　もし一人の女としてあいつが誰だれか……そう、例えば俺を選んだとしたら、おまえはどうする？」

「…………それもまた彼女の自由です」

「ふん、よく言う。おまえはエリーナに惚ほれてるんじゃないのか？」

「だとしたら、どうなさるおつもりですか？」

「おまえはどうしてほしい？　俺はこれでも寛かん容ような主君を目指しているつもりだからな。部下の要望には極力応じよう」

「……今まで要望がまともに通った記き憶おくがないのですが」

「確かに『極力』からこぼれてしまったものも過去にはあったかもしれないな」

　しれっと言い放つジェラルドを見上げて、ディノの表情に初めて変化が生まれる。わずかに緊張した面おも持もちを見下ろして、ジェラルドは愉快そうに口の端はしをつり上げた。

「おまえも気づいているだろうが、あの女、頭はよくてもこの手のことには相当鈍にぶいぞ。好きだと告白されたところで、友達としての好意だと勘かん違ちがいしかねん」

「……………………」

「まさかその様子！　すでに友人宣言をされたのか!?」

「……殿下には関係のない話です」

　すねたようにディノがぷいっと横を向く。その姿に同情するよりも先に、ジェラルドは笑ってしまった。

「殿下？」

「おまえもエリーナと一いつ緒しよで、意外とかわいいところがあるんだな」

　言葉にするなら、「何を気持ちの悪いことを言っている？」といったところか。完全に腰こしの引けたディノを見下ろして、ジェラルドはクックッと喉の奥で愉たのしそうに笑った。エリーナの反応もいいが、そのパートナーの反応もこれはこれでおもしろい。

「安心しろ。俺はおまえもエリーナも愛しているからな。もう行け。残りの面談が待っているのだろう？」

　ジェラルドの発言にディノは何も答えなかった。何か言いたそうな黒こく瞳とうがちらりとこちらを見上げてから退出する。その姿が扉の向こうに消えるのを待って、ジェラルドは深い吐と息いきをついた。

（二人とも俺を失望させるな。おまえたちにどんな秘密があろうと、俺は必ず暴あばいてやる。そのうえで、今と同じ台詞せりふを俺に言わせてみせろ）

　応こたえてくれる者はもうどこにもいない。独りきりの広間で、背後を飾かざる王国旗が風もないのに揺ゆれた気がした。
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　その日も令嬢たちが眠ねむりについた頃ころ、エリーナはむくっとベッドから起き上がった。昨日と同じように、抜ぬき足差し足で自分に与あたえられた部屋を出る。とはいえ、行き先は昨日と少し違う。同じ並びにあっても、応急処置的に逃にげこんだあの小部屋ではない。本来の待ち合わせ場所である部屋だった。

（ディノに会ったところで、今日はたいした報告もできないんだけど）

　今日という一日を振り返って、エリーナは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような表情になった。面談の席でジェラルドに何を言われたのか、あのあと自室に閉じこもる令嬢が続出したせいで、観察が全然進まなかったのだ。

（私に仕事をさせたいなら、殿下も変なところで邪じや魔まをしないでほしいわね。いくら私が頑がん張ばったって、部屋に籠こもられたんじゃ手出しできないんだから）

　心中でぶつぶつとこぼしながら廊ろう下かを進む。今夜は朧おぼろ月づきなのか、ぼんやりとした月明かりが廊下に射さしこんでいる。その光を頼たよりに歩いていき、やがて三番目の角を曲がったところでエリーナは壁かべにピタッと身を寄せた。

（昨日と同じミスは繰くり返さないわよ。右よし！　左よし！　角から数えて五番目の部屋！）

　衛兵がいないのを確かく認にんしてから小走りに進む。そのまま目的の部屋にすべりこもうとした。その足はしかし廊下の真ん中で急に止まった。誰かに見とがめられたわけではない。薄うす闇やみの先で、目指す扉がわずかに開いているのが見えたのだ。

　ディノが閉め忘れただけかと思ったが、それにしては変だ。誰が通りかかるかわからない廊下で、部屋の扉をこんな風に放置しておくなど彼らしくない。

　エリーナは首をかしげたが、このまま引き返すわけにもいかなくて扉に近づいた。ドアノブに手をかけて、もう少し中を覗のぞけるくらい開けようとした。その耳に、低くささやくような声が届いた。ディノのものではない。彼の声にしてはやや高すぎる。

（誰？　ディノが中で誰かと話してるの？）

　こんな時間になんの用だろう。何か緊きん急きゆう事態でも生じたのだろうか。一気にこわばった心を落ち着かせるように、エリーナは深く息を吸った。早く確認したかったが、相手がわからないのに急につっこんでいくわけにもいかない。音を立てないよう慎しん重ちように扉を自分の方に引き寄せて、隙すき間まからそっと様子を窺うかがう。

　刹せつ那な、エリーナは全身に緊きん張ちようが走るのを感じた。窓から射しこむ月明かりを受けて、一組の男女が向かい合っているのが見えた。二人とも背が高く、薄闇の中でもはっきりとわかるほどの美貌を持つ。彼らはディノとアメリアの二人だった。

（なんでアメリアがこんなところにいるの？　まさか昨日……）

　廊下を歩いている時に感じた、ざらつくような視線を思い出す。あれはアメリアが自分を尾つけていたのではないか。自分の行動を暴き、こうして今夜ここへ来るために。

（けど、なんの目的があって？　だってこの様子ってまるで……）

　思考を置いてきぼりにしたまま、大きく見開かれた翡ひ翠すいの瞳が二人を映す。その先でアメリアが動いた。淡あわい金きん髪ぱつが尾を引くようにふわりとなびく。一いつ瞬しゆん転んだのかと思ったが、違ちがう。彼女の身体からだはディノの胸に飛びこんでいた。

「私、あなたのことが好きなの！」

（…………………………………………本気？）

　頰ほおをつねる。痛い。夢を見ているわけではなさそうだ。となれば、答えは一つ。

（まさか今、本当にアメリアがディノに告白をしたの!?）

　まっ白になった頭で、ぼんやりと薄うす暗ぐらい部屋の中を凝ぎよう視しする。その先で、ディノの手がすっと上がった。アメリアの肩に手がかかる。その横顔は知らない男の人のように見えた。形のいい唇くちびるが何か言おうとして動く。

　刹那、エリーナは全身全ぜん霊れいで回れ右をしていた。理由はわからない。ただこれ以上、あの二人を見ていてはいけない気がして、気づいたら全速力で廊下を走っていた。ドクドクとうるさい鼓こ動どうの音が、自分の耳をふさぐように聞こえている。

（アメリアはどうしてあんなことを？　ディノに一ひと目め惚ぼれしたっていうの？）

　そういえば、アメリアは初めて会った時からずっとディノのことを素す敵てきだと言っていた。あれはフィオナと同じ、単なる憧あこがれのようなものだと思っていたが、本気だったのだろうか。

（だって相手はあのディノよ！　私の親友なのに……）

　胸にチクリと刺さすような痛みを覚えて、エリーナは唇を嚙みしめた。ディノは言うに及およばず、アメリアに対しても自分は好意を抱いだいている。しかしそれでも、あの二人が寄り添そっている姿は見たくなかった。

（なんなのかしら、この感じ。なんかこう……無む性しように鉄アレイが欲しいわ）

　胸にわだかまるもやもやとした想おもいの正体をつき止められぬまま、エリーナは自分の部屋に戻もどった。扉とびらを閉めた途と端たん、全身から力が抜けたように、だらりと背中を扉に預けて座りこむ。

　こんなことではだめだとわかっている。本当は今すぐ現場に戻って、政務官としてディノに事情を確認しなければならない。それなのに、エリーナの足は見えない枷かせをつけられたかのように重たく、動くことができなかった。

（だってもし今から戻って、二人が仲良くしている姿を見ちゃったりしたら……）

　どう反応すればいいのかまったくわからないし、何より親友のそんな姿は見たくなかった。

（だってディノなのよ!?　ディノがアメリアとって……あー、なんかもう！）

　頭では理解できない気持ちをもてあまして、わしゃわしゃと髪かみをかきむしる。

　そんな風に一人で悶もん々もんとしているうちに時は過ぎていき、エリーナの口からクシュッと一つ大きなくしゃみが飛び出した。

（こんなところでボーッとしてたって風邪かぜを引くだけだわ。今日はもう寝ねよう）

　むき出しの腕うでをこすりながら立ち上がろうとした。その直前、背中越ごしに扉がコンコンとノックされるのを感じて、エリーナはビクッと前に飛び出した。

（え、こんな時間に誰だれ？　まさか──ディノ!?）

　打ち合わせに現れない自分を心配して、様子を見に来たのだろうか。こんな夜中にお妃きさき候補の部屋を訪ねているところを目もく撃げきされたら、大変なことになる。

（どうしよう!?　ここは一度中に入れて匿かくまった方がいいかしら!?　でもあんな場面を見たあとで、どんな顔をして会えばいいのよ!?）

　思わずあわあわと部屋の中を右往左往する。そんなエリーナの耳に、今にも消え入りそうなかぼそい声が届いた。

「エリーナ、まだ起きてる？」

「……アメリア様？」

　答えてしまってから、エリーナはハッとして自分の口を手で覆おおった。ディノに対するのと同じくらい彼女と会うのは気まずいのに、声を出してしまっては寝たふりもできない。

（仕方ないわ。こんな時こそ鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおよ）

　乱れていた髪を手て櫛ぐしで直し、グッと口角をつり上げてから、エリーナは扉を開けた。

　朧おぼろな月明かりの下に凜とした美び貌ぼうが在った。ただその表情は恋こいする乙女おとめとはほど遠い。驚おどろくほど暗い翳かげりを顔に落としている。

「アメリア様、いったいどうなさっ──」

　問いかけたエリーナの声は途と中ちゆうで霧む散さんした。なんの前まえ触ぶれも宣言もない。急に飛び出したアメリアが首に抱きついてきたのだ。

「エリーナ、私……ディノに振ふられたわ！」

（…………へ？　振られたって…………ええっ!?）

　予想を上回る急展開に、エリーナは外面も忘れてつい叫さけびそうになった。




　今までの十七年にわたる人生で、自分は年の割にいろいろな経験をしてきた方だとエリーナは思っていた。しかしそんな彼女にとっても生まれて初めての事態だった。自分と同年代の少女が自分の男友達に振られて泣いていたら、どうすればいいのだろうか。

　緊きん張ちようをほぐすように笑顔の下でスーハーと深呼吸を繰り返して、エリーナはアメリアの様子を窺った。彼女はベッドの端はしに腰こし掛かけたまま、悲しみに耐たえるようにじっと目を伏ふせている。

（えーと……そう！　こういう時はお茶でも飲んで落ち着くのが一番よね！）

　エリーナは早さつ速そくお茶を淹いれようとした。だが、この部屋には茶葉どころかティーポットすら置かれていない。

（水……でいいかしら？　水だけならたっぷりあるのよね、この部屋にも）

　自分一人だからと思って油断していた。外面でない自分の甲か斐い性しようのなさを今さら後こう悔かいしたって始まらない。水差しの水をコップになみなみと注いで、アメリアに渡わたす。彼女は「ありがとう」と小さく笑って、水を一気に飲み干した。

「ごめんね、エリーナ。こんな時間に急に押しかけたりして」

「それは構いませんが、いったいどうなさいましたの？　告白って……その、あなたはいつからディノのことが好きだったんですか？」

「うん、それはね……」

　アメリアがためらうようにコップを手の内でクルクルと回す。やがて隣となりに座ったエリーナの顔をちらりと見やって、彼女は観念したように口を開いた。

「実は私、ディノがカトレア州にいた頃ころから彼のことを知ってたの。といっても、言葉を交かわしたのはたった一度きりよ。初めてカトレア城のパーティーに参加した夜、変な男たちに絡からまれて困っていた私を彼は助けてくれたの」

「そうですか……それで彼を好きになったんですね？」

　アメリアがまっ赤になりながらコクンとうなずく。普ふ段だんの豪ごう快かいな様子からは想像もつかない姿をかわいいと思う一方で、エリーナは胸がざわつくのを感じた。だが、その感情の正体について思いを巡めぐらせる前に、アメリアが隣でフーッと深い吐と息いきをついた。

「急にこんなことをして、自分でもやっちゃったなって思うわ。けど、彼の顔を久しぶりに見たら、どうしても自分の気持ちを知ってもらいたくなっちゃったのよね。さっきたまたま廊ろう下かを歩いている姿を見かけたものだから、チャンスだと思ってついて行って告白をしちゃったの」

（え？　たまたまって……それじゃあ、昨日私が感じた視線はなんだったの？）

　アメリアの目は真しん剣けんそのもので、噓うそをついているようには見えない。昨日の視線はやっぱり自分の勘かん違ちがいだったのだろうか。

「急に変なことを言いに来ちゃってごめんね。でも、おかげですっきりしたわ。ありがとう」

　アメリアがにっこり笑って立ち上がる。その言葉も表情も本物のようだった。だが、エリーナは胸の奥で感じた違い和わ感かんをどうしても拭ぬぐい去ることができなかった。

（アメリアが殿でん下かに興味なさそうにしていた理由は、これでよくわかったわ。けど、どうしてそのことを私に話しに来たの？）

　告白場面を見かけた自分に口止めをしに来たわけでもない。今の話が本当なら、彼女はそもそも自分があの場面に居合わせたことに気づいてすらいないはずだ。このまま黙だまっていれば誰にもばれなかったのに、なぜわざわざ自分に報告しに来たのだろう。何も言わなくても、エリーナの疑問は気配で伝わってしまったのか、気づいたアメリアが寂さみしげにほほえんだ。

「ごめんなさい。やっぱり急にこんな話をされたら迷めい惑わくよね」

「いえ、それは構わないのですが、なぜ私なのかと思いまして」

「あなたと友達になりたいと思ったから」

（え……？）

　思いがけず直球で返ってきた答えに目を瞠みはる。エリーナの顔を正面から見み据すえて、アメリアはきっぱりと告げた。

「今朝、私のことを庇かばってくれたでしょう？　あの時、こんな男前の女の子と友達になれたら楽しいだろうな、と思ったの。理由なんてそれだけよ」

「アメリア様……」

　心の奥底からこみ上げてくるような切なさを覚えて、エリーナは胸を押さえた。まっすぐ自分に注がれる、好意に満ちた眼まな差ざしをなかったことにしたくなかった。彼女にもディノにも、みんなに幸せになってもらいたい。それなのに、純じゆん粋すいに彼女の恋を応おう援えんできない自分がいた。

「今日は話を聞いてくれて、ありがとう。ディノと結ばれるなんて無理かもしれないけど、やっぱりどうしてもあきらめられなくて……もしよかったら今度、あなたがミモザ州で見聞きした、ディノの執しつ政せい官時代の話を教えてくれないかしら？」

　なぜ自分はアメリアの恋の成じよう就じゆを素す直なおに願えないのか。理由のわからない気持ちに後ろめたさを覚える。そんなエリーナに、彼女の素そ朴ぼくな願いを断ることはできなかった。
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　選定会の三日目となる朝、エリーナは今にも落ちてきそうなまぶたをこじ開けて、お妃候補たちが集まる広間に向かった。

　昨夜ははっきり言って最悪だった。アメリアが帰ったあと、気力を振り絞しぼってもう一度ディノを訪ねようとしたのだが、衛兵が廊下に戻もどっていたせいで抜ぬけ出すチャンスを逃のがした。それなら寝るかと思ってベッドに入っても、今度はあの部屋で見た光景が頭の中をぐるぐる回ってしまって落ち着かない。

（ディノが女の人に告白されたって、おかしなことは何もないわ。だけど、どうしてアメリアじゃいけなかったのかしら？　ディノは何を考えてるの？）

　こんなにも誰かのことが気になるなんて、エリーナにとって初めての経験だった。ミモザ州を出しゆつ奔ぽんしてからの五年間、他人と深く関かかわることを避さけ、外そと面づらの下に本当の自分を隠かくして生きてきた。そんな自分がどうしてディノの心だけは知りたいと願ってしまうのだろう。

　つい深く考えこみそうになって、エリーナは慌あわてて首を横に振った。今はそんなことをしている場合ではない。選定会の最中なのだ。

（私は政務官なんだから、さっさと頭を切り替かえなきゃ！　今日も仕事が私を待ってるわ！）

　グッと拳こぶしを握にぎりしめて、エリーナは顔を上げた。廊下の先では広間へ続く扉とびらを衛兵たちが守っている。にっこり笑いかけると、彼らは少し照れたように表情を緩ゆるめて扉を開けてくれた。

　朝起きてからずいぶんゆっくりしていたつもりだが、今日も自分が一番乗りだった。広々とした空間の中央には晩ばん餐さん会などで使われる長テーブルが置かれており、レースの白いクロスで覆おおわれた上には丁てい寧ねいに磨みがかれた銀食器が八組並んでいる。その数は明日あしたまで変わることがない。なぜなら今日は選定会の中休み。お妃きさき候補たちは一日自由に過ごせることになっていた。

　審しん査さがなければ、日中典礼省の政務官であるディノに会うこともない。そのことに心のどこかで安あん堵どして、エリーナは給きゆう仕じに案内されるがまま一番端の席に着いた。

　寝ね不ぶ足そくだといつも以上におなかが減るのか、座った途と端たんに「早くご飯を出せ」とドレスの下から盛大な抗こう議ぎの声が上がる。だが、無論そんな素そ振ぶりはおくびにも出さない。やわらかな微び笑しようを浮うかべて待っていると、やがて他ほかのお妃候補たちもやってきた。

「おはよう、エリーナ。今日もいい天気ね」

　失しつ恋れんの痛手は一晩でだいぶ和やわらいだのか、それとも単なる空元気か。晴れた空と同じくらい明るい声でアメリアが声をかけてくる。目の前に座った彼女に向けて、エリーナは「ええ」とにっこりうなずいた。ただその笑みはいつもと違ちがって、自分でも驚くほど硬かたい気がした。政務官としてこんな時こそしっかり外面を維い持じしなければならないのに、彼女の後ろにディノの顔がちらついてしまって、どうしてもうまく笑えない。

「なんか元気なさそうだけど、どうしたの？」

　アメリアが心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。どう答えようか、開きかけた唇くちびるが戸と惑まどいに揺ゆれる。「エリーナ？」と訊きくアメリアの声が怪け訝げんそうな響ひびきを帯びた。その時、

「おはようございます。今日は部屋の中にいるのがもったいないくらいの陽気ですわね」

　陽ひだまりのように愛らしい声が二人の間に割って入った。顔を向けると、ピンクのドレスに身を包んだフィオナがこちらに向かって歩いてきていた。

「お二人とも、いかがなさいましたの？」

　急に動かなくなった二人を前にして、きょとんと目を瞬しばたたかせる。その様子にエリーナはハッと我に返った。

「なんでもございませんわ。昨日寝ねつきが悪かったものですから、ちょっと調子が悪くて」

「まぁ、それはいけませんわ！　今日はせっかくの中日なんですからお休みにならないと！」

「お気き遣づかいくださり、ありがとうございます。ぜひそうさせていただきますわ」

　やんわりとした口調と裏腹に、エリーナは笑え顔がおの下で平常心を保つのに必死だった。自分はディノの親友である以前に典礼省の政務官なのだから、個人的な感情は抜きにしてアメリアともフィオナとも接していかなければならない。観察役がいちいち動どう揺ようしていてはまずいのだ。

「エリーナ、朝食はちゃんと食べられそう？」

　自分のたどたどしい言い訳にも納なつ得とくしてくれたのか、アメリアがフィオナと一いつ緒しよに気遣うような眼差しを向けてくる。これ以上心配されないためにもエリーナは力強くうなずいて、口の端はしを大きくつり上げて見せた。いつもの彼女らしい仕草に、二人が安心して別の話を始める。

　そうこうしているうちに残りのお妃候補たちも集まってきて、朝食会が始まった。




　その日の朝食で最初に出されたのはトウモロコシを裏ごしにした、ほんのり甘い冷製スープだった。さらに新しん鮮せんなフルーツをふんだんに使ったサラダに焼きたてのクロワッサン、ナイフを入れた途端にとろりと黄身のこぼれるチーズオムレツと続く。それらはみんな舌が蕩とろけそうなほどおいしかったが、エリーナは食事に没ぼつ頭とうするわけにいかなかった。毎食ごとの恒こう例れい、上辺だけの会話がテーブルを支配していたのだ。

（毎回飽あきもせず、よくここまで殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きを醸かもし出せるわよね。せっかくのご飯がまずくなるわ）

　卵の黄身がついた口元をこっそりナプキンで拭ぬぐって、エリーナは辺りの様子を窺うかがった。自分と同じ感想を抱いだいたのか、向かいに座るアメリアなんて、さっきからずっと下を向いている。何をやっているのかと思ったら、オムレツの中に入っていたピーマンのみじん切りを一つ一つ丁寧にフォークで横にどけていた。

（……この人って本当、自分に正直よね）

　ある意味、アメリアのように生きられたら幸せだろう。しかし自分と彼女では立場が違う。どちらかといえば、自分が見習うべきはフィオナの方だった。斜ななめ向かいに座る彼女は人がよいせいか、それとも単に人の話を無視するのは礼れい儀ぎに反すると思っているのか、令れい嬢じようたちの話にも嫌いやな顔ひとつせず、素直に相づちを打っている。エリーナも同じように外面で話を合わせながら、皆みなの本質について感じたことを心のメモ帳に記していき──そうして、やたらと長く感じられる時が過ぎ、食後のお茶が出てきた頃ころのことだった。

（これでようやく解放されるわね）

　花の香かおりが漂ただようお茶を口に含ふくんで、エリーナが心のメモ帳を閉じた。その耳に残念な音が届いた。テーブルの中央に座っていた令嬢がカップを脇わきにどけて、急に身を乗り出してきたのだ。

「実は今日、皆みな様さまに聞いていただきたいことがございますの。お話しすべきかどうか悩なやんだのですが、やはりどうしても知っておいていただきたくて」

　小声で言って、上うわ目め遣づかいに一同を見回す。まるで内ない緒しよ話ばなしでも始めるような仕草に、エリーナは「長くなりそうね」と内心で辟へき易えきした。だが、表面上はもちろん他の令嬢たちと同じように興きよう味み津しん々しんといった顔を向けておく。すると皆の食いつきのよさに満足したのか、令嬢はフフッと楽しそうに笑って続けた。

「昨夜は少し暑かったでしょう？　なかなか寝つけなかった私は外の空気を吸おうと思って、お散歩に出かけたんですの。そうしましたら、なんと小さなお部屋の中で見つめ合っている、若い殿との方がたとご令嬢を見かけましたの！」

（え、それってまさか……）

　エリーナの背筋を嫌な予感がすべり落ちる。

「まぁ！　それで、そのお二人はどうなさったんですの？」

「忍しのぶ仲で逢おう瀬せを重ねていらしたとか？」

　キャーッと色めき立った令嬢たちが熱い視線を中央に送る。しかし、それは発言者である令嬢の望んでいた反応とは少し違うようだった。彼女はハーッとこれ見よがしに大きなため息をつくと、怒おこったように腰こしに手を当てて言った。

「皆様おもしろがってくださるのは結構ですが、ことの重大さがわかってらっしゃいます？」

「重大って……よくある恋こいのお話ではございませんの？」

　一いつ斉せいに首をかしげる聴ちよう衆しゆうを前にして、令嬢は苛いら立だったようにテーブルをドンとたたいた。

「よろしいですか？　私が昨夜出歩いていたのはお妃候補たちのために用意された区域──反対に言えば、一いつ般ぱんの女性の出入りが制限されている場所ですわ。そんなところで私が若い男女の逢瀬を目もく撃げきした。そのことの意味がわかってらっしゃいますの？」

　そこまで言われて鈍にぶい令嬢たちもさすがに気づいたのか、朝食の席にざわりと動揺が走る。その様子に今度こそ満足して、令嬢は大きくうなずいた。

「暗かったため、私もお顔まで拝見することはできませんでしたが、間ま違ちがいありません。ここにいるお妃候補たちのうち、どなたかが真夜中に殿方と逢瀬を重ねていらしたのです！」

「それは確かですの!?」

「もし本当だとしたら大変なことになりますわ！」

　広間が蜂はちの巣をつついたような騒さわぎに見み舞まわれる。その渦か中ちゆうにあって、エリーナは一人ひどく冷めた目で中央に座る令嬢を眺ながめていた。

　自分が去ったあと、あの部屋を覗いたのだろう。令嬢がアメリアを尾つけていたのか、それとも本当に偶ぐう然ぜん通りかかっただけなのかはわからない。いずれにせよライバルを一人でも多く蹴け落おとすためには、他人の人生なんてどうでもいいという心境になってきているようだ。

　当のアメリアの様子を窺うと、彼女はいつもと同じ堂々とした態度で紅茶のカップを傾かたむけていた。その度胸はさすがだが、このまま放ほうっておいていいはずもない。

「選定会の場で、殿でん下か以外の殿方と関係を持つなんて！　殿下を裏切っておきながらいけしゃあしゃあと審査に臨のぞむ、厚こう顔がん無む恥ちな方はどなたですの!?」

　令嬢がテーブルに着いた面々をぐるりと見回す。それが魔ま女じよ狩がり開始の合図だった。皆が「自分ではない」と主張する一方で、互たがいにぎこちなく視線を巡めぐらせる。彼女たちは完全な疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれていた。このままでは話題を振ふった令嬢以外の全員が互いを疑い、身の潔白を証明するために神経をすり減らすことになる。そんな精神的プレッシャーの下では、明日行われる二次審査で実力を出せなくなるかもしれない。政務官としてそんな事態は見み逃のがせなかった。

（仕方ないわね）

　エリーナはつきかけたため息を無む理り矢や理り吞のみこんだ。これから何を言われても絶対に笑みを崩くずさぬよう表情筋に力をこめて、すっと手を挙げる。

「エリーナ様、いかがなさいましたの？」

　自分の独壇場を邪じや魔まされて、令嬢が不ふ機き嫌げんそうな声を出す。エリーナは気にせず、彼女に向けてにっこりほほえみかけた。

「私ですわ」

「え？」

「昨日の夜、あなたのおっしゃる殿方──ディノ・ストラードと会っていたのは私ですの」

「………………えええっ!?」

　まさか真正直に名乗り出る者がいるとは思わなかったのだろう。その場にいた全員が目と口の両方をあんぐりと開けて絶句する。

　凍こおりついた時の中、最初に衝しよう撃げきから立ち直ったのはやはり中央に座っている令嬢だった。

「エリーナ様!?　あなた、ご自分のおっしゃったことの意味がわかってらっしゃいますの!?　お妃きさき候補の身でありながら、なんて恥はじ知しらずな！」

「私が恥知らず？　どうしてそうなりますの？」

「だってあなた、夜中に殿方と二人で──！」

「失礼ですが、あなたのご出身地では兄の友人に言ことづけを伝えることを恥知らずとおっしゃいますの？」

「……はい？　言づけ？」

　意表をつかれた令嬢がパチパチと目を瞬かせる。その隙すきにエリーナは一気に畳たたみかけた。

「ご存じかもしれませんが、私はミモザ貴族の出身です。そのご縁えんもあって、執しつ政せい官としてミモザ州に赴ふ任にんなさっていたディノ・ストラードとは家族ぐるみのおつき合いをさせていただいておりましたの。特に兄とディノは出会ったその日に親友と呼べる仲になりまして──」

「ですが！　仮にそうだとしても、お妃候補が夜中に殿方と二人でお会いするなんて非常識だと思いませんの!?」

「その点については私も思し慮りよが足りなかったと反省しております。ですが、ディノは私たちを審しん査さする側の人間ですもの。二人で話しているところをどなたかに目撃されて、『ずるをしている』と思われるのが嫌だったんです」

「そんな……！」

　続く言葉を見つけられずに、令嬢のぼってりとした唇くちびるがわなわなと震ふるえる。その様子に、エリーナは「勝った」と思った。今の話は一応筋が通っているし、違ちがうと証明することも難しい。あと一押しだ。

「私とディノの間でやましいことなど何一つございませんわ。もし信じられないようでしたら、どうか彼にもお尋たずねください。もっとも何をお訊ききになったところで、私の証言が覆くつがえることなどございませんが」

　にっこり笑え顔がおで言い切って、エリーナは席を立った。刺さすような視線がその一挙手一投足を追ってくる。あの令嬢のことだから、ディノにも話を聞きに行くだろう。だけど、大だい丈じよう夫ぶだ。彼ならきっとうまく話を合わせてくれる。

　廊ろう下かに出たエリーナの後ろで衛兵が扉とびらを閉める。まとわりつく視線が消えたことに安あん堵どして、エリーナはフーッと細く長い息を吐はいた。今回のことで令れい嬢じようたちの目は自分の方を向いた。もう余計な犯人捜さがしはやめるだろう。今はそれだけでも上出来だと思わなければならない。

（政務官としても仮のお妃候補としても、お嬢じよう様さま方の迫はく力りよくに負けちゃいられないわ！）

「よし」と気合いを入れて、自分に与あたえられた部屋へと戻もどって行く。しかしこの時、エリーナはまだ知らなかった。令嬢たちに目をつけられることがどれほどの代だい償しようを伴ともなうかを。
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　初夏の闇やみが世界を包み、昼の熱気がだんだんと遠ざかっていく。その日の夜、いつものようにベッドから起き上がったエリーナは濃のう紺こんのブラウスに袖そでを通すなり、柄がらにもなく深いため息をついてしまった。

　今日は審査の中休みであったため、お妃候補たちは退たい屈くつしのぎにバルコニーでお茶を飲んで過ごした──というと、穏おだやかな午後のひと時を思い浮うかべるが、とんでもない。

（女の闘たたかいって、ひょっとしたら政務官の権力闘とう争そうより恐こわいかも）

　靴くつを履はこうとした拍ひよう子しにふらっとよろめいて、エリーナは部屋の壁かべに手をついた。情けない話だが、地味にダメージを受けたことは否いなめない。自分が近くを通るたび、こちらに聞こえるぎりぎりの声量であらぬ噂うわさをささやかれたり、「今日の晩ばん餐さん会は平服で」という伝言を受けたため淡あわい水色のスカート姿で行ったところ、自分以外の全員があとから正装で現れたり。

（いちいちやることが陰いん険けんなのよね。私は政務官だから、それでもいいんだけど……）

　心配なのは自分と一いつ緒しよにいるアメリアとフィオナの二人だった。自分の友達だと思われることで、二人にまで迷めい惑わくをかけてしまうのが嫌いやだった。

（けど、今さらつき放すこともできないし）

　これ以上自分と一緒にいない方がいいと告げるため、二人をバルコニーの隅すみに呼び出した。その時のことを思い出して、エリーナは普ふ段だんの彼女からは想像もつかないほどの渋じゆう面めんになった。

　忠告を聞いたアメリアは離はなれていくどころか、これからは自分を独ひとり占じめできると喜んで、執政官時代のディノの話を昨日の今日で早さつ速そくねだってきたのだ。フィオナの方はアメリアの恋こい心ごころなんて知るはずもないが、そういった話題に興味のある年とし頃ごろなのか。エリーナが仕方なく語り始めた、当たり障さわりのないディノの話にも目を輝かがやかせながら聞き入っていた。

（二人とも他人の目をまったく気にしてないのなら、それでもいいんだけど……このままだと私の方がうっかり余計なことを話しちゃいそうで心配なのよね）

　自分を戒いましめるように胸の上に手を置いて、エリーナはベッド脇わきの時計に目を向けた。その顔がアメリアたちといた時の娘むすめらしいものから、政務官の表情かおへと変わっていく。

　廊下へ続く扉に手をかけて、エリーナは外の様子を窺うかがった。そこには衛兵の姿もなければ、最初の夜に感じた不気味な視線もない。そのことに安堵して、エリーナは新たな待ち合わせ場所である王宮のバラ園に向かった。そこの四阿あずまやは普段ジェラルドが考えごとをするのに使っている場所らしく、めったなことがなければ人は寄りつかないという。

　窓から射さしこむ月明かりだけを頼たよりに慎しん重ちように廊下を歩いて行き、ようやくたどり着いた王宮の裏口からエリーナは外に出た。

　目前に広がる初夏の闇は冬と違ってやさしく、人の心を浮き足立たせる何かを持っている。しかし今日のエリーナに限っていえば、そんなものはなんの効果も持たなかった。深しん紅くのつるバラで覆おおわれた垣かき根ねの向こうに小さな四阿が見える。その姿が近づくたび、足がどんどん重たくなっていくのを感じる。無理もない。今日はただでさえ疲つかれているのに、この先には本日最大の難関が待ち受けているのだから。そう、自分はこれからディノに会わなければならないのだ。打ち合わせ自体は問題ない。けれど──。

（あんな告白を見ちゃったあとで、どんな顔をして会えばいいのよ!?）

　エリーナは途と方ほうに暮れて、ガックリその場に膝ひざをつきそうになった。本心ではこのまま部屋に戻りたいが、二日連続で打ち合わせをサボるわけにもいかないし、覗のぞき見を正直に告白するのも気が引ける。となれば、自分にできる対応は一つしかなかった。

（ここは完かん璧ぺきな外面で何も知らなかった振りをするしかないわ！　待ち合わせに行かなかった理由を訊かれてもいつも通りにさらりとさりげなく、もっともなことを答えればいいのよ！）

　とはいえ、ディノ相手にそんな器用な真ま似ねができるだろうか。どう言い訳するのが一番か、頭の中でいろいろ想像してみるが、どれもしっくりこない。

　そうやって悶もん々もんと悩なやみながら歩いているうちに、エリーナの足は彼女の身体からだを四阿の入口に運んでいた。ディノはまだ来ていないらしい。三方に並べられた大理石の長なが椅い子すは闇の中にぽつんと取り残されたように、誰だれかが座ってくれるのを待っている。人目がないのをいいことに、エリーナは一番奥の長椅子にドカッと腰こし掛かけて頭を抱かかえた。

（なんかこう、ディノが一発で納なつ得とくするような、自然な言い訳はないかしら……あー、もう！　これなら殿でん下かの無む茶ちやな要求を相手にしてる方がまだましよ！）

　どうしても解けない難問を前にして「いでよ、アイディア！」とでもいうように、激しく頭をかきむしる。その時だった。

「エリーナ？　何してんの？」

　突とつ然ぜん後ろからかけられた声に、エリーナはビクッとして動きを止めた。相変わらず心臓に悪い。振ふり向いた先には、音もなく近づいてきたディノが立っていた。

「こんばんは、ディノ。どうか気にしないで。これは、その……最近流行の頭皮マッサージを試ためしていただけだから」

「それにしてはものすごい勢いで髪かみをかきむしっていたように見えたんだけど」

「これくらい力をこめてやらないと効果がないのよ」

　ディノは明らかに納得のいかない顔をしていたが、追つい及きゆうしてはこなかった。「ま、いいけど」とつぶやいて隣となりに腰掛ける。刹せつ那な、エリーナは反対側に手をついてのけぞりそうになった。

「どうかしたの？」

「う、ううん、別に。ただちょっと近すぎるんじゃないかと思って……」

　四阿に置かれた長椅子は、余よ裕ゆうで五人は並んで座れるほどの長さがある。それなのに、ディノはわざわざ手が触ふれそうなほど近くに座ったのだ。

「俺たちはこれから密談をするんだから、これくらいそばにいてもいいんじゃない？　万が一誰かに話を聞かれてもまずいわけだし」

「それはそうだけど……」

　どうにも落ち着かなくて一歩横にずれる。するとディノもまた一歩自分の方に寄ってきた。

「今日もまた逃にげる気？」

「べ、別に私はあなたから逃げたことなんてないし！」

「じゃあ、昨日は？　待ち合わせの部屋まで来て、途と中ちゆうで帰っちゃったくせに」

「えっ？……あなた、見てたの!?」

　思わず叫さけびそうになって、エリーナは慌あわてて自分の口を手で押さえた。昨夜、ディノの顔はずっとアメリアの方を向いていたから、気づいていないと思っていたが──。

（なんなのよ！　こんなことなら言い訳なんて考える必要なかったじゃない！）

　一いつ生しよう懸けん命めい悩なやんでいた自分が馬ば鹿からしくて、額に手を当ててうめく。そんなエリーナの様子に、ディノが隣で「やっぱり」とつぶやいた。

「どうも様子がおかしいと思ったら、そういうわけだったんだね」

「…………？　あなた、私が逃げるところを見たんでしょ？」

　それなのに、どうしてようやく納得したみたいな言い方をするのか。疑念に満ちた眼まな差ざしを向けられて、ディノの口元にいたずらっぽい笑みが浮かぶ。瞬しゆん間かん、エリーナは悟さとった。

「あなた、私にかまをかけたわね!?」

「人聞きの悪い言い方だな。俺はちょっと変化球的な方法で俺の推測を確かめただけだよ」

「そういうのを世間一いつ般ぱんでは『かまをかけた』って言うのよ！」

「どっちでもいいんじゃない？　いずれにせよ、たどり着いた答えは同じなんだから」

「それはそうだけど……」

　うまく丸めこまれた気がするのはなぜだろう。腑ふに落ちない顔をしたエリーナの横で、ディノが小さく頭かぶりを振った。

「別に君が昨日、途中で帰ったことを責める気はないよ。それより俺が問題に感じているのは、そのあとの君の対応だ」

「え……」

　エリーナの心臓が一いつ瞬しゆん止まりかける。まさか昨日、アメリアに「ディノをあきらめない」宣言をされてから、自分がそわそわと落ち着かなくなってしまったことまで彼は知っているのだろうか。表情の固まったエリーナを見て、ディノがやれやれと肩かたをすくめた。

「その様子、君も自分でわかってるんだね？」

「う、ううん、別に私はそんな……」

「なら、少しは自覚してよ。君が朝食の席でアメリアを庇かばってお妃きさき候補たちともめたと聞いて、俺がどんな気持ちになったか」

（…………お妃候補たち？）

　思いがけぬ単語の出現に目をぱちくりさせる。一いつ拍ぱく遅おくれで、エリーナは「ああ！」とようやく納得した。ディノは例のいじめのことを聞いて、純じゆん粋すいに自分を心配してくれただけなのだ。別に心の奥底まで見み透すかされていたわけではないと知って、ホッと安心する。そっちに関しては問題ない。えらい目に遭あったと思うが、政務官としてそれなりの収しゆう穫かくもあったのだから。

　ただディノの方は自分と同じように考えてはくれなかったらしい。反応の薄うすい自分を見て、漆しつ黒こくの瞳ひとみがめずらしく不満そうに細められる。

「真面目まじめに聞いてよ、エリーナ。君の義ぎ俠きよう心しんは好きだけど、他人から変に恨うらみを買うような真似は避さけてほしい」

「それはそうだけど……でも今回の件はあなたが言うほど悪いことばかりでもなかったわよ」

　理解できないというように、ディノが形のいい眉まゆをひそめる。その眼前に、エリーナは懐ふところから取り出した一枚の紙をつきつけた。

「……これは？」

「お妃候補たちに関する報告書よ！」

　自信満々の声で答えて、エリーナはニヤリと口の端はしをつり上げた。

「今までなかなか話す機会がなかったせいで調査を進められなかったんだけど、今回みんなが私につっかかってきてくれたおかげで助かったわ。それぞれの本ほん性しようはもちろん、互たがいの力関係まで丸わかりよ。この調子でいけば、最終審しん査さの前に完璧な報告書を提出──」

　できる──と断言しかけて、エリーナは途中で言葉を止めた。報告書を手にしたディノが、なぜかもう片方の手で顔を覆ってうつむいていたのだ。

「ディノ？」

　呼びかけても答えない。代わりに、指の隙すき間まからこらえきれなかった笑しよう声せいがこぼれ落ちた。

（な、な、何？　私ってば、何か変なことをしちゃったの？）

　不安がるエリーナの隣で、ひとしきり笑ったディノがゆっくりと顔を上げた。

「急にごめん。ただ君ってつくづくたくましいと思ったら、必要以上に心配していた自分がおかしく思えてきて」

「……どういう意味よ？」

「褒ほめてるんだよ。もっともパートナーとしては少し寂さびしく感じることもあるけど」

　ディノの真意がわからなくて、エリーナは眉をひそめた。そういえばジェラルドも自分のように図太い女が理想だと言っていたし、「図太い」や「たくましい」といった単語の意味が最近では変わってきたのだろうか。不思議に思ったが、確かめる機会は得られなかった。報告書を制服のポケットにしまったディノが、ふと真面目な顔つきに戻もどったのだ。

「あの状じよう況きよう下でこんなものまで作っちゃうなんて、さすがだと思うよ。けど、いくら君がたくましいからって、くれぐれも無茶はしないでほしい。君を失ったと思った五年前の──あの時のような想おもいを二度と俺に味わわせないでよ」

　こちらを向いた黒こく瞳とうに、一瞬だが切なげな光がよぎる。エリーナは思わずうっと怯ひるんで、視線を逸そらした。

「エリーナ？」

「……あなたはずるいわ」

「どうして？」

「だってそんな風に言われたら、無む謀ぼうなことなんてもう絶対にできなくなるじゃない！」

「いいんだよ、それが俺の狙ねらいなんだから」

　頰ほおを膨ふくらませるエリーナの隣で、ディノが楽しそうに笑う。ちらりと横目で窺うかがった顔は、驚おどろくほどやさしい表情を浮うかべている。その姿を見ていると、一人ですねているのも馬鹿らしくなってきて、エリーナは肩の力を抜ぬいた。

　またしても言いくるめられたような気がするが、ディノのこの表情かおが自分は嫌きらいではなかった。いや、それどころか本当はそうやってほほえみかけてもらえることが、たまらなく嬉うれしかった。そこにはなんの見返りも求めず、自分を想ってくれる心が透すけて見えたから。その心に触れるたび、もっとそばに寄りたくなる。もっと笑ってとねだりたくなる。しかしそう願う一方で、ほろ苦く切ない想いが胸の奥からつき上がってくるのをエリーナは感じていた。その源にあるのは一つの不安。自分はいつまでこうして彼の隣にいられるのだろう、と。

　アメリアが相手でなくても、いつかディノに好きな女性ひとができたら、この座を譲ゆずり渡わたさなくてはならない。自分は彼の親友にしてパートナーであって、生しよう涯がいの伴はん侶りよではないのだから。しかし一度この心ここ地ちよさを知ってしまった自分に、おとなしく身を引くことができるだろうか。果たしてこの先どんな女性ひとになら、自分は納なつ得とくしてディノを渡せるだろう。

「エリーナ？」

　急に押し黙だまった自分を心配して、ディノが顔を覗のぞきこんでくる。本当は訊きく気などなかった。けれど、その顔を見たら思っていたことがつい口をついて出てしまった。

「ねぇ、ディノ。あなたはどんな女性ひとが好みなの？」

　まさかそんなことを尋たずねられるとは夢にも思っていなかったのだろう。ディノの黒瞳が驚きよう愕がくに揺ゆれる。エリーナはハッと我に返って、バタバタと手を横に振ふった。

「今のは気にしないで！　その、なんていうか、あなたがアメリアを振ったって聞いて、それならどういう女性ひとがいいのか気になっただけで──」

　必死で言い訳を並べ立てようとして、エリーナは自分がどんどん泥どろ沼ぬまにはまりこんでいくのを感じた。言葉を重ねれば重ねるほど、知られたくない想いが表に出てしまう。なのに、目の前の黒瞳はじっと続きを待つように自分を見つめている。

（うっ！　なんなのよ!?）

　ディノは冷静なのに、なんで自分だけがこんなに気まずい思いをしなければならないのだろう。あまりの居い心ごこ地ちの悪さに耐たえられなくなって、エリーナはとっさに立ち上がった。

「急に変なことを尋ねたりしてごめんなさい！　今日は疲つかれているみたいだから、その……もう帰るわ！　おやすみなさい！」

　一方的に別れを告げて走りだそうとする。だが、前に踏ふみ出しかけた足はそれ以上先へ進むことができなかった。後ろで立ち上がったディノが自分の腕うでを摑つかんでいたのだ。

「ディノ、あの……」

　放して──と言いかけて、エリーナは言葉を吞のみこんだ。肩かた越ごしに振り向いた先で、驚くほど真しん摯しな眼まな差ざしが自分に注がれていた。

「俺の好みを聞いて、君はどうしたいの？」

「え？」

「君は俺にどんな答えを求めているの？」

　なぜここで急に自分が出てくるのか。わからなかったが、無視できない何かを感じて、エリーナは昨日から考えていたことを口にした。

「私は親友としてあなたに幸せになってもらいたい……ただそれだけよ」

「それは君の本音？」

　もちろん──と続けようとする、その言葉はしかし、深い黒瞳を前にして声にならなかった。なぜだか自分でもわからない。ただディノが自分以外の誰だれかに笑いかけている──そんな未来を想像してしまって、胸の奥が刺さすように痛んだ。

　いつから自分は親友の幸せを願えないほど、心の狭せまい人間になってしまったのだろう。戸と惑まどうエリーナの前で、ディノがどこか呆あきれたように小さく息を吐はいた。

「君にとって、俺の存在って何？」

「も、もちろん親友でパートナーに決まってるじゃない！」

「それだけ？」

「………………」

　今言ったことに噓うそはない。だけど本当は自分でもうすうす感じていた。親友とかパートナーとか、そんなありきたりな言葉では表せないほど、ディノは自分にとって大切な存在なのだと。そういったものをなんと呼べばいいのかはわからない。自分が知っていることはただ一つ。

「あなたは、あなたよ」

　エリーナの心がつぶやいた、その一言にディノが不可解そうに眉まゆ根ねを寄せる。理解してもらえないもどかしさに我が慢まんしきれなくなって、エリーナは叫さけんだ。

「月つき影かげの力を持っていようが、優ゆう秀しゆうな政務官だろうが、私には関係ないわ！　丸ごとひっくるめて、あなたは私にとって大切な存在なのよ！」

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが信じられないというように、限界まで大きく見開かれる。一いつ瞬しゆん後、その瞳ひとみは何かを期待するような透き通った光で満たされていた。そのじれるような眼差しに耐えられなくて、エリーナはふいっと視線を逸らした。

「これでわかったでしょ？　手を放してちょうだい！」

　わざと怒おこったように言って、摑まれた手を振り払はらう。これで解放されると思った。だが──。

「まだだよ」

「え？」

「まだ伝えてないよ、俺の気持ち」
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　不意に、ディノの指がエリーナの顎あごにかかった。

　いつもと違ちがう。目を逸らすことを許さない、強ごう引いんな仕草で顎をグイッと持ち上げられる。

「ディ、ディノ……？」

「何も言わなくていいから。ただ君も俺と同じ想いでいてくれるなら、よけないで」

　深い黒瞳がゆっくりと近づいてくる。その光に魅み入いられたように、エリーナは動くことができなかった。そして──。

　唇くちびるが、重なった。

「んっ……」

　息することもままならない。とっさに抵てい抗こうしようとして上げかけた、その手ごとエリーナの身体からだはディノに抱だきしめられていた。

「エリーナ」

　重ねた唇の間から漏もれた声が、甘くねだるように自分を求めてささやく。

「好きだ……」

　熱く、潤うるおいを帯びたその響ひびきに、エリーナはビクッと全身を震ふるわせた。目の前の美び貌ぼうに、少年のようないたずらっぽい笑えみが浮かぶ。

「これでわかった？　俺の気持ち。悪いけど、俺は君のことを親友だと思ったことなんてない。俺は君のすべてが欲しいんだ。君は俺が……月影が恋こい人びとになったら、いや？」

「そ、そんなことはっ……！」

　叫びかけて、エリーナはハッと口を閉じた。

（私ってば、今なんて言おうとしたの？）

　自分で自分がわからない。全身がすべて心臓になったかのように、トクトクと熱いものがこみ上げてくるのを感じる。

　自分は今きっと変な顔をしている。まっ赤で、涙なみだをこらえているようで、それでいて──。

「かわいい」

　ディノがほほえむ。瞬しゆん間かん、エリーナの中で何かがはじけた。

「見ないで！」

　叫ぶと同時に、身体が動いていた。一いつ拍ぱく遅おくれで頭に鋭するどい痛みが走る。しかし、それは自分だけではなかったらしい。

「…………った！」

　くぐもった声が耳を打つ。涙でにじんだ視界に、ディノが後ろに倒たおれていく姿がひどくゆっくりと映って見えた。

「えっ？　あ、あの……私！」

　状じよう況きようを理解できた途と端たん、エリーナは全身から血の気が引いていくのを感じた。逃にげ場を失って焦あせった自分は、よりにもよってディノの顎あごに頭つきを食くらわせてしまったのだ。

「ご、ごめんなさい！」

　謝りながらも、足先はすでに後ろを向いている。

「本当に、ごめんなさいぃぃぃ！」

　尾おを引く絶ぜつ叫きようだけを残して、エリーナは全力で走りだした。ディノの顔をまともに見ていられなかった。敵前逃とう亡ぼうと罵ののしられようがなんだろうが、ここは逃げるのみだ。

　エリーナは生まれて初めて経験する混乱の極きわみに達していた。自じ慢まんの頭脳ですら答えを導き出せない。どうしていいかわからないまま、ただ走る。そんなエリーナの姿を、夜空にかかった月だけが見下ろしていた。
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（…………さすがにやり過ぎたかな？）

　蒼あおい月明かりが降り注ぐ。初夏の淡あわい闇やみの中、ディノは赤くなった顎をさすって、冷たい大理石の長なが椅い子すに腰こし掛かけた。

　本当はこのタイミングで自分の想おもいを告げる気などなかった。もっとゆっくり時間をかけて、彼女の恋こい心ごころが育つのを待つつもりだった。それなのに、あの言葉を聞いたら我慢できなくなってしまった。

（俺が何者であっても大切だなんて……反則だよ、エリーナ）

　影かげとして生まれたことを悔くやみ、一人の人間として生きることを望んできた自分にとって、それ以上の言葉はなかった。自分のこの力も性格も、すべてひっくるめて受け容いれてくれる。彼女の隣となりにいることは何よりも心ここ地ちよい。彼女と一いつ緒しよにいると、疎うとましいだけの存在でしかなかった、この影としての自分すら認められる気がする。

（最初はありのままの俺を見てもらえるだけでいいと思ってたのにな）

　彼女が笑うと、自分も笑いたくなる。彼女が傷ついていると、慰なぐさめたくなる。もっとそばに近づきたくて、その瞳に自分だけを映してもらいたくて、独ひとり占じめしたくなる。

（俺はいったいどこまで欲よく張ばりになれば気が済むんだろう？）

　禁断の実のように、一度口づけをしてしまったら最後、もう自分を止めることはできなかった。隣にいるだけではもう物足りない。もっと触ふれたかった。あの髪かみに、唇に。

　彼女のすべてが欲しかった。

「エリーナ、君は誰にも渡わたさない。たとえ殿でん下かが相手であったとしてもだ」

　小さくとも力強い宣言が初夏の闇に放たれる。その言葉を後押しするように、ほのかな熱と潤いを含ふくんだ風が吹ふいた。その時だった。

「…………!?」

　刺すような視線を背中に感じてディノは振ふり返った。だが、そこには誰もいない。蕩とろけるほど甘いバラの芳ほう香こうと、どこまでも続く闇が広がっているだけだ。

（…………気のせいか？）

　誰だれかに見られているように思ったが、神経が昂たかぶっていたせいで感覚がおかしくなっているのか。ディノは自分を落ち着けるように額を手でこすった。腰掛けていた四阿あずまやの長椅子から立ち上がって、庭の出口へと足を向ける。

　明日あしたからまた自分と彼女の距きよ離りは親友よりも遠い、ただの政務官とお妃きさき候補に戻もどる。

　選定会は残り四日。すべてが終わった時、この手に彼女を抱いだいている未来をこいねがって、夜空を見上げる。月は何も答えない。ミモザの地でも王都でも同じ。戸惑い、悩なやみ、もがく自分たちの姿を遠く空の上から眺ながめていた。
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　翌朝もエリーナは二次審しん査さの会場に一番乗りで着いた。ジェラルドのために造られた謁えつ見けんの間において、周りの豪ごう華かさに負けないよう、今日は大人びた深しん紅くのドレスに身を包んでいる。ただ纏まとった衣い装しようの煌きらびやかさと反対に、鉄てつ壁ぺきの笑顔はどこか精せい彩さいを欠いていた。

　昨夜は目を閉じると、ディノの顔がまぶたの裏にちらついて離はなれなかった。無視しようとすればするほど変に意識してしまって、告げられた言葉とともに何度でも脳のう裏りに蘇よみがえる。そのせいで、気づいた時にはもう朝になっていた。

「エリーナ、どうしたの？　今にも死にそうな顔色をしてるけど」

　今日はいつもほど身み支じ度たくに時間がかからなかったのか、早めに着いたアメリアが声をかけてくる。エリーナは「なんでもございませんわ」と答えようとして、途と中ちゆうでよろっと転びそうになった。

「あら、失礼。まるで幽ゆう霊れいのような顔をしていらしたから、存在に気づきませんでしたわ」

　絶対にわざとだ。昨日、朝食の席でエリーナにやりこめられた令れい嬢じようが、ぶつかったことを謝りもせずにホホホと笑いながらすれ違う。

（……この人に対してはもう何も言わないわ。代わりに一発殴なぐらせてくれないかしら？）

　寝ね不ぶ足そくだと思考も物ぶつ騒そうな方向に行きそうになって、エリーナは軽く頭を振った。万が一感情が表に出て、外面まで凶きよう悪あくになってしまっては困る。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　エリーナ様、少し休まれてはいかがです？」

　フィオナが心配そうに寄ってくる。すみれ色のドレスを纏った姿は、今日も今日とて女の子らしい雰ふん囲い気きと気き遣づかいに溢あふれている。その心は嬉うれしかったが、これから二次審査が始まるというのに、自分のことで二人を煩わずらわせてはいけない。

「寝不足でちょっと疲つかれているだけですから、どうかお気になさらないでください」

　表情筋に活を入れて二人に笑いかける。その肩かた越ごしに、外から扉とびらが開かれるのが見えた。

　男物の黒いブーツが広間に足を踏ふみ入れる。と、同時に、場を満たしていたざわめきが一いつ瞬しゆんにして消えた。こんなことができる人間なんて一人しかいない。ディノとオルガの二人を従えたジェラルドが謁見の間に現れたのだ。

　張り詰つめた視線が玉座に着く未来の君主一人に集中する。その中にあって、エリーナの目だけはその隣に立つ人物を映していた。落ちてきた漆しつ黒こくの髪をかき上げる。ただそれだけの仕草ですら、匂におい立つような色気を醸かもし出している。こちらの視線に気づいても表情一つ変えない。一瞬合った目はエリーナの方から勢いよく逸そらしてしまった。

（何よ……）

　自分でもよくわからないもやっとした苛いら立だちを覚えて、エリーナは拳こぶしを握にぎりしめた。

（ディノってば昨日の今日で、どうして普ふ通つうにしていられるの？　こっちは頭が禿はげるかと思うほど悩んだのに！　まさか昨日のことはすべて夢だった……ってことはないわね）

　唇くちびるにまだ感かん触しよくが残っていた。触れた熱も、感じた甘さも幻まぼろしではない。あの一瞬の出来事がまざまざと思い出されて、頰ほおがカーッと熱く上気する。玉座から全体を見回していたジェラルドが、その変化に気づいてピクッと片かた眉まゆを跳はね上げた。

（いけない！　今は選定会の最中なのに！）

　反射的に笑えみで顔を覆おおう。ジェラルドの顔に何か言いたそうな表情がよぎったが、それだけだった。一いつ拍ぱくのち、彼は玉座の上からすべての候補たちを見下ろして、はっきりと告げた。

「皆みな、朝も早くからよく集まってくれた。これより二次審査を開始する」

　ピリッとしびれるような緊きん迫ぱく感かんが広間に走るのをエリーナは感じた。ジェラルドの元教育係であるバルトロが言っていたように、今回の選定会は従来のものとは大きく異なる。一次審査では不意打ちのような形で機転の利きかせ具合を試ためされた。それでは二次審査では？　ジェラルドの言っていた「図太い」妃を選ぶために、次は何をさせられるのか。

　皆が息を詰めて続きを待つ中、ジェラルドは横に立つディノに声をかけた。

「早さつ速そくだが、あれを配ってやれ」

　眉まゆ根ねを寄せる令嬢たちの前に、ディノがカードの束を差し出した。トランプほどの大きさで、表には王家の象しよう徴ちようであるバラの花が描えがかれている。

「どうぞお一人様一枚ずつ、お好きなものをお取りください」

　そう言って、ディノが令嬢たちの間を回っていく。その姿がフィオナ、アメリア、そして自分の方へと近づいてくるにつれ、エリーナの心臓はドクドクと限界に挑ちよう戦せんするかのような速さで脈打ち始めた。

　ディノだって何もなかった振りをしているのだから、自分もそうすればいい。頭ではわかっているのに、エリーナの目は否いや応おうもなく、そのやわらかそうな唇に吸い寄せられていった。

（あんなものを見たって別に何もないし……昨日のあれはなんていうか、その……）

「エリーナ様」

（そう、事故みたいなものよ！　だって突とつ然ぜん……いえ、前まえ振ふりはあったけど……）

「エリーナ様！」

「……え？　ひゃっ、はい！」

　エリーナは反射的にピシッと背筋を正した。いつの間に自分の番になったのか、ディノが目の前でカードの束を差し出していた。

「どうぞ一枚お取りください」

　外向けの無機質な声で促うながされる。顔を見たら、また変な声を上げてしまうかもしれない。エリーナは心をからにするように無む理り矢や理り笑え顔がおを作って、手元に視線を集中させた。さっさとこの儀ぎ式しきを終わらせようとして、一番上のカードに手を伸のばす。だが、触れた指先は自分のものではないかのように動きが硬かたく、表面をするりとすべってカードを床ゆかに落としてしまった。

（やだ！　私ってば何やってんのよ!?）

　慌あわててしゃがもうとする。その前に、ディノがカードを拾ってくれた。軽く埃ほこりを払はらってエリーナの手にカードを戻す。刹せつ那な、わずかに近づいた唇が小さく動いた。

「意識しすぎ」

「…………っ！」

　ディノの口元に意地悪な笑みが浮うかんで見えた気がする。しかし瞬まばたき一つのうちに、彼はまた知らない男ひとの顔に戻っていた。そうして何事もなかったかのように、次の候補のもとへと歩いて行く。その広い背中を視界から締しめ出すように、エリーナはギュッと固く目を閉じた。

（このままじゃ本気でだめだわ。今は審査に集中しなきゃ！　ここで落ちたら、私は最後までお妃候補たちの観察をできなくなるんだから！）

　自分は政務官だ──と何度も言い聞かせて、ゆっくりと目を開ける。エリーナはすべての雑念を振り切るように、手元のカードに意識を集中させた。裏返してみる。途と端たんに、今度は頭の中が疑問でいっぱいになった。

（『残雪のように重たく暗い時は過ぎ去り』──って何？　詩か報告書の一部みたいだけど）

　他ほかの令嬢たちも同じ疑問を抱いたのか、カードを片手に首をかしげている。その姿を玉座の上から満足げに見やって、ジェラルドが口を開いた。

「俺に詩の朗読会をする趣しゆ味みなどない。今配ったのは二次審査をクリアするためのヒントだ。カードの表は皆同じデザインだが、裏に書かれている言葉は一人一人違ちがう。二次審査では与あたえられたヒントを元に俺が妃きさきに望むものを推理し、それを俺の前に持ってきてもらう」

「え……」

　広間に小さざ波なみどころか津つ波なみのような動どう揺ようが走る。一次審査に引き続き、こんな選せん抜ばつ方法など聞いたことがない。だが、令嬢たちの驚おどろきはそれで終わらなかった。

「なお、今回の審査に限って俺は一いつ切さいの条件を設けない」

　ジェラルドの宣言に、令嬢たちが怪け訝げんそうに眉をひそめる。一いつ斉せいに自分に集中した視線を愉たのしげに見返して、彼は続けた。

「審査の最中、おまえたちの持つありとあらゆる人脈、財産、道具のいずれを使っても構わないし、王宮内のあらゆる部屋への立ち入りも許可する。何をしようと日暮れまでに俺の望むものを持って来さえすれば、二次審査は合格とする。以上だ」

（……殿でん下かは本気ね。実質これを本試験とするつもりだわ）

　カードを握りしめたままエリーナは妙みように冷めた頭で考えていた。自分と一族の命運がかかったプレッシャーの中で手持ちの金、物、人、すべてを活用しながら問題解決を図はかる──その姿勢は実際の外交や折せつ衝しようなどにも通じるものがある。ただより現実に近づけるのであれば──。

「そうだ、一つ言い忘れていたことがある」

　玉座から立ち上がりかけていたジェラルドが、ふと思い出したように口を開いた。

「今回の審しん査さでは他の候補たちと協力してもいいし、力ずくで誰だれかのヒントを奪うばっても咎とがめはしない。結果さえ出せれば、手段は一切問わん」

　現実の外交や内政と変わらない。いや、もしかしたらそれ以上に厳しい条件を前にして、エリーナはゴクリとつばを吞のみこんだ。ジェラルドはここにいる候補たちに、正せい妃ひになった場合の予行演習を本気でさせる気なのだ。

（確かにこの審査内容なら「図太い」女を見み抜ぬくこともできるかもしれないわね）

　ジェラルドがディノとオルガの二人を連れて謁えつ見けんの間を出て行ったあと、エリーナは一いち抹まつの同情を含ふくんだ目で令れい嬢じようたちを見回した。いきなりこんな無む茶ちやを言われてかわいそうだと思うが、どうしようもない。それに自分もうかうかしてはいられなかった。ジェラルドの好みを知っているという点では、他の候補たちより一歩リードしているかもしれないが、それが有利に働くという確証もなかった。

（当然だけど、ヒントが多ければ多いほど全体像に近づけるはずだわ。だけど──）

　周りはみんな敵。一人でも多くの候補を蹴け落おとして自分が目立たなくてはならない。そんな真しん剣けん勝負の場において、ヒントを共有してくれる人が──いた。

「エリーナ、私たちは協力しない？」

「もしよろしければ、私も仲間に加えていただけませんか？」

　二種類のまったく異なる声が背中にかかる。見なくてもわかる。声の主はアメリアとフィオナの二人だった。

「エリーナ様、いかがでしょうか？　この審査ではお互たがいに協力した方が絶対に有利ですし、それに──協力する以上は有能で、お互いの足を引っ張らないで済む方と組みたいと私は思っておりますの」

　周りを気にするように一歩近づいて、フィオナがささやくように告げた。その一言に、エリーナは彼女に対する評価を上げた。勝負は最終審査に持ち越こして、目的のためなら当面の敵とも手を組む──彼女の台詞せりふからはそんなしたたかさが透すけて見えた。この様子なら裏切られる心配もない。エリーナと同じことを思ったのだろう。アメリアの様子を窺うかがうと、彼女は大きくうなずいて見せた。

「それではお二人とも、詳くわしいことは場所を移してからお話ししましょう」

　他の令嬢たちがついてこないよう、周囲に素す早ばやく目を配ってエリーナが促す。三人はそれぞれ自分のカードを握りしめたまま、広間の外へと出て行った。




　王宮の庭は昨夜の色気立つような薄うす闇やみと違って、初夏の透とう明めいな陽ひ射ざしに包まれていた。澄すんだ大気には新緑の香かおりが満ち溢あふれ、散歩道の周りには色いろ鮮あざやかな花々が咲さき乱れている。

「こうしてお庭に出るのは初めてですが、意外といろんな種類のお花が植えてあるんですね」

「そうね、あっちに生えているピンクの花は確か……ゼラニウムだったかしら？　それにこっちに咲いているのは夏アザミよね」

　アメリアが「うーん」と気持ちよさそうにのびをしながら、フィオナに答える。三人はのんびりと庭を歩いて行き、周りに誰もいなくなったところで足を止めた。

「三人で協力する以上、最初にすべきことは一つしかございませんわ」

　エリーナの言葉に、アメリアとフィオナの二人がうなずく。

「手持ちの札を見せ合わなければ、何も始まらないものね。私のはこれよ」

「私のカードはこちらになりますわ」

　これで少しは前に進めると三人とも思った。が、並んだ三つのカードはますますの混乱を招いただけだった。アメリアのカードに書かれていた文章は「ただ願うは王国の輝かがやき」。フィオナの方は「朝の光が世界を包む時」。これだけではまったく意味が通じない。

「アメリア様の方は式典か何かで詠よまれそうな一節ですわね」

「そう！　私もそんな気がしてたんだけど……有名な詩の一部か何かかしら？」

「それを言うなら求きゆう婚こん詩ではありませんか？」

　フィオナの発言に、エリーナとアメリアの二人が揃そろって首をかしげる。手元の文章はどう見ても結けつ婚こんや恋れん愛あいとは縁えん遠どおいように見えるのに、何を考えているのだろう。

「そんなに驚かないでください。求婚詩はプロポーズとは違いますわ」

　二人の疑問に気づいて、フィオナがクスクスと楽しそうに笑った。

「その昔、カトレア卿きように求婚された奥様が、ご自身が詠んだ詩しい歌かを卿にお渡わたしになって『この詩から私が望んでいるものを当ててごらんなさい。それができたら、あなたと結婚してあげる』とおっしゃったことが起源らしいです。もっとも時代が下るにつれて、求婚以外の場でも詠まれるようになっていったようですが」

「要するに、なぞなぞ遊びとして使われたというわけですわね？」

　エリーナの問いにフィオナがコクンとうなずく。その姿に、アメリアが心底感心したというようにフーッと深い息をついた。

「見直したわ。ただの箱はこ入いり娘むすめだと思っていたら、素す晴ばらしい知識を持っていたのね」

「いいえ、私は詩や伝説が好きなだけですわ！　中ちゆう途と半はん端ぱな知識を披ひ露ろうしてしまってお恥はずかしい限りです。本当はカトレア州のご出身であるアメリア様の方がお詳しいのでしょう？」

「そんなことないわ。私、昔からこの手のことは苦手だから！」

「そんな、ご謙けん遜そんなさらなくても！　これはカトレア州ご出身の女性であれば、誰もがご存じの遊びだとお聞きしましたわ」

「うん、まぁ、そうだけど……」

　アメリアが彼女にしてはめずらしく曖あい昧まいにうなずく。この手のことで、過去に何か嫌いやなことでもあったのだろうか。エリーナは不思議に思ったが、尋たずねている暇ひまはなかった。空気を変えるようにゴホンと咳せき払ばらいをしたアメリアが、手元のカードを指ではじいた。

「もしこれがフィオナの言う通り求婚詩なら、八人すべての文章が揃った時に初めて答えが見えてくるはずよね？」

「ええ、なんとかして残りの部分も見られるといいのですが……」

　限りなく無理そうな話に、フィオナの顔が曇くもる。その時、カードに目を落としていたエリーナがあることに気づいた。

「もしかしてこの二文って……」

　自分のカードをフィオナのものの隣となりに並べてみせる。覗のぞきこんできたアメリアの眉まゆがひょいと興味深げに持ち上がった。

「『朝の光が世界を包む時、残雪のように重たく暗い時は過ぎ去り』──って、なんか詩の冒ぼう頭とうみたいね。それも独立戦争関係の」

　カードから目を離はなさぬままエリーナはうなずいた。今までの十七年間、詩や文学とは無む縁えんの人生を送ってきた。だが、帝てい国こくからの独立に関するものとなれば話は別だ。

（政務官採用試問の対策で昔読んだものの中に、この詩も入っていたのかもしれないわ。もう少し手がかりがあれば、何か思い出せるはずよ）

「独立戦争関係となれば話は早いわ！」

　エリーナと同じようなことを考えたのか、アメリアがパンッと膝ひざをたたいて叫さけんだ。

「関連資料を調べて、まずは詩の全容を明らかにしましょ！」

「ですが、三人で同じものを調べても時間の無む駄だですわ。ここはお互いを信じて、あとから情報の共有をしませんか？」

　エリーナの提案に二人がうなずく。やがて三人は分担を決めて、王宮の各所へ散って行った。
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　エリーナが向かった先は王宮の資料館だった。バラ園のもっと奥──ほぼ離り宮きゆうと言ってもいいほど遠くに、石造りの小さな館やかたが建っている。王宮の資料室や図書館が書物を扱あつかっているのに対し、ここでは絵画などの美術品が多数収蔵されているという。

　入口を守る衛兵たちに軽く会え釈しやくをして、館の鍵かぎを開けてもらう。古い建物のせいか、鉄の扉とびらはギギーッと重たく引きずるような音を立てて開いた。

　ひんやりと乾かわいた中の空気が外に流れてくる。と、同時に、エリーナは眼前に飛びこんできた光景に圧あつ倒とうされそうになった。

　吹ふき抜ぬけの玄げん関かんホールから二階の踊おどり場に向けて階段がまっすぐに伸のびており、ステンドグラスからこぼれた七色の光がその上でゆらめくように踊っていた。さらに進んで行くと、中央の階段を囲むようにしてぐるりと並ぶ部屋べやの中に、色鮮やかな絵画が所ところ狭せましと並べられているのが見えた。それらの多くは王国の歴史について描えがかれたものだった。

（さすが資料館ね。この中を一周するだけで、王国の歴史が丸ごとわかりそうだわ）

　いつまで見ていても飽あきなそうな光景に意識を奪われそうになって、エリーナはハッと頭かぶりを振ふった。

　自分は芸術を鑑かん賞しようしに来たのではない。あの二人に迷めい惑わくをかけないためにも、独立戦争について詠うたったという詩の全容を一刻も早く解明しなければならないのだ。

　この館は資料室としての機能も果たしているおかげで、飾られた絵画の下にはそのテーマとなった詩や解説を記した紙が貼はられている。そのことに感謝しながら、エリーナは続く部屋べやを一階から順に巡めぐっていき──その足が二階の一室に飾られた、一枚の絵の前で止まった。

　蒼あおい月つき影かげが降り注ぐ丘おかの上に、戦いくさ装しよう束ぞくで身を固めた美女が立っている。凜とした眼まな差ざしが注がれた先には、ひざまずき頭こうべを垂れた青年の姿が在った。間ま違ちがいない。それは月影の誓せい約やくについて描かれたものだった。しかもそれだけではない。

（すごいわ。まだいっぱい続いてる）

　影かげに関するものをすべて集めて時系列順に並べているのだろう。部屋をぐるっと一周するように飾られている、それらの絵には物語があった。

（これはアッティラ帝国軍を足止めした時の絵ね。それからこっちは窮きゆう地ちに陥おちいり、絶望に打ちひしがれた国王を女将軍が荒こう野やで励はげました時の絵。向こうは……）

　有名絵師の手がけたものもあれば、歴史の波間に消えた者の作品まで、この三百年間で影が関かかわったとされるすべてのものが並んでいる。エリーナは一連の絵を夢中で追っていき──その足が次し第だいに鈍にぶくなり、最後バラノフ・ヴィスコンティ戦争を描いた絵の前で止まった。

「『影は王国が危機に瀕ひんするたび現れる。その身をなげうって忠義を尽つくすため』ね……」

　絵の下の解説を読む。エリーナのつぶやきはほろ苦い響ひびきを伴ともなって独りきりの空間に溶とけた。脳のう裏りにあったのは自分の月影から告げられた言葉だった。伝説は口を揃えて影の働きを称たたえるけれど、それら美しい結びは所しよ詮せんすべてまがい物。影が真に望んだこととは限らない、と。

　最初に見た絵の前にもう一度戻もどる。すべての始まりとなった二人を前にして、エリーナは理解できないというように首を横に振った。帝国からの独立を勝ち取った戦いくさの最さ中なか、初代月影となった青年は何を考えていたのだろう。彼にとって唯ゆい一いつ絶対の存在であった女将軍に対して、どんな感情を抱いだいていたのか。そして、その末まつ裔えいである自分たちは──。

（ディノは私に何を求めているのかしら？）

　自分のことを好きだと言ってくれた、その想おもいにきっと噓うそはない。しかし、彼はまだすべてを自分に打ち明けてはいない気がした。

（ディノは、本当は影である自分を棄すてたいの？）

　選定会が始まる前、彼のことを影として見た自分に落らく胆たんしていた。ウェルナーたちミモザ貴族の生き様をよしとせず、生まれや血筋に左右されることなき世界の実現を願っていた。自分も彼の親友として、さらには一人の政務官として、彼の目指す世の中を共に創つくっていきたいと思った。けれど、彼が自分に望んだ未来はそれだけではない。もっと深いつながり。

（そう。こ、こ、こ、恋こい人びととして……って、ああ！　もうっ！）

　心中で言葉にした途と端たん、昨夜唇くちびるに触ふれた熱と心ここ地ちよい甘さを思い出してしまって、エリーナはまっ赤になって床ゆかに膝をついた。

　恋人になったら、今までとは違ちがう。昨日みたいなものが恋人のあるべき姿だとしたら──。

（無理！　絶対に無理！　あんなの耐たえられないわ！　恥ずかしくて死ぬわよ！）

　石造りの床をバシバシたたく。ディノの気持ちには応こたえたいが、自分はやっぱり今のままがよかった。親友以外の関係に進む未来など、今の自分には想像することすらままならない。

（うー、もうやめよう。今は二次審しん査さの途と中ちゆうなんだから、他ほかのことを考えちゃだめよ）

　気持ちを切り替かえるように大きく息を吸って、エリーナは立ち上がった。影の伝説に囲まれているせいで、変なことを考えてしまったのだ。このままここにいてはいけない。

　よろよろと立ち上がって、扉を一つ隔へだてた続き部屋へと足を進める。瞬しゆん間かん、エリーナは思わず固まった。扉をくぐった途端、幾いく対ついもの眼差しが一いつ斉せいに自分に注がれたのだ。ただしその中に生ある者の息い吹ぶきは感じられない。

　歴代の国王夫妻だろうか。バラの紋もん章しようを纏まとった者たちの絵でその部屋は埋うめ尽くされていた。

（この館の管理者って几き帳ちよう面めんな性格の人なのね。この一番端はしの絵は初代国王陛下でしょ？　で、こっち側から在位年ごとに並んでいって、この最後のところには将来殿でん下かが──）

　ぐるりと部屋を一周する。その足をエリーナは途中で止めた。現国王夫妻の隣──本来であれば空白でなければならない場所に、一枚の絵が飾られていたのだ。他の厳いかめしい顔つきの肖しよう像ぞう画がたちとは違う。それはまだ若い一人の女性を描いたものだった。服装からして既き婚こん者しやのようだが、ほんのりとほほえむ姿は少女のように儚はかなげで清せい廉れんな空気を纏っている。

（すごくきれいな人……王おう妃ひ様ではないわよね？　誰だれか王族の関係者かしら？）

　近づこうとしたエリーナの耳に、その時、玄げん関かん扉とびらを開ける重苦しい音が届いた。自分しかいなかった館にもう一つの足音が生まれる。最初エリーナは自分と無関係の人のものだと思って、気にせずに絵の鑑賞を続けていた。だが、どこか別方向へ行くだろうと思っていた足音はまっすぐ自分のいる部屋に向かってきている。大きな館でないとはいえ、偶ぐう然ぜんにしてはおかしい。

（誰かが私のことを追ってきたの？　お妃きさき候補じゃないわよね？）

　令れい嬢じようたちの顔を思い浮うかべて、エリーナはとっさにカードを隠かくしている胸むな元もとを手で押さえた。入ってきたのがお妃候補の一人だとしたらまずい。今までの行動から考えて、力ずくで自分からカードを奪うばおうとするかもしれなかった。

　ここは迎むかえ撃うつか逃にげるか、迷っている間にもコツコツと規則正しい足音は確実に近づいてきつつあった。自分を隠す最後の扉が開く──その一いつ瞬しゆん前に、エリーナは反対の続き部屋に逃げこんだ。ただそこは角部屋だったため、逃げ場はもうない。

（うっ、こっちに来られたら困るわ。けど、仕方ないわね）

　やってきた令嬢ともめる事態を想定して、鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおで武装する。扉が外から開けられるのをエリーナは待った。が、いつまで経たってもそんな未来はやってこなかった。それどころか、先ほどまで聞こえていた足音までもが途中で消えていた。

　もしかしたら単に肖像画を見学しに来た人だったのだろうか。気になって、わずかに開けた扉の隙すき間まからそっと様子を窺うかがう。刹那、翡ひ翠すいの瞳ひとみが驚おどろきに揺ゆれた。そこにいたのはこの国の第一王位継けい承しよう者しやにして、自分に難問をふっかけた張本人────ジェラルドだった。

　ただ様子がおかしい。碧あおい瞳がまっすぐに見つめる、その視線の先にあったのは、先ほどエリーナが見とれた肖像画だった。無む垢くな少女のように絵の中の美女がほほえむ。その前に立つジェラルドはエリーナの知らない少年の表情かおをしていた。いつもの自信に満ち溢あふれ、皮肉を得意とする姿とは違う。切なさと哀かなしみを秘ひめた目がじっと美女を見つめている。彼にこんな表情かおをさせるなんて、この肖像画のモデルは誰なのだろう。
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（まさか殿下の恋人とか？　でも殿下の理想は図太い女だっていうし……）

　それとも図太い女の方が建前で、本当はああいう女性が好みなのだろうか。完全に出て行くタイミングを逸いつしてしまって、一人であれこれと推測を巡らせる。そんなエリーナの耳に、再び玄関扉が開かれる音が聞こえた。こんなにも頻ひん繁ぱんに人が資料館を訪おとずれるとは意外だった。が、急な来訪者の存在はジェラルドにとっても予想外だったらしい。いつもの輝かがやきを取り戻した碧い目が不可解そうに眇すがめられる。

　コツコツと床をたたく音と、その合間を彩いろどるトストスと軽い足音が近づいてくる。やがて二重に奏かなでられた音は、ジェラルドのいる部屋の手前でピタリと止まった。次の瞬間、

「殿下！」

　威い勢せいのよい叫さけび声とともに、扉が今にも壊こわれそうなほどの勢いで開けられた。一度見たら、オルガと同じで二度と忘れられない。まっ白な毛玉のような老ろう爺や──バルトロ・ディ・ラブロックがそこにいた。

「またおまえか」

「あなたが納なつ得とくしてくださるまで、私は毎日でも足を運ぶ所存ですぞ！」

　バルトロはそう言うと、足の悪さなど微み塵じんも感じさせない勢いで、面めん倒どうくさそうに顔をしかめているジェラルドに詰つめ寄った。

「二次審査の内容についてお聞きしました。殿下、あなたは何を企たくらんでらっしゃるのですか!?」

「別に何も。俺は理想の妃をこの手で見いだすことだけを考えている」

「それはそうでしょうが、私が問題にしているのはあなたの目的ではなく手段です！」

　バルトロは言葉にならない苛いら立だちを発散するように、杖つえでドンッと勢いよく床をついた。

「今回、平民出の候補が入っているだけでも難色を示す輩やからが多いのに、これ以上周りを刺し激げきしないでください！　ミモザ州でのことといい、一次審査といい、最近のあなたは独りでつっ走り過ぎている！　こんなことを申したくはありませんが、平民を母に持つという一点においても、あなたは他の王族より不利なお立場にあることをお忘れにならないでください！」

　一次審査の時はお妃候補たちもいる手前、あれでも我が慢まんしていた方なのだろう。言いたいことをすべて吐はき出したバルトロは肩かたで息をしながら、自分の元教え子をギロリとにらんだ。

　ジェラルドは何も答えない。嚙かみつくような緑色の瞳をじっと見返している。対たい峙じする二人の姿に、傍ぼう観かん者しやであるエリーナの方が緊きん張ちようしてしまった。

（そうよね。殿下ってばいつも自信たっぷりだから忘れかけていたけど、すべての人が殿下を支持してるわけじゃないのよね）

　ジェラルドには上に立つ者としての素質がある。多少強ごう引いんなところはあっても彼の判断はいつも的確で、他者をひれ伏ふさせるような威い厳げんも兼かね備えている。そんな彼を公おおやけに誹ひ謗ぼうする者こそいないが、反対勢力は依い然ぜんとして存在する。その多くが保守派と呼ばれる貴族たちだった。

「殿下、本気で王位を継つがれるおつもりでしたら、今のままではまいりません。どうか保守派の連中にももっと気をお配りください」

　年の功からか、無言のにらみ合いに先に折れたバルトロが深々と頭を下げる。実力主義を掲かかげるジェラルドのことだ。そんな進言をされて怒おこりだすのではないかとエリーナは心配した。だが、バルトロを見る顔には驚くほどやさしい笑みが浮かんでいた。

「バルトロ、おまえはいい奴やつだな。おまえもオルガも真に俺のことを思って忠告をしてくれる」

「それでしたら、殿下──」

「だが、たとえおまえに何を言われたとしても、俺は態度を改める気はない。因習や前例にしがみついていて大成した国が過去にあったか？　身分年ねん齢れいに関かかわりなく各おの々おのの才覚を活いかせる場を作ってこそ、国とは前に進めるものではないか？」

「お考えはわかります。ですが、急すぎる改革は時にひずみを生むものです。あなたはまた、あなたの母上のように不幸な犠ぎ牲せい者しやをお出しになるつもりですか!?」

　バルトロが持っていた杖をつきつける。その先にはジェラルドの見ていた肖像画があった。

（あの絵って、殿下のお母様だったの？）

　心の中でつぶやく。と、同時に、抜ぬけていたパズルの最後のピースが見つかったかのように、ジェラルドのあの表情かおもバルトロの心配も、エリーナにはすとんとすべて納得できた気がした。

　この館やかたを飾かざる、王国の歴史に想おもいを馳はせる。ジェラルドの母が表おもて舞ぶ台たいに姿を現したのはバラノフ・ヴィスコンティ戦争が終わってから十年も経った頃ころのこと。戦費捻ねん出しゆつのため商人たちから多額の寄付を受け取った見返りとして、戦後王家は平民たちの地位向上を約束した。手始めに平民が政務官採用試問を受けることが許され、平民出の花はな嫁よめ──ジェラルドの母が国王の愛あい妾しように迎えられた。彼女はこの国の第一王子を産み、すべては順調に進むかに見えたが──。

「この王宮で生きていくのに母は弱すぎた。それだけの話だ」

「ですが、殿下！　あなただってそのことでずいぶんご苦労をなさったではありませんか！」

　バルトロがなおも食い下がる。しかしそれ以上の抵てい抗こうは無む駄だだった。金の光を帯びた双そう眸ぼうがじろりと彼をにらむ。ただそれだけのことなのに、エリーナはぞくりと背筋が冷たくなるのを感じた。そこにあったのは絶対の拒きよ絶ぜつ。何者もこれ以上は踏ふみこませないという覚かく悟ごがジェラルドの全身から立ち上っていた。その意志はバルトロにも十分伝わったのだろう。

「……失礼いたしました」

　まっ白な頭を潔いさぎよく下げる。そのままバルトロはきびすを返した。コツコツと杖をつきながら部屋を出て行く。その背中は来た時よりも一回り小さくなって見えた気がした。

　深いため息が部屋を満たす。それはジェラルドがこぼしたものだった。碧い双眸は再び肖しよう像ぞう画がの方を向いている。その切なげな横顔を見ていると、エリーナは胸を締しめつけられる思いがして、ますます出て行くことができなくなってしまった。

　ジェラルドの母についてエリーナが知っていることは決して多くない。ただ誰も口にしない周知の事実として、彼女が最後に自らの命を絶ったことは知っている。慣れない王宮で頼たよる者もなく、乳ち飲のみ子を抱かかえた彼女は毎日を泣いて暮らし、最さい期ごには精神を患わずらってしまったのだと。その後、この魔ま窟くつのような王宮で独りになったジェラルドは何を思って育ったのだろう。彼が今の強さを手に入れるまでには、どれほどの苦労があったことだろう。

　扉の陰かげで一人過去に思いを巡めぐらせる。と、その時、なんの前まえ触ぶれもなく扉が開けられた。ドアノブに手をかけていたエリーナは引きずられて倒たおれそうになった。が、次の瞬しゆん間かん、傾かたむきかけた身体からだはたくましい腕うでに抱だき留められていた。

「いい加減隠れるのはあきらめたらどうだ？　間者の振ふりにも飽あきてきた頃だろう？」

「殿でん下か!?　いつから気づいて──」

　碧い双眸が真上から自分の顔を覗のぞきこんでいる。目が合った途と端たん、エリーナは腹筋背筋の全勢力を総動員して、腕の中から飛び退のいた。軽く目を瞠みはったジェラルドの口元に、一いつ拍ぱく遅おくれでからかうような笑みが浮うかぶ。

「なかなかによい反応だな。だが、間者をする気なら最初からもっと注意しろ。視界の隅すみでドレスの裾すそが揺れているのがずっと見えていたぞ」

　ジェラルドは盗ぬすみ聞きをされていたことを怒っていないのだろうか。明るい口調に戸と惑まどうエリーナを見て、彼はフッと小さく肩をすくめた。

「先ほどのことは気にするな。どうせ二次審しん査さの途と中ちゆうで探し物でもしていたのだろう？　わざとではなかったのだろうし、それにおまえも政務官を続けるつもりなら、宮きゆう廷てい内の対立軸じくについてしっかり把は握あくしておいた方がよい」

（それはそうだけど……）

　しかし本当にそれでいいのだろうか。今回自分は不意打ちのような形でジェラルドの内面に踏みこんでしまった。そのことを彼は気に病やまないだろうか。悶もん々もんと悩なやんでいるうちに、顔がだんだんとうつむいていく。その頰ほおをジェラルドがムニッと横から引っ張った。

「で、でんひゃ!?」

「そんな表情かおをするな。おまえの鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおは気に入らないが、その表情はもっと苛いらつく。母のことは確かに不幸だったと思うが仕方ない。それに俺はバルトロが思っているほど哀あわれな子どもだったわけでもない」

　力強く断じる。その言葉に、エリーナは何も返すことができなかった。ジェラルドの声はいつもと同じように気高く、自信に満ちている。けれど──。

（本心からそう思っているなら、どうして殿下はこんな表情かおをしてるのよ？）

　いつものように皮肉げな笑みを口元に刻もうとして失敗したのだろう。ジェラルドの整った顔には、今にも泣きだしそうな頼りない笑みが浮かんでいた。

（私、わかるわ。この人はきっとずっと強い振りをしてきただけなのね……）

　自分の鉄壁の笑顔と同じだ。王国の第一王子とはいえ、なんの後ろ盾だてもなく、精神を患った平民の母しか持たない。そんな彼が貴族優勢の王宮で認められるためにはどんな時でも涙なみだを見せず、自分の有能さを示し続ける必要があったのだろう。彼の持つ絶対の自信と強さは、きっと表に出せなかった弱さの裏返しなのだ。

「急に黙だまってどうした？」

　こちらの様子がおかしいことに気づいて、ジェラルドが眉まゆ根ねを寄せる。先ほど垣かい間ま見みた姿が噓うそのように、碧あおい双眸には力強い意志の光が戻もどっていた。

（ここで見たことは誰だれにも話さないわ。私の胸の内一つに収めて、死ぬまで黙ってるのよ）

　その決意もまた鉄壁の笑顔の裏に封ふうじて、エリーナはジェラルドの前で一礼した。

「思いがけず長居をしてしまって申し訳ございませんでした。二次審査の途中ですので、私はこれにて失礼いたしますわ」

「ああ。おまえなら大だい丈じよう夫ぶだと思うが、くれぐれも気をつけろよ」

「お気き遣づかいくださり、ありがとうございます。殿下もどうか……ご無理をなさらないように」

　こういう時に何を言ったらいいかわからなくて、結局エリーナの口をついて出たのはごく平へい凡ぼんな挨あい拶さつだった。ジェラルドをその場に残したまま、影かげの伝説を集めた部屋に戻って、後ろ手に扉とびらを閉める。と、同時に、エリーナの口からほろ苦いため息がこぼれた。

　ずっと強いだけの人だと思っていた。けれど、違ちがった。

（ディノも殿下も……みんな傷ついて、つらくて、それでも必死で歩いてきたんだわ）

　背負ってきたものの重さに見合うだけの未来があるとは限らない。それでも歩き続けてきたからこその現在いまがある。表の顔の裏に抱えた傷と、過去と──そのすべてと自分はどのように向き合っていけばいいだろう。

（あなたたちは私たちのように悩むことなんてなかったの？）

　心の中でそっと問う。翡ひ翠すいの瞳ひとみが向けられた先には、月つき影かげの誓せい約やくについて描えがいた絵が掛かけられていた。淡あわい月影の下で向かい合う女将軍と初代月影──彼らが今の時代に生きていたら、その末まつ裔えいである自分たちを見て何を思っただろう。

（今は亡なき人たち相手にアドバイスを求めたってしょうがないんだけどね）

　エリーナは深い吐と息いきをつくと、反対側の部屋へ続く扉に手をかけた。今は過去よりも現在に思いを馳せなくてはならない。二次審査通過の手がかりを求めて部屋を出て行く。影の伝説を並べたこの部屋には、その背中を見送る者など誰一人としていなかった。
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　見慣れた栗くり色いろの髪かみが隣となりの続き部屋に消える。パタンと扉の閉まる音を聞いて、ジェラルドは落ちてきた金きん蜜みつ色の髪をくしゃりとかき上げた。

「何をやってんだ、俺は……」

　信じられなかった。まさかこの部屋で、自分が誰かと穏おだやかに話す日が来るなど。たとえ父王が相手であっても、共にこの部屋に入ることをずっと拒こばみ続けてきた。なぜならここでは固く閉とざしてきた心の箍たがが緩ゆるんでしまうことを自覚していたから。亡き母の肖しよう像ぞうを前にすると、自分は誇ほこり高き為い政せい者しやではなく、ただの少年だった頃の自分に戻ってしまうのだ。

　いつまでも少女のような母の顔を見て、ジェラルドは深い吐息をついた。この王宮で生きていくのに彼女は純じゆん粋すいすぎた。人を疑うことを知らず、人を責める代わりに自分が傷ついて、悩んで──そして儚はかなく散っていった。母を死に追いやった者たちを今さら糾きゆう弾だんする気はない。王宮とはそういうところだからだ。だがそう思う一方で、母の肖像を前にするとすべて浅はかな言い訳にしか聞こえない気がして、ジェラルドは頭かぶりを振った。

（能力や意識が高くても心が弱ければつぶされる……そんな世の中でいいはずがない。今すぐには無理でも、王宮の現状を変えていかなければならないな）

　その時、自分の傍かたわらに立つ人間は何があってもめげない、図太い女である必要がある。

（そう、たとえばあいつのようにな……）

　令れい嬢じようたちの陰いん湿しつないじめに遭あっても、多少の無理難題をふっかけられても、乱れなき笑顔ですべて越こえていく。その姿を思い浮かべて口元が自然と緩んだ。と、その時、部屋の扉が外から開けられる音を耳にして、ジェラルドは反射的に背筋を正した。鋭するどく振り返る。刹せつ那な、整った顔に浮かんだ緊きん張ちようは淡あわ雪ゆきのように溶とけて消えた。

「なんだ、ディノか。今日は千せん客きやく万ばん来らいだな。急にどうした？」

　二次審査の途中で問題でも生じたのだろうか。ジェラルドにしてみれば、それは当然の疑問だった。が、訊きかれたディノの方はなぜか驚おどろいたように目を瞠っている。

「何か俺に用があったわけではないのか？」

　再度問う、その声にディノはふと我に返ったように頭を下げた。

「申し訳ございません。遅おくればせながら、殿下にご報告したいことがあって参ったのです」

「なんだ？　言ってみろ」

　一いつ瞬しゆん感じた不ふ審しん感かんを隠かくすように、胸の前で腕うでを組んで続きを促うながす。するとディノはジェラルドの近くまで歩いてきて、辺りを窺うかがうようにそっと告げた。

「実は一昨日おとといの夜、お妃きさき候補の一人から告白をされたのです」

「……自じ慢まんか？　エリーナのことなら心配するな。おまえがその候補とくっつくつもりなら、あいつのことは俺が引き受けてやる」

「…………殿下」

　さらりと告げた一言に、艶つややかな美び貌ぼうが心の底から嫌いやそうに歪ゆがむ。その姿を愉たのしく眺ながめてから、ジェラルドは真顔に戻った。

「まぁ、あいつのことはいいとして、おまえはなぜまた急にそんなことを報告しに来たのだ？　その女を今すぐ候補から外せとでも言うのか？」

「違います。ただ彼女の行動がどうしても解げせないものでして」

　形のいい顎あごに手を当てて、ディノが思案するように続ける。

「今までの審査での言動を見ている限り、頭の悪い人間だとは思えません。それなのに、なぜ選定会が終わるのを待たずに、あんな突とつ拍ぴよう子しもない行動に出たのかがわからなくて……」

「その人物というのは誰だれだ？」

「アメリア・ブルーノです」

　告げられた名前の意外性のなさに、ジェラルドは「なるほどな」とつぶやいて、組んでいた腕をほどいた。

「あいつなら、それくらいのことをやったって不思議ではない。何しろ公衆の面前で、女の頭に花をぶっ刺さすような奴やつだからな」

「……そうですね」

　完全に納なつ得とくしたとは思えない。それでも一つうなずくと、ディノはジェラルドに向かって深々と頭を下げた。

「お忙いそがしい中、お時間をちょうだいし、申し訳ございませんでした。報告は以上になります。俺はこれから二次審しん査さの見回りに行く必要がありますので、これにて失礼いたします」

「ああ、また何か気になることがあったら、いつでも来い」

「ありがとうございます。殿でん下かには包み隠さず、すべてご報告させていただきます」

　部下として好ましい台詞せりふを残して、ディノがきびすを返す。漆しつ黒こくの髪が扉の向こうに消えていく様をジェラルドは無感動に眺めていた。

（あいつ、何か隠しているな？）

　確証はない。ただいつものディノとは違う印象からそう思った。あの真面目まじめな男が、たったあれだけのことを告げるためだけに二次審査を途と中ちゆうで抜ぬけ出してきたとは思えない。

（これは選定会が終わるまでに、もう一波乱あるかもしれないな）

　先の視みえない未来に備えるように、ジェラルドの背筋がすっと伸のびる。そんな息むす子この背中を、未来への道を自ら閉ざした母だけがいつまでも見つめていた。




　王宮の庭に出たディノは初夏の空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸ってから、一度大きく吐はき出した。明るい陽ひ射ざしの下に出ても忘れることができない。あの肖しよう像ぞう画がに囲まれた部屋の中で、自分と話すジェラルドの口元は皮肉げに笑っていても、その目は怪け訝げんそうに眇すがめられていた。

（実際、さっきの俺の行動は自分でもかなりおかしかったと思うしな）

　心中で自分の未熟な態度を反省して、ディノは王宮のある方角へと足を向けた。

　告白をされたあの夜から、アメリアの行動がずっと気になっていたのは事実だ。しかしそれだけではない。本当はあの部屋でジェラルドに打ち明けなかったことがある。選定会が始まってからというもの、つき刺さるような嫌な視線を時折感じていた。ただいつもどんなに早く振ふり返ったところで、そこに人の姿はなかった。この感覚は強しいて言うなら──影かげに似ている。

（影なら人知れず俺を監かん視しすることも、人ひと混ごみに紛まぎれることもできるし、それに──）

　先ほどついに捉とらえたのだ。闇やみのように黒く、蠢うごめくようなその気配を。

　それは二次審査が滞とどこおりなく進むよう、お妃候補たちを遠巻きに監視していた時のことだった。いつもと同じ強きよう烈れつな視線を感じた自分は、取るものも取りあえずその気配を追いかけ、この資料館にやってきた。だが、やっと捕つかまえられると思って扉に手をかけた、その先にいたのはジェラルドだった。影のことを伝説だと思っている彼が、影を匿かくまうとも思えない。それにあの反応は、急に押しかけてきた自分に本気で驚いているようだった。

（なら、あの影はどこへ行ったんだ？　ここは影の呪のろいがかかったミモザの地じゃない。それなのに、なぜまた俺とエリーナを追うようにして現れたんだ？）

　影の血を引くとされるミモザ貴族の多くはウェルナーへの協力を理由に拘こう束そくしたが、自分が気づかなかっただけで、逃にげおおせた連中がいたとしてもおかしくはない。しかしそういった者がいると仮定したところで、なぜ今この時、王都に現れる必要があるのか。

（狙ねらいは殿下の暗殺か？）

　今度こそミモザの独立を成し遂とげるため、なりふり構わなくなってきているのではないか。

（いや、さすがにそこまでは……けど……）

　否定しようとして、否定しきれない自分がいる。何しろ彼らは思いあまって、一度は主人であるミモザ卿きようを監かん禁きんしたような連中だ。何がきっかけで過激な行動に走るかわからない。

　初夏の陽射しの下、吹ふきゆく風に不ふ吉きつなにおいを感じて、ディノは深いため息をこぼした。
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　夕ゆう陽ひが王都を茜あかね色いろに染め上げる頃ころ、アメリアたちと情報を交こう換かんし終えたエリーナは、ジェラルドが待つ謁えつ見けんの間に一人で向かった。その腕にはこぼれんばかりの花束が抱だきしめられている。先せん端たんが細くとがった紫むらさきの花は、今を盛りと咲さき誇ほこる夏アザミだった。

「殿下、あなたがお望みになるものをお持ちいたしました」

　政務官の顔で一礼して、玉座に座っているジェラルドに花束を渡わたす。

「なるほど、これがおまえの答えか。ならば問う。なぜおまえはこれを選んだ？」

　率そつ直ちよくな問いに対して、曖あい昧まいな回答は許されない。まるで政務官採用試問の時のような緊きん張ちよう感かんを覚えて、エリーナは大きく息を吸った。軽く目を閉じ──意を決して口を開く。

「朝の光が世界を包む時、残雪のように重たく暗い時は過ぎ去り、実りの季節が訪おとずれる」

　朗々とした声が二人だけの空間に響ひびく。最初はこれでいいのか不安だった。だが、ジェラルドがじっと耳を傾かたむけているのに勇気づけられて、エリーナは続く詩に一気に声を吹きこんだ。

「野に眠ねむるすべての種子は、春の息い吹ぶきに目を覚まし、永き平和に身を委ゆだねん。ただ願うは王国の輝かがやき。晩も昼も永久とわに我は王国と共に在らん」

　時間にすればほんの数十秒のことだが、無言で見つめられているプレッシャーから、握にぎった手にじんわりと汗あせがにじむのを感じる。そうしてエリーナが詩を最後まで唱え終えた時、ジェラルドの双そう眸ぼうにはおもしろがるような光が宿っていた。

「独立戦争の終結二百周年を祝ってリドルフォが詠よんだ詩だな。で、それがなぜアザミの花につながると思うのだ？」

「今の詩に出てきた全八節の冒ぼう頭とう一文字をつなげていってください。そうすると『アザミの花束』になるのです」

　答えながら、エリーナは資料館で見た一枚の絵を思い出していた。それは今から三百年ほど前の独立戦争の折、王国の初代国王たちがアッティラ帝てい国こくの軍によって窮きゆう地ちに追い込まれた時のこと。荒こう野やに凜と咲くアザミの花を持ってきた女将軍が「この花のようにしぶとく生き延びよう」と皆みなを励はげましたおかげで、国王は降こう伏ふくを思いとどまったという。そしてその後、影と呼ばれる者の助力もあって彼らは戦せん況きようを巻き返すことができた。

「アザミの花言葉は『独立』と『凜とした強さ』。それこそ殿下がお求めになった、ご正せい妃ひの資質ではございませんか？」

　ジェラルドが手元の花束に目を落とす。その口元に、満足げな深い笑えみが刻まれた。

「正解だ。俺はきれいなだけの花になど興味がない。多少のトゲはあってもこの花のようにたくましく、自分の意志を持っている女がいい」

　紫の花びらを指ではじいてジェラルドが答える。その顔は力強く、自信に満ち溢あふれていたが、エリーナはそこに潜ひそむ感情を表情と同じに捉えることができなかった。

　儚はかなげにほほえむ美女の姿がジェラルドの顔に重なって見える。彼は母のことなどもう気にしていないという素そ振ぶりを見せた。しかし、それならなぜアザミの花を二次審査の答えに選んだのか。二度と母のような人を、そして自分のような子どもを出さないために、「図太い」女を正妃に求めたのではないか。

　絶対の自信の裏に潜む傷の深さに触ふれた気がして、エリーナはいたたまれずに胸を押さえた。

（この人のために政務官としてできることをしたい……）

　心に浮うかんだ想おもいに、エリーナは自分自身で驚おどろいた。だが、無視することはなかった。自信家なだけではない。人の弱さも知るこの人を頂点に戴いただけたら、この国はきっともっとよくなる。そしてそのために、自分とディノの二人でできることをしたいと願う。

　ジェラルドの過去をみだりに人に話すことはできない。けれど、ディノなら皆まで言わずともわかってくれる気がした。彼もまた傷ついた過去と共に現在いまを生きている人だから。

（親友か恋こい人びとか、待ち受けている未来がどんなものかなんてわからないわ。でも、どんな形であれ、私はディノと一いつ緒しよに殿下を支えていくのよ）

　そして彼の下で、共に望む世界を築いていくのだ。仮の玉座に就つく若い主君の後ろに、願う未来を見つけた気がして、エリーナは深く頭こうべを垂れた。
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　世界が一日の終わりを告げる夜色に染まっていく。

　期限の夕刻を過ぎた頃、お妃きさき候補たちは順に謁見の間を訪れ、自分の見いだした答えをジェラルドに示した。結果は──聞かなくてもわかっている。エリーナが控ひかえの間に戻もどってきた時、こちらに向けられた令れい嬢じようたちの眼まな差ざし。それがすべてを物語っていた。

（まさかこういう結果になるとはね。そうすると、殿でん下かのご正妃に選ばれるのは……）

　王宮の廊ろう下かを一人歩きながら、エリーナは辺りに人がいないのをいいことに、「うーん」と眉み間けんにしわを寄せて腕うでを組んだ。政務官として、ジェラルドを頂点とする未来を実現させたいと願った。そのための第一歩として、誰だれが彼の正妃になるかは非常に重要な問題だ。

　残った候補たちの顔を脳のう裏りに思い描えがいて、彼女たちと協力する未来を想像してみる。と、その時、カッカッとヒールを勢いよく蹴ける音が後ろから近づいてきた。この場所でこんな豪ごう快かいな足音を立てて走ってくる女性になど、一人しか心当たりがない。

「エリーナ、待ってよ！」

　振り向いた先には予想通り、アメリアがいた。控えの間から自分を追いかけてきたのか、金糸のようになめらかな髪かみは乱れ、肩かたで大きく息をしている。

「せっかくお祝いしようと思ったのに、先に帰っちゃうなんてひどいわ」

「ごめんなさい。控えの間でフィオナ様と話しこんでいらっしゃるようでしたから」

「なら、あなたも途と中ちゆうから話に加わってくれればよかったのに！」

　アメリアがブスッと唇くちびるをとがらせる。だがすねた顔は長続きしない。彼女は「ま、いいわ」と言うと、整った顔に大輪の花のような笑みを浮かべて、エリーナの前に手を差し出した。

「合格、おめでとう。最終審しん査さに進めるのは私たち三人だけなんて、やったわね」

「アメリア様もおめでとうございます」

　目の前の手を取って、エリーナは穏おだやかにほほえみ返した。外そと面づらではない、それは心からの笑みだった。もう一人の候補であるフィオナも悪くないが、それよりアメリアの方がジェラルドの正妃になってくれたら、と切に願う。豪快な性格の彼女なら、公私ともに彼を支え、王宮のしがらみや因習など蹴け散ちらしてくれるだろう。

「最終審査でもぜひ頑がん張ばってください」

　握った手に力をこめる。エリーナとしては精せい一いつ杯ぱい自分の気持ちを伝えたつもりだった。だが、受け取ったアメリアの方はさして感かん銘めいを受けていないようだった。

「別に私はどうでもいいのよ。この選定会で、殿下のご正妃にふさわしい人も見つけたし」

　まるでいたずらっ子のように目を輝かせてフフッと笑う。握っていた手をアメリアが急に離はなした。戸と惑まどうエリーナの顔の前で、持ち上がった指先がピシッと動きを止める。

「あなたよ、エリーナ。あなたがこの国の王おう妃ひになればいいわ」

「え……」

「今までの審査を見ていて思ったんだけど、あなたは度胸もあるし、頭の回転も速い。殿下の好みにぴったりだわ！」

　アメリアが胸の前で手を合わせて楽しそうに笑う。それは自分にとって最高の賛辞のはずだったが、エリーナは素す直なおに喜べなかった。

「アメリア様、あなたもせっかく二次審査まで通過なさったのに、殿下のご正妃に選ばれなくて、本当によろしいんですの？」

「そうねぇ、確かに殿下もいい男ではあるけど、私にはちょっと物足りないかしら？　ま、それに私自身、この国の王妃になりたいなんて思ったことは一度もないしね」

「それはやはり……ディノ・ストラードのことが好きだからですか？」

　ディノが想っている相手はアメリアではなく自分だ。そのことに対する若じやつ干かんの後ろめたさを覚えながらも、確かく認にんの意味をこめて尋たずねる。すると、アメリアは予想通り「ええ」と満面の笑みでうなずいた。

「私はディノのことをあきらめられない。そんな女が殿下の正妃になったって、迷めい惑わくなだけでしょ？　私はディノのことを愛してるの」

　きっぱりとした宣言が人ひと気けのない廊下に響く。エリーナは無言のまま、アメリアの笑え顔がおを見つめた。別に同情したわけでも、堂々とした告白に胸を打たれたわけでもない。彼女の動きを止めたのは、本能的に感じた強きよう烈れつな違い和わ感かんだった。

（この笑顔……私と同じ？）

　きれいな笑みには違ちがいない。それなのに、心から笑っているようには見えなかった。第一、報むくわれない恋こいに見切りをつけたわけでもないのに、人はこんな爽さわやかに笑えるものではない。ならば、この笑顔は自分と同じ──外面なのではないか？

（アメリアは本当にディノのことが好きなの？）

　脳裏をよぎったエリーナの疑問に答えてくれる者はいなかった。広々とした廊下の真ん中で、揺ゆらめく憶おく測そくと納なつ得とくのできない心を一人もてあます。

「そろそろ晩ばん餐さんの時間だし、一度部屋に戻りましょ」

　アメリアがにこっと笑いかけてくる。それはいつもと同じ、晴れた夏空のように明るい笑みだったが、一度覚えた違和感は硬かたいしこりとなって、いつまでもエリーナの心に残った。
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　その夜、お妃候補たちの部屋が並ぶ一角はまるで水の中のような、くぐもった静けさに包まれていた。それもそのはず。二次審査で失格となった者たちはすでに王宮を引き払はらっており、ここには今、最終審査に進むことを許された三人しか残っていないのだ。

（私の任務もあと少しで完かん了りようってわけね。けど……）

　ジェラルドを交えた晩餐を終え、戻ってきた自分の部屋で、エリーナは眉間にしわを寄せた。誰にも見られていない安心感から、ドレスのままベッドの上に腹ばいになり、ペンを握にぎりしめている。その見つめる先には書きかけの報告書があった。最後に記した単語は「アメリア」。この先をどう続ければいいか、エリーナの迷いはペン先からじわりと紙ににじんだインクに表れていた。

（あの人ってば、本当に何を考えてるのかしら？）

　最初は豪快で明るい人だと思っていた。それがディノに対する繊せん細さいな恋こい心ごころを知り、さらには最後、自分に見せたあの表情かおをどう解かい釈しやくしていいか、エリーナにはわからなかった。ディノのことを「愛してる」と言った、あの笑顔は自分の外面と同じ匂においがする。

（なんていうか、すごく……作り物っぽいのよね）

　あの笑えみの下にはきっと自分の知らない本音が隠かくされている。でもそれが恋でないとしたら、いったいなんだろう。彼女は何が目的でディノに近づいたのか。

（こんなことアメリアに直接訊きくわけにもいかないし、どうしたらいいかしら？）

　明日あしたには最終審査が行われるというのに、思いがけぬ障害を前にして、ふてくされたように枕まくらに顔を沈しずめる。次の瞬しゆん間かん、エリーナは起き上がりこぼしのようにベッドから飛び起きた。

　部屋の扉とびらに顔を向ける。今、弱々しいノックの音が聞こえた気がしたのだが。

（こんな時間に誰？）

　聞き間ま違ちがいかと思いかけた矢先、もう一度扉がノックされた。思い切り部屋の明かりがついているのに無視するわけにもいかない。エリーナは書きかけの報告書を枕の下に隠すと、ドレスの裾すそを整えて立ち上がった。先ほどまでのだらしない姿を隠すように、笑みに力をこめて扉を開ける──そこに現れた者の様子に軽い衝しよう撃げきを覚えた。

「フィオナ様？」

　晩餐の席で見た時と変わらない。瞳ひとみの色と同じ、すみれ色のドレスを纏まとったフィオナがそこにいた。ただいつものふんわりとした雰ふん囲い気きはなりを潜ひそめ、こちらを見上げる瞳は不安そうに揺れている。どう見ても様子がおかしかった。

「こんな時間にどうなさいましたの？　何かお困りのことでもございましたか？」

　とりあえず安心させようとして、ことさらやさしく問いかける。すると、すみれ色の瞳に透とう明めいな涙なみだがじんわりとにじみだし──次の瞬間、フィオナは我が慢まんしきれなくなったかのように、エリーナの首に抱だきついてきた。

「フィ、フィオナ様!?」

「エリーナ様！　私、どうしたらいいかわからなくて……！」

　抱きしめていいかどうか迷って、空くうをさまよう手の下で細い肩かたが小刻みに震ふるえる。その様子にエリーナはすこぶる嫌いやな予感を覚えた。フィオナはか弱い外見に似合わず、芯しんのしっかりした娘こだ。彼女がここまで動どう揺ようするなど、よほどのことに違いない。

「どうか落ち着いてください。いったい何があったのですか？」

　こちらを見上げる瞳にためらうような、それでいて救いを求めるような光がよぎる。エリーナが肩に手を置くと、その力強さに安心したのか、やがて彼女は自分の大だい胆たんな行動を恥はじらうように目を伏ふせて、ゆっくりと口を開いた。

「こんな遅おそくに急に押しかけたりしてごめんなさい。ですが、先ほど見たことを私一人の胸に納めておくことはとても難しくて……」

「何をご覧になったのですか？」

「実はあの……明日の審しん査さを考えるとどうしても眠ねむれなくて、気分転てん換かんにお散歩をしていましたら、偶ぐう然ぜん見てしまったんです。アメリア様が殿との方がたと一いつ緒しよにお庭に出て行かれる姿を」

　エリーナの全身がさっとこわばる。一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎったのはディノの顔だった。二日前の夜、アメリアと二人寄り添そっていた姿が鮮せん明めいに蘇よみがえる。

「フィオナ様、その……アメリア様と一緒にいらした殿方というのは……」

「どなたかは存じません。初めて拝見するお顔でしたの」

「そう……ですか」

　ディノではなかった。その事実にエリーナの身体からだから力が抜ぬけていく。しかし安あん堵どは一瞬で、すぐに胸の奥底がもやもやとした苛いら立だちで満たされていくのを感じた。

（ディノじゃないって……彼のことを好きなくせに、アメリアは誰だれと会ってたのよ？）

　やっぱり自分が直感したように、彼女はディノのことなどなんとも思っていなかったのか。

「フィオナ様、お二人の様子はどんな感じでしたの？　恋こい仲なかのようでしたか？」

「それが……」

　妙みような迫はく力りよくに押されて、フィオナは困ったように胸の前で手を組んだ。

「私もよくわからなかったのですが、何か真しん剣けんな顔でお話し合いをしていらしたようで……」

（男性と夜中に二人で密談？　ディノと私じゃあるまいし、何を考えて……って、まさか！）

　自分たちの定期報告とアメリアの顔が重なった。瞬間、一つの答えがエリーナの脳裏に躍おどり出た。最悪にしてもっとも納得できるその答えは──。

（アメリアはその男の人の指図で、何かの情報を引き出すためディノに近づいた？）

　そうすればあの淡たん泊ぱくな愛の告白にも、ディノへの急な接近にも説明がつく気がした。

（でも、それならその黒幕はいったい誰なの？　ディノから聞ける情報といったら、選定会に関するものか……ミモザ関係？）

　心中でつぶやいた途と端たん、ひやりと冷たいものが胸をよぎるのをエリーナは感じた。心ではまさかと思ったが、頭ではそう考えるとしっくりくることが多すぎた。

　アメリアはカトレア州の出身だと言っていたが、同州出身の女性なら誰もが知っているという求きゆう婚こん詩を知らなかった。代わりに、普ふ通つうの令れい嬢じようにしてはやけにミモザ州のことを気にかけ、ミモザ州に関かかわりのある自分とディノの二人に最初からずっと絡からんできていた。そして何よりディノとの待ち合わせに向かった最初の夜、かつてミモザ州で感じたのと同じ、嫌な視線を覚えた。あれは自分を追う、影かげのものだったのではないか。

（アメリアはミモザ貴族の……影の残党だとでもいうの？）

　すべてはまだ推測の域を出ない。しかし違うと否定できるだけの材料もなくて、エリーナは焦しよう燥そうを抑おさえるように大きく息を吸った。これはどう考えても自分一人の手に余る問題だ。

（一度ディノに会って相談しないと！）

　黙だまりこんだ自分の顔をフィオナが不安そうに見上げている。エリーナはその肩から手を離はなすと、「選定会の責任者にご報告を」と言って部屋をあとにしようとした。だが──。

「お待ちください、エリーナ様！　このことはまだ他ほかの方におっしゃらないでください！」

　自分から知らせに来ておきながら、今さら何を言うのか。フィオナを見下ろすエリーナの瞳に、わずかだが不ふ審しんの影かげがよぎる。そのことに気づいて、彼女は慌あわてて顔の前で手を振ふった。

「すみません、急に失礼なことを！　ですが、その……万が一私の勘かん違ちがいであった場合、アメリア様の将来に傷がつくのではないかと心配になってしまいまして……」

　途と中ちゆうから自分の考えに自信がなくなってきたのか、フィオナの声はだんだんと小さくなっていった。が、反対にエリーナの方はその様子を前にして、頭が冷えていくのを感じた。

　フィオナの言うことにも一理ある気がした。お妃きさき候補に限らず、嫁よめ入いり前のすべての令嬢にとってスキャンダルはタブーだ。勘違いであったとあとから気づいたところで、一度立ってしまった噂うわさをもみ消すのは難しい。アメリアはあの性格だから気にしないだろうが、それでも万が一自分が先走ったせいで、他人の人生をつぶすような真ま似ねはしたくなかった。

「エリーナ様、どうなさいますか？」

　すみれ色の瞳が心配そうにこちらを見上げてくる。その目をまっすぐに見返して、エリーナは大きくうなずいた。

「わかりましたわ、フィオナ様。それではまずアメリア様が何をしにどちらへ向かわれたのか、私たちで確かく認にんしましょう！　案内していただけますか？」

「ええ、もちろんですわ！」

　やっと心から安心できたのか、フィオナの声がいつもの明るさを取り戻もどす。

　エリーナは後ろ手に部屋の扉を閉めて、夜の廊ろう下かに飛び出した。ディノとの待ち合わせまでにはまだ時間がある。それまでに一度様子を確認して、証しよう拠こを集めておくのも悪くない。

（すべて私の勘違いなら、その方がいいんだけど……）

　淡あわい期待を消せぬまま、案内役のフィオナと並んで、彼女の記き憶おくを頼たよりに庭へ出る。二人の背中を蒼あおい月だけがはるか高みからいつまでも眺ながめていた。
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　その夜、ジェラルドは一人自分の執しつ務む室にいた。書類と本で覆おおわれた机の端はしに、ぽつんと異い彩さいを放つ存在がある。それは二次審査を勝ち残ったお妃候補たちの絵姿だった。

（すべての駒こまは出そろった、か……）

　三人の姿を眺めて、ジェラルドは机に頰ほお杖づえをついた。それらの顔ぶれはほぼ自分の予想通りだったが、一つだけ意外だったことがある。それは二次審査でのエリーナの反応だった。

（あいつ、あんな表情かおもできるんだな）

　アザミの花束を持ってきた、あの時のエリーナの顔を思い浮うかべて、ジェラルドの口元が自然と笑みの形につり上がる。いつものうさんくさい笑顔とは違う。玉座の下から自分を振り仰あおぐ、翡ひ翠すいの瞳ひとみはどこまでもまっすぐで心ここ地ちよかった。彼女が隣となりにいたらどれほど心強いか、心安らぐか。そんな他愛たわいもないことに思いを馳はせそうになって、ジェラルドは頭かぶりを振った。

（何を考えているんだ、俺は。あいつにはあの男がいるというのに）

　自分たちのような主君と臣下のつながりとは違う。いつも傍かたわらにいて、彼女が唯ゆい一いつ心からの笑えみを向ける相手。それがなぜ彼なのか、自分にはわからない。ミモザの血を引く者同士、二人の間には自分の入りこめない絆きずながあるのか。もしそうだとしたら、それはなんなのか。

　胸の奥にわだかまる想おもいをもてあまして、ジェラルドはエリーナの肖しよう像ぞうに手を伸のばした。絵の中の彼女はいつもと同じ、完かん璧ぺきな笑みを装よそおっている。

（向けられた想いは忠誠であっても、この外面を壊こわせた。今はそれで満足するしかないのか？）

　長い指先がもっと深い何かを求めるように、絵の中のエリーナの頰ほおに触ふれた──瞬しゆん間かん、バタンッと部屋に響ひびいた音に、ジェラルドは全身をこわばらせた。それはなんの前まえ触ぶれもなく、執務室の扉とびらが外から開けられた音だった。誰も通すなと言っておいたのに、ロレンツォは何をしているのか。ジェラルドは不ふ機き嫌げんそうに扉に顔を向け──すぐに自分の非を悟さとった。

「オルガ、おまえが年の割に頑がん丈じようなのは知っているが、いくらなんでも元気すぎるだろう？」

　口の端はしにほろ苦い笑みが浮かぶ。ジェラルドの視線の先にはロレンツォを腰こしに巻きつけたまま、胸を張って立つ老女の姿があった。

「私だってどうせ抱きつかれるならこんなごつい男じゃなくて、ディノのような美青年の方がよかったですよ。ですけどね、あなたの部屋に入ろうとしてくっつかれたのなら、ここはもう引きずってくるしかないじゃありませんか」

　普通は立ち止まるとか、あきらめるとかいった選せん択たく肢しがあるはずだが、オルガの前では意味をなさない。無論、自分が「帰れ」と言ったところで引き下がりもしないだろう。ジェラルドは早々に観念すると、ロレンツォを片手で退さがらせ、「なんの用だ？」と目で問うた。

　オルガはここまでわざわざ乗りこんできたくせに、何も言わない。金色の瞳はおもしろいものを見つけたかのように、ある一点を凝ぎよう視しして輝かがやいている。いったいなんのつもりか。

　ジェラルドはオルガの見つめる先に視線を重ね──反射的に手を引っこめた。うっかり失念していたが、その指先はエリーナの肖像に触れたままだったのだ。

　見られた気まずさから、物ぶつ騒そうな光を帯びた双そう眸ぼうがじろりと白髪しらがの縦ロールをにらむ。無論、そのくらいでへこたれるオルガではない。彼女はジェラルドの前に進み出ると、その肩かたをポンとやさしくたたいて言った。

「何もお答えにならなくて結構です。殿でん下かもお年とし頃ごろですから、いろいろと悩なやむこともおありでしょう。どうしてもという時は、このオルガにご相談なさっても構いませんよ」

「……おまえだけは死んでも頼りたくないのだが」

「まぁ、そうおっしゃらずに。臣下として、お困りの殿下を放ほうってはおけませんからね」

　台詞せりふ自体は問題ないのに、ものすごく嫌いやな感じがするのはなぜだろう。ジェラルドの半眼を受けて、オルガは気分を切り替かえるようにまっ白な縦ロールをふぁさりと後ろにかき上げた。

「まぁ、殿下のお悩みはそのうちじっくりお聞きするとして、今日は別のご相談がございます」

「ほぅ、なんだ？」

　やっと本題に入れると思ったジェラルドが腕うでを組んで問う。その碧あおい双眸を正面から見み据すえて、オルガはなんのためらいもなく、まっすぐに斬きりこんできた。

「殿下、あなたは何か新たな命令をお出しになりましたか？」

「どういうことだ？　何か問題でも起きたのか？」

「今の状じよう況きようでは私も判じかねるのですが、実は……」

　二人きりの部屋であっても周囲を気にするように、オルガがジェラルドに耳打ちをする。その言葉が長い夜の始まりを告げる合図となった。
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　夜空にかかった月が世界を包む。まるで海の底のようにゆらり、ゆらりと揺ゆれる蒼い光の中、ディノは庭の四阿あずまやでエリーナを待っていた。

　バラの香かおりは昨夜の口づけを思い出させる。甘く切ない熱が引いたあと、自分を男として意識してまっ赤になっていた。その時の顔を思い起こして、ディノの口元は自然とほころんだ。

　再会したばかりの頃ころと比べると、驚おどろくほど表情が豊かになった。翡翠の瞳はまっすぐに自分自身を見て反応してくれる。その眼まな差ざしは心地よく、見つめられるたびに固くこごっていた心がゆっくりとほどけていくのを感じる。けれど、まだ足りなかった。新しい顔を知るたび、ねだりたくなる。自分だけにもっといろんな君を見せて、と。

（今夜はちゃんと逃にげずに来てくれるかな？　伝えたいことが山ほどあるんだ）

　胸を満たすこの愛いとおしい気持ちと、そして──今日気づいた、怪あやしげな影かげの存在について。

　資料館の奥に消えた黒い姿を思い浮かべて、ディノは考えこむように顎あごに手を当てた。現状ではその目的どころか、あれが本当に影だったのかすらわからない。しかし、だからといって無視しておいていいはずもなかった。何かが起きてからでは遅おそいのだ。

（まずは二人で現状を確認していかないと。そのうえで今後の対策を練って……）

　どうやって調べていくのが一番効率的か、ディノが考えを巡めぐらせ始めた。その時、

「ディノ！　やっぱりここにいたのね！」

　自分を呼ぶ声が夜の闇やみに響いた。それは待ち望んだ少女のものではない。振り向いた先に見いだしたのは、月明かりを受けて輝く金きん髪ぱつと澄すんだ空色の瞳。顔に満面の笑みをたたえたアメリアがまっすぐに庭をつっ切って、こちらに向かってきていた。

（なぜ彼女がこんなところに？　いや、その前に──なぜ俺がここにいるとわかったんだ？）

　自分がここで打ち合わせをしていることは、エリーナやジェラルドを含ふくめたごく少数の人間にしか知られていないはずだ。漆しつ黒こくの双眸に混じる一いち抹まつの警けい戒かい心しんに気づいたのか、近づいてきたアメリアがペロッと小さく舌を出して笑った。

「やだ、そんな顔しないでよ！　急に押しかけたりして悪かったわ。でも私、選定会が終わる前にどうしてももう一度あなたに会っておきたかったの！」

　表面をなぞるだけなら健けな気げに聞こえる。ただその内容と奇き妙みように明るい声の間に言いようのない落差を覚えて、ディノはアメリアを避さけるように一歩身体からだを退ひいた。

「ディノ？」

「なぜだ？　どうして君は俺に構う？」

「私はあなたに振ふられたけど、それでもやっぱりあなたのことが好きで！」

　潤うるんだ空色の瞳が自分を見上げる。その姿がディノの覚えた違い和わ感かんを決定的にした。かつてエリーナの外面に対して感じたもの以上の作り物らしさがそこにはあった。向けられた視線は熱を伴ともなわず、繰くり返される愛の言葉は表面をすべるだけで何一つ自分の心に届いていない。

　動機の読めない行動を前にして、得体の知れない気味の悪さを覚える。と、その時、美しく整った顔の後ろに嫌な現実を見た気がして、ディノはハッと息を吞のんだ。

　今までのアメリアの行動を顧かえりみる。彼女はお妃きさき候補の一人としてエリーナに近づく一方で、自分に告白をしてきた。最初は単なる偶ぐう然ぜんに過ぎないと思っていたが、もし彼女が自分たちの正体とつながりを知っていたとしたら──その意味するところはただ一つ。

「ディノ、どうしたの？」

　アメリアが胸の前で手を組んで、コクンと首をかしげる。どれだけ愛らしい仕草を見せつけられようと、ディノは取り合わなかった。アメリアを見下ろす漆黒の眼差しに、冷え切った鋭するどい光がよぎる。

「いい加減、茶番はやめないか？」

「どういうこと？」

「君は俺を愛してなんかいない。俺に近づいた真の目的はなんだ？」

「目的だなんて……好きな人のことをもっと知りたいと願うのは当然でしょ？　それなのに、そんな目で私のことを見ていたなんて！」

　あくまで否定するアメリアの前で、ディノは呆あきれたように額に手を当てて首を横に振った。

「君がそのつもりなら、こちらも訊きき方を変えよう。君は俺と……同族なのか？」

　わかる者にならわかる問いに、アメリアは──ニヤリと口元をつり上げた。

　ディノの背筋を、冷たい刃やいばを突つきつけられたような嫌な予感が走り抜ぬける。脳のう裏りをよぎったのはやはりという思いと、まさかという二種類の心。

「アメリア、君は──」

　目の前の姿が消える前に捕つかまえようとして、とっさに手首を摑つかんだ。瞬間、ディノは予想外の感かん触しよくに驚いて手を離はなした。こんなことが選定会であるはずがない。しかし今のは──。

「ディノ、今はそのくらいにしておけ」

　突とつ如じよとして後ろからかけられた声に、ディノははじかれたように振り返った。その先にいたのは、バラ園のどんな花よりも華はなやかで気高い存在。ロレンツォとオルガを従えたジェラルドがこちらに向かって歩いてきていた。

「こんな時間にこんな場所へいったいなんのご用ですか？」

　警戒の色を露あらわにしたディノに向けて、近づいてきたジェラルドが落ち着けというように、肩をたたいた。

「別におまえを見張っていたわけではない。先ほどオルガが警備の衛兵からちょっとした報告を受けたものでな」

　その場にいた全員の視線がオルガに移る。すると彼女は「ま、なんというかね」と、めずらしく歯切れの悪い様子で、白髪の縦ロールをいじりながら口を開いた。

「さっき警備の衛兵が交こう替たいのため、お妃候補たちの部屋が並ぶ一角に行ったら、消えていたそうなんだよ。その交替相手と、守るべき相手であるお妃候補たち全員が」

　ディノは反射的にアメリアの方を向いた。彼女は驚いたように目を瞠みはっている。演技の続きかと思ったが、違ちがう。細ほそ面おもての美び貌ぼうは隠かくしようのない険しい雰ふん囲い気きで覆おおわれていた。

（彼女の仕し業わざじゃない？　なら、誰だれがなんの目的で？）

「ネズミが一いつ匹ぴき、俺の城に入りこんだようだな。それもかなり知ち恵えの回る奴やつが」

　ジェラルドが皆みなの顔を見回して告げる。その言葉は重苦しい響ひびきを伴って、その場にいた全員の上にのしかかった。
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　聞こえたのは、背後で扉とびらの閉まる音だった。振り向いた時にはもう遅い。エリーナとフィオナの二人は資料館の、影たちの絵を飾かざったあの部屋に閉じこめられていた。とっさに両りよう隣どなりの部屋へ続く扉に手をかけたが、当然のように両方とも鍵かぎがかけられている。影の絵にぐるりと囲まれた室内で、残りの外へつながる道は明かり取りを兼かねた大きな窓が一つだけ。

（……アメリアか誰か知らないけど、やられたわ）

　エリーナは心中で自分の間ま抜ぬけさを呪のろった。フィオナの案内でアメリアを探していたのに、逆にこんな醜しゆう態たいをさらす羽目になってしまうなんてありえなかった。

「エリーナ様……」

　一つだけ持ってきたカンテラの明かりを受けて、フィオナの青白くなった顔が薄うす闇やみに浮うかぶ。その姿にエリーナは胸が痛むのを覚えた。敵の目的は知らないが、お妃候補である彼女だけは無事に王宮まで送り返さなければならなかった。そのためにやるべきことは決まっている。

「大だい丈じよう夫ぶですわ、フィオナ様。何があってもあなたは私がお守りいたします」

　エリーナはすくむ心を胸の奥に封ふうじて、安心させるように笑いかけた。

　フィオナの緊きん張ちようがわずかに緩ゆるんだのを見届けてから、カンテラを部屋の端はしに置く。そのまま扉の前に進んで、スーッと深呼吸。スカートをたくし上げて大きく足を振り上げた。瞬しゆん間かん、

「おやめください！」

　目の前に華きや奢しやな身体が飛び出してきた。

（何!?　なんでフィオナが脱だつ出しゆつの邪じや魔まをするのよ!?）

　行き場を失った足が空くうをかき、床ゆかに尻しり餅もちをつく。涙なみだ目めで腰こしをさするエリーナの前に膝ひざをついて、フィオナがすがるような目で見上げてきた。

「ごめんなさい。でも外にはきっとまだ見張りがいます。下手へたに刺し激げきをしては危ないですわ」

（なら、ここでおとなしくしてろって言うの!?）

　そんなこと自分にはできない。エリーナはフィオナを説得しようとして──途と中ちゆうでやめた。

「エリーナ様、どうか無む茶ちやはなさらないでください。あなたにまで何かあったら、私……」

　ずっと心細いのを我が慢まんしていたのだろう。うつむいたすみれ色の瞳ひとみから透とう明めいな涙がこぼれる。

（しょうがないわね）

　エリーナは焦あせる心をフィオナから隠すように、顔をわずかに下に向けた。くやしさに唇くちびるを嚙かみしめる。一刻も早くここから出たかったが、政務官として自分が第一に考えるべきは彼女の安全だ。百パーセントの無事が保証されない限り、今は救きゆう援えんを待つべきかもしれない。ディノならきっとすぐ異変に気づいてくれる。それまでの辛しん抱ぼうだと自分に言い聞かせて、エリーナは床に置いておいたカンテラを手元に引き寄せた。まずは明かりの確保。そして──。

「フィオナ様、ご心配をおかけして申し訳ございませんでした。ここは助けを待ちましょう」

　そう言って、フィオナを扉から離れたところに移動させる。何かあった時、自分が盾たてになれるようぴったり寄り添そって床に座り、カンテラを二人の間に置く。

　一つ息を吸ってから、エリーナは改めて室内を見回した。自分たちを囲むようにして、壁かべには影かげにまつわる数々の絵が飾られている。まるでその歴史を照らすように、向かいにある窓から月明かりが射さしこんでいた。温かみのない石の床の上で蒼い光が踊おどる。その様をなんとはなしに眺ながめていたエリーナは、途中でギョッとして目を見開いた。

　最初に視界をかすめたのは床の上に描えがかれた、血のようにまっ赤な曲線だった。いや、よく見るとそれは円の形をしていた。しかもその内側には呪じゆ文もんか何かのように、自分の知らない文様がびっしりと描きこまれている。こんなもの、二次審しん査さの途中で来た時には絶対になかった。

（アメリアたちと……影と何か関係があるのかしら？　よくわからないけど、とにかく近づかない方がいいわね）

　円えん陣じんと少しでも距きよ離りを置くように、床に座ったまま壁にピタリと背を寄せる。隣となりのフィオナは何も言わない。けれど、あんなものを見つけて不気味に思わないことはないはずだ。

　心配してちらりと横目で様子を窺うかがう。瞬間、エリーナは目をむいた。床に置かれたカンテラの明かりが部屋を照らす。その淡あわい光を受けた横顔には、普ふ段だんのふんわりとした雰囲気からは想像もつかないほど暗い翳かげりが落ちていた。伏ふせたすみれ色の瞳がじっと何かに耐たえるように、床の中央を凝ぎよう視ししている。そこには例の円陣が描かれていた。

（いや、まぁ、確かに気になりはするだろうけど……）

　それにしても様子がおかしい。フィオナはごく普ふ通つうの少女だ。いきなりこんな状じよう況きようにたたきこまれて、不安と心細さのあまり神経がささくれ立っているのだろうか。

「大丈夫ですよ、フィオナ様。私がついておりますから」

　力強く言って、エリーナは床に投げ出されていた白い手に自分の手を重ねた。すみれ色の瞳がはじかれたようにこちらを見上げる。この瞳をこれ以上昏くらい光で満たさせてはならない。

「二人で一いつ緒しよにここから脱出して、最終審査もちゃんと受けて、それから──私たちを待っている人たちのもとに帰りましょう」

　握にぎった手に力をこめてフィオナにほほえみかける。それは彼女の心を落ち着かせるために告げた言葉だった。しかし言っているそばから自分の方が勇気づけられるような、温かな想おもいで心が満たされていくのをエリーナは感じた。その心の真ん中にいたのは一人の青年だった。

　自分を見る、その時だけ研とぎ澄すまされた美貌が和やわらいでやわらかな微笑で包まれる。その顔を今すぐ見たいと思った。そんな自分に驚おどろく一方で、叶かなわぬ願いを前に、エリーナは胸にぽっかりと穴が空いたような切なさが全身に広がっていくのを覚えた。いつの間にか隣にいるのが当たり前になっていた。そのぬくもりを感じられないことがこんなにも心細く、寂さびしいなんて。

　触ふれたかった。あのやさしく笑う横顔に。

　この愛いとしく切ない気持ちをなんと呼べばいいのか、エリーナはもう気づいていた。

（私、ディノのことを……）

　トクン、トクンと脈打つ胸をドレスの上から押さえる。溢あふれる想いがこぼれ出さないよう、一度ギュッと目を閉じてからエリーナは再び横を向いた。今は自分の気持ちより、フィオナのことを考えなければならない。

「フィオナ様、あなたにはお会いしたい方がいらっしゃいますか？」

　不安を吹ふき飛ばすようにわざと明るい声で尋たずねた。瞬間、フィオナは虚きよを衝つかれたかのように、すみれ色の瞳を大きく見開いた。予想外の反応に、気を遣つかったつもりでいたエリーナの方がかえって慌あわててしまった。

「ごめんなさい。別に詮せん索さくするつもりはなかったのですが──」

　とっさにはぐらかそうとする。その言葉はしかし、フィオナの落ち着いた声に遮さえぎられた。

「父ですわ」

「え？」

「今回のことがすべて終わったら、私は父に会いたいと思っておりますの」

　握っていた手をフィオナが振ふりほどく。気き遣づかい屋の彼女らしくない仕草に驚きつつも、エリーナは何も言わなかった。こんな部屋に閉じこめられて、きっと気が昂たかぶっているのだろう。

「大丈夫です。お父様にもすぐにお会いできますわ」

　少しでもこの場の空気を軽くしようとしてエリーナが言った。その言葉に、フィオナはなぜかひどく傷ついたような顔になった。

「フィオナ様？」

「あなたがその台詞せりふをおっしゃいますか？」

　どういう意味だろう。自分は気づかぬうちに何か無神経なことを言ってしまったのだろうか。戸と惑まどうエリーナを見て、フィオナがハッと首を横に振った。

「ごめんなさい。父は今囚とらわれの身なものですから、少し気が立っておりましたの」

「…………？　フィオナ様、あなたのお父様はミモザ商人でいらっしゃいますわよね？」

「……ええ」

　フィオナがうなずくまでに一いつ拍ぱく分の奇き妙みような間があった。そのわずかな時間がエリーナの胸に疑念の花を芽め吹ぶかせた。この部屋に入ってきてから、彼女はどうも様子がおかしい。最初は不安なせいだと思っていたが、そんなことで自分の父親の身分まで忘れてしまうだろうか。

（でもフィオナが噓うそをつく必要なんてないし、王宮の調書は誤魔化せないわ）

　お妃きさき候補の身元など特に入念な調べが入るところだ。逮たい捕ほ歴など隠かくせるものではない。

（第一、ミモザ州で囚われの身なんて、ウェルナーに荷か担たんしたミモザ貴族じゃあるまいし）

　しっかりしている一方で、詩や伝説が好きなフィオナのことだ。今の話にはきっと別の意図があったのだろう。無む理り矢や理り自分を納なつ得とくさせて横を見る。瞬間、翡ひ翠すいの瞳が凍こおりついた。

　床に描かれた円陣の手前で、フィオナの影がゆらりと揺ゆらめいて見えた気がした。目をこする。瞬またたき一つののちに、その姿は黒い無機質な色を取り戻もどしていた。だが一いつ瞬しゆん感じた、背筋のぞくりと冷えるような感覚を拭ぬぐい去ることはできない。

　最悪の筋書きを思い浮かべて、エリーナはゴクリとつばを吞のみこんだ。自分が守るべきお妃候補を疑いたくない。けれど政務官として、何よりミモザの血を引く者として、確かめておかなければならなかった。

「フィオナ様、つかぬことをお伺うかがいしますが、あなたのお父様はいつ逮捕されたのですか？」

「……数ヶ月前のことですわ」

　淡たん々たんとした答えに、エリーナの疑念は確信に変わった。大切な父親が捕つかまった日を正確に答えられない娘むすめなど普通はいない。曖あい昧まいな数字は故意に何かを隠している証しよう拠こ。ならば──。

「お父様がお捕まりになって、大変ですわね。ですが──」

　フィオナの表情がピクリと動く。その顔から目を逸そらさぬまま、エリーナはことさら冷たい声で告げた。

「あなたのお父様がそうなったのはウェルナーと共にミモザ卿きようを幽ゆう閉へいし、ミモザの地を混乱に陥おとしいれた結果。囚われたところで、自じ業ごう自じ得とくですわ」

「違ちがいます！　すべてはあなた方のせいです！」

　フィオナが叫さけぶ。刹せつ那な、彼女はしまったというように口元を手で覆おおった。が、遅おそかった。

　心のどこかで違ってくれと願っていた。最後の希望を打ち砕くだかれて、エリーナは拳こぶしを握りしめた。どうやって身元を偽いつわったのかはわからない。だが、フィオナが父と呼ぶその人はおそらくミモザ貴族の──影の血を引いている。

　今さら引き返せないと悟さとったのか、フィオナが覚かく悟ごを決めたようにゆっくりと立ち上がる。自分を見下ろす顔からは年とし頃ごろの娘らしい表情が消え去り、代わりにどす黒く恨うらみに染まった色が浮うかんでいた。
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　夜の闇やみに覆われた王宮の庭をディノはロレンツォを従えたジェラルドとオルガ、そしてアメリアと共に駆かけていた。ことがことだけに表おもて沙ざ汰たにするわけにはいかず、五人は「エリーナとフィオナが庭に出て行くところを偶ぐう然ぜん見た」という侍じ従じゆうの証言を元に二人を探していた。

　人々が寝ね静しずまった夜の中、自分たちの足音だけがやけに大きく響ひびいて聞こえる。その音をどこか遠い世界のもののように感じながら、ディノは機械的に足を走らせていた。心を占しめていたのはたった一つの願い。

（エリーナ、どうか無事でいてくれ……）

　五年前、最初に彼女を失ったと思った時の比ではない。暗く重たい不安が心を蝕むしばんでいくのを感じる。あの笑え顔がおが傍かたわらから消えた未来なんて、想像すらしたくなかった。

（もし事件の背後に影かげがいるのだとしたら、彼女をさらったのはミモザ貴族の残党か？　彼女をミモザ卿の座に就つけるために）

　いずれも憶おく測そくでしかない可能性を前に、じれるような焦しよう燥そうが全身を襲おそう。と、その時、隣を走っていたジェラルドがこちらの思考を読んだかのようなタイミングで声をかけてきた。

「おい、ディノ。今回の黒幕は誰だれで、狙ねらいはなんだと思う？」

　一瞬、ディノは言葉に詰つまった。

　ジェラルドにはすべてを打ち明けたいという衝しよう動どうに駆られる。が、まだ早い。彼個人を信じてはいても、彼は権力を持つ側の人間だ。自分たち影の存在を、その力を明かすことはためらわれて──迷った末、ディノが口にしたのはごく常識的な答えだった。

「エリーナたちをさらったということは選定会の妨ぼう害がいが目的だと俺は思います」

　ディノを見るジェラルドの目が不服そうに眇すがめられた。

「おまえは本気で、そんなものが敵の最終目標だと信じているのか？」

「……どういう意味でしょうか？」

「俺はおまえに、何か隠していることはないかと問うているのだ」

　ジェラルドの足がピタリと止まる。つられてディノも数歩先で立ち止まった。

　人ひと気けのない夜の庭園において、物ぶつ騒そうな金の光を帯びた双そう眸ぼうが漆しつ黒こくの瞳ひとみを射い貫ぬく。お互たがい一歩も譲ゆずらぬ空気の中、先に動いたのはジェラルドの方だった。

「ミモザ貴族たちがミモザ卿を拘束したという五年前の夜以来、ミモザに関かかわりのある者たちの間で、偶然とは思えないほど多くの事件が起きている。それについて何か知らないか？」

「失礼ですが、なぜ殿でん下かが今そのようなことをお尋ねになるのかわかりません。それに隠しごとというのでしたら──」

　横に立つアメリアの方を、漆黒の双眸がちらりと見やる。

「殿下の方こそ、この選定会において責任者である俺に黙だまっていたことはございませんか？」

　二つの視線が互いの腹を探さぐり合うようにして絡からみ合う。触ふれたら切れてしまいそうなほどの緊きん張ちよう感かんが辺りを満たした。その時、パンパンと手をたたく音がその空気を断たち切った。

「あんたたち、こんなところで時間を無む駄だにするんじゃないよ！　仕事には優先順位ってもんがあるんだから、その件はあと回しにして、まずはエリーナたちを探すよ！」

　二人の間に割って入ったオルガを見て、ジェラルドが「それもそうだな」とつぶやく。

「このまま全員で一いつ緒しよに走り回っていても効率が悪い。ここは二手に分かれるぞ。オルガとロレンツォは俺と共に来い！　ディノとアメリアの二人は資料館の方を見て回れ！」

　ディノが抗こう議ぎの声を上げる間もなかった。言いたいことだけを一方的に言い捨てて、金きん蜜みつ色の髪かみが初夏の薄うす闇やみへと消えていく。

　ディノはちらりと横を窺うかがった。そこではドレスの裾すそをたくし上げたアメリアが、もう片方の手を自分に向けてひらひらと振っている。

「殿下のご命令ですもの。ディノ、一緒にエリーナを探しに行くわよ！」

　いろいろと言いたいことはあったが、この緊きん迫ぱくした状じよう況きよう下ではもみ合っている時間ですら惜おしい。ディノは小さく頭かぶりを振ると、アメリアと並んで庭園の奥へと走りだした。
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　しびれるように張り詰めた空気の中、エリーナは深しん紅くのドレスを翻ひるがえして立ち上がった。

　砂糖菓が子しのようにかわいいと思った、あの少女はもうどこにもいない。自分に向けられたすみれ色の瞳には深く昏くらい光が宿っている。その光から目を逸らさぬまま、エリーナは緊張に乾かわいた口で一つの疑問を紡つむいだ。

「なぜミモザ貴族が──影が身分を偽ってまで選定会に出ることになったの？」

　フィオナは答えない。代わりに、その口元にフッと自らを嘲あざ笑わらうような笑みが浮かんだ。

「私が影だと……そこまで気づかれたのであれば、もう我が慢まんする必要もございませんわね。私はあなたに会うために、この王宮に来たんです」

「どうやって？　あなたはミモザ商人を騙だまして、その娘になり代わったの？」

　エリーナにとってそれは至し極ごく真ま面じ目めな推測だったが、フィオナは最高の冗じよう談だんを聞いたとでもいうように、口元を手で覆って笑った。

「エリーナ様の想像力には感服いたしますが、私は正しよう真しん正しよう銘めいミモザ商人の娘ですわ。あの商人は本気で私を正妃の座に就けるため、私を選定会に送りこんだようですし」

「どういう意味？」

　フィオナの父は影の血を引くミモザ貴族だという。それなら、「あの商人」とはいったい誰のことを指しているのか。

「わからないという顔をしてらっしゃいますね。ならば、教えて差し上げますわ。あなたが私と父に対してどんな仕打ちをなさったかを」

　フィオナが一歩前に出る。少しでも距きよ離りを置くように、じりりと退さがったエリーナの背中は後ろの壁かべにぶつかった。窓から射さしこむ月つき影かげと床ゆかに置いたカンテラの光を受けて、フィオナの顔に不思議な陰いん影えいが生まれる。彼女はエリーナの目を正面から見て告げた。

「私の戸こ籍せき上の父はミモザ州でも屈くつ指しの商人ですが、本当の父は違います。私は母とその恋こい人びとで、あなたに捕とらわれたミモザ貴族との間に生まれた娘なのです」

「え……」

　突とつ然ぜんの告白にエリーナは息を吞のんだ。ただフィオナの方はこちらの反応など、どうでもよかったらしい。つらい過去から逃にげるように、すみれ色の瞳がわずかに下を向く。

「世せ間けん体ていを気にするあの商人は、実の子でないと知っても私のことを育ててくれました。ですが、長じてのち影としての力を開花させた私を気味悪がり、遠ざけました。母も父に棄すてられたら終わりだと思っていたのでしょう。私は広い屋や敷しきの中で、いつもたった独りでした。けれど、ある日そんな世界から父が私を救い出しに来てくれたのです！」

　フィオナが顔を上げる。彼女は目の前に本当の父がいるかのように、胸の前で手を組んでやわらかくほほえんだ。

「あの暗く陰いん湿しつな屋敷の中で、自分が疎うとまれる理由すらわからず、泣き暮らす私に父は教えてくれたのです。選ばれた者として生きる運命と誇ほこりを！」

　フィオナが言い放つ。その宣言は堂々とした自信に満ちていた。なのに、対たい峙じするエリーナの方は鋭するどい刃やいばの切っ先をつきつけられたかのように、胸が痛むのを覚えた。

　広い屋敷にたった独り。血のつながる者はいても心の通じる者はなく、泣き暮らしていた女の子を思う。何も持たない彼女にとって、影の誇りは生きる唯ゆい一いつの希望になったのだろう。

　自分は影という選ばれた力を持つ存在だ。自分の力を恐おそれ、あしざまに扱あつかう平へい凡ぼんな人間たちとは違ちがうのだ。いつか影の力を使って彼らを見返してやると、そう思うことでフィオナは周囲の冷たい仕打ちにも、抱かかえきれないほどの孤こ独どくにも耐たえることができたのだろう。その心はわかる気がした。けれど──。

「父は私に、十七歳になったら一緒に暮らそうと言ってくれました。それなのに……！」

　フィオナの言葉が途と中ちゆうで切れる。その先は言われなくてもわかった。

「あの夜、父はウェルナー様と共にミモザ州を正しい道に戻もどそうとしただけです。私は父の一人娘むすめとしてその意志を継つぎ、父とミモザの地をこの手で取り戻してみせます！」

　血を吐はくような絶ぜつ叫きようなのに、そこに秘ひめられた響きは触れたら壊こわれてしまいそうなほどに儚はかなく痛々しい。華きや奢しやな身体からだで精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張る。そんなフィオナの姿に、エリーナは心の奥底から苦く切ない想おもいがこみ上げてくるのを感じた。

（運命の因果は連れん鎖さするのね……）

　自分やディノとは形が違う。しかし目の前の彼女もまた、影としての運命に翻ほん弄ろうされてきた人なのだ。今なら影の力を棄てたいと願った、ディノの気持ちもわかる気がした。影のような力は、その特別さゆえに生きる希望になることもある。だが、もしフィオナが最初から影の力など持たない普ふ通つうの娘だったら？　彼女の前には別の平凡で幸せな道があったかもしれない。

（だめだわ、このままじゃ。影の力に振ふり回されてばかりの人生なんて馬ば鹿かげてる。力とは人が幸せになるためのものであって、力のために人が在るんじゃないもの。けど、どうしたらこの負の因果を断ち切れるのかしら？）

　一度影に生まれた者は死ぬまで影の力から逃のがれられないという。ならばディノが、フィオナが、そして多くの影たちが自らの力に苦しまないように、影としての自分だけが存在理由のすべてになってしまわないように、新しい世界を創つくっていくしかない。

（運命とか生まれとか、自分じゃどうしようもできないことのせいで苦しむ人がこれ以上現れないように、最初の誓せい約やくを受けた女将軍の末まつ裔えいとして……ううん、政務官として私は自分にできることをしていかなきゃならないのよ！）

　心を決めてグッと拳こぶしを握りしめる。視界の端に、月影の誓約を描えがいた絵が映った。女将軍と初代月影が何を考え、どんな世界を望んでいたのかは知らない。彼らに関係なく、自分は自分の足でディノと共に歩いて行く。二人して目指す世界を創っていくために。

「事情がわかったのでしたら、もうよろしいでしょうか？　エリーナ様、あなたには私をあなたの月影に選んでいただきます」

　くぐもった光の中でフィオナが告げる。その顔にはぞっとするほどきれいな笑えみが浮うかんでいた。
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　ジェラルドたちと別れたディノは、アメリアと共に資料館を目指して夜の庭園を走っていた。

　先ほどからずっと薄うす気き味みの悪い予感のようなものを覚えていた。昼間資料館で見かけた黒い影かげの存在が忘れられない。もしあれが本当に影だとしたら、なぜあんなところをうろついていたのか。エリーナが消えたことと何か関係があるのか。そしてもう一つ気になることが──。

「そんなに警けい戒かいしないでよ。別にあなたのことを取って食べたりなんてしないから」

　横を走っていたアメリアが、ディノに距離を置かれたことに気づいてクスッと笑った。

「お互たがい協力してる仲なんだし、もう少し打ち解けてくれてもいいんじゃない？」

「なら、手始めに君の正体と目的について教えてくれないか？」

「ずいぶんとストレートな訊きき方ね。たまには女をじらすような仕草も見せないと、エリーナに飽あきられちゃうわよ」

「君に女の気持ちがわかるとも思えないんだが」

「ひっどーい！　こんな美女を捕つかまえておいて、なんてことを言うの！」

　傷ついたような声を出していても、アメリアの顔はクスクスと楽しそうに笑っている。

「まぁ、あなたは私のことを信用していないみたいだけど、安心して。エリーナのことを助けたいと思う気持ちは一いつ緒しよだから。私、彼女のことを気に入ってるの」

　どこまでその言葉を信じていいかはわからない。だが、ジェラルドが自分と彼女を一緒に行動させたということは、すべてが噓うそというわけではないだろう。

（殿でん下かだってエリーナを失いたくはないだろうからな）

　その気持ちが臣下に対するものなのか、それとも何か別のものなのか、自分にはわからない。しかしいずれにせよ、この点についてだけはジェラルドを信じていいと思った。

（俺と殿下のどちらが先に見つけるのでも構わない。とにかく無事でいてくれ、エリーナ）

　祈いのるような思いで夜空を見上げる。刹せつ那な、ディノの足は凍こおりついたようにその場に止まった。

「ディノ、急にどうしたの？」

　気づいたアメリアが立ち止まる。同じように顔を上げた彼女は、新緑で満たされた庭の先を見て二の句が継つげずに固まった。
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　ディノたちが動きを止めた少し前、エリーナとフィオナの二人は部屋の中央に描かれた円えん陣じんを挟はさんで対峙していた。向かい合う視線の先にエリーナが感じていたのは胃を引き絞しぼられるほどの緊きん張ちよう感かんと、一つの疑問だった。

（私の月影になるって……フィオナは私がすでに月影の誓約を受けていることを知らないの？）

　ウェルナーや彼女の父を含ふくむミモザ貴族たちから何も聞いていなかったのだろうか。だが、それにしてもおかしい。ディノが自分の月影だと知らないなら、どうして今すぐこの場で誓約を迫せまってこないのだろう。第一自分に対する誓約が目的なら、選定会も終わりに近づいた頃ころにアメリアをだしに使って自分を呼び出し、わざわざ一緒に捕まった振りをする必要なんてない。会った最初の日に自分をさらってしまえば、ことは片づいたはずだ。

（じゃあ、フィオナは噓をついてるの？　彼女の狙ねらいが私じゃないとしたら……）

「エリーナ様、あなたは待っているのですか？　誰だれかが助けに来てくださるのを」

　フィオナの顔に冷たい笑みが浮かぶ。こんな状じよう況きようでもまったく焦あせりのない様子に、エリーナの中でもやもやとしていた疑念がはっきりとした形を取った。まるで時間稼かせぎのように語られた身の上話と、この態度。フィオナが真に捕とらえたいと願っている相手はきっと自分ではない。自分がいる限り、必ずここへ来ると思われる人──ディノだ。

（でも、なんで？　ディノを攻こう撃げきすることで、月つき影かげの座が空くのならともかく……）

　巡めぐらせかけた思考をエリーナは途中で止めた。壁に飾かざられた、月影の誓約について描かれた絵を凝ぎよう視しする。頭をよぎったのは、前にディノから聞いた言葉だった。影がその力を棄すてられるのは自らの命が尽つきた時だけだ、と。自らの月影を失った時、女将軍の末裔はどうなるのだろう。遺のこされた永い時を、自らの半身ともいえる月影なしで生きていくのだろうか。

（それとも……新しい月影を選べるの？）

　自分で出した答えに、エリーナはぞっとした。しかし、それならフィオナの行動もわかる気がした。ディノから月影の座を奪うばい、新たに自分が月影の力を得る。そうすれば、ミモザ城に閉じこめられている影たちを解放することだってたやすいだろう。

（王宮から人が少なくなるタイミングを狙っていたのも、床ゆかに描かれている変な円陣も、すべてはディノを捕らえるための罠わなだとしたら……）

　自分は一刻も早くここを去らなければならなかった。けれど、どうやって？

　フィオナと向き合ったまま、エリーナは視線だけ辺りに巡らせた。影の絵でぐるりと囲まれた部屋の中、光を放つ場所が二つある。一つは自分のすぐ足あし下もとに置かれたカンテラ。そしてもう一つはフィオナの後ろにある窓だった。ここは二階だし、自分一人ならなんとかあの窓を通って逃にげられるだろう。それより問題はあそこに行くまでの間、フィオナが自分を放ほうっておいてくれるかどうかだった。

（何か……一いつ瞬しゆんでもいいのよ。彼女の気を逸そらせないかしら？）

　はやる気持ちがエリーナの足を一歩前に踏ふみ出させた。その時だった。しゅるりと細く冷たい何かが足首に絡からみついた。

『あと少しだけ、おとなしくしていていただけませんか？』

　鈴すずを転がすようなあの声が、人の形をした闇やみから上がる。刹那、エリーナの視界が大きく揺ゆれた。感じたのは足首を締しめつけられる鈍にぶい痛みと、直後に後頭部に走った鋭するどい衝しよう撃げき。黒い人影から伸のびた触しよく手しゆが自分を引っ張って倒たおしたのだと気づいた、その時にはすでに床の上を引きずられそうになっていた。その先に待っていたのは夜よりも深い闇で満たされた人影。

　このままではまずい。自分はディノをおびき寄せるための人ひと質じちにされてしまう。

（そんなのだめよ！　絶対に！）

　すべる身体からだを止めようとして、伸ばした手が床の上をのたうち回る。足首を摑つかむ触手に力がこもった。もう無理だと思った、その時、指先が硬かたく温かい何かに触ふれた。そこにあったのはぼんやりとした人工の明かり──カンテラだ。

『エリーナ様、無む駄だな抵てい抗こうはおやめください』

　黒い触手のような影がもう一本、自分に向かって伸びてくる。瞬しゆん間かん、本能がエリーナの身体をつき動かしていた。鷲わし摑づかみにしたカンテラを迫り来る影に向けて投げつける。光は尾おを引くようにして影の内に吸いこまれていき──。

（え……？）

　自分を捕らえていた力がすべて消えたのを感じて、エリーナは目をむいた。反射的に上半身を起こして見る。その先では光を怖こわがるように、部屋の隅すみに飛び退のいた影の姿があった。いや、正確には影ではない。深い闇のような姿にはいつの間にか人としての色が生まれかけていた。

（影は光が苦手なの!?）

　確信はなかったが、この機を逃のがす手はない。エリーナは窓辺に駆かけ寄り、窓を左右にバンッと勢いよく開けた。初夏のほのかな熱を帯びた風が吹ふきこんできて、栗くり色いろの髪かみを舞まい上げる。

（これは無む謀ぼうじゃなくて緊きん急きゆう事態だから！　今日だけは見み逃のがしてよね！）

　ここにはいないパートナーに心中で言い訳をして、窓まど枠わくに足をかける。そのまま石造りの壁かべを伝って外に逃げようとした──が、エリーナの足がそれ以上先へ進むことはなかった。彼女の動きを止めたのは、髪に絡まった触手のような黒い手。

　肩かた越ごしに振ふり向いた先で、夜の色を纏った人影がニヤリと笑った気がした。
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　見上げた先にあったのは風に揺れる長い髪。初夏の薄うす闇やみの中、目をこらす。遠くてはっきりとはわからない。それでも開いた窓の先で、華きや奢しやな人影が窓枠に足をかけたのがわかった。

（あれはエリーナ!?　なぜあんなところに!?）

　考えられる理由は一つ──影かげだ。

　前に黒い影のような姿が資料館の中に消えていくのを見かけた。あれはこの時のためだったのか。すべてはこうして彼女を捕らえるため。

　窓枠の上で、人影の纏まとうスカートがふわりと風に舞ったのが見える。その姿が夜の闇に身を翻ひるがえそうとした──直前で、部屋の中に消えた。それは何かの力で後ろから引っ張られたかのように、急すぎる退場の仕方だった。

「やだ！　エリーナの他ほかにも誰かいるの!?」

　アメリアの悲鳴じみた叫さけびに、ディノは我に返った。全身から冷たい汗あせが一いつ斉せいに噴ふき出す。よく見えなかったが、きっと間ま違ちがいない。あの部屋には──彼女の後ろには影がいる。

「ディノ！　早くあそこに行かないと！」

　アメリアに横から腕うでを引っ張られる。言われるまでもなかった。彼女を引き留めたのが本当に影だとしたら危ない。その目的がはっきりしない以上、次に何をされるかわからなかった。

（どうすればいい!?　今すぐあそこへ向かうには──）

　影になれば庭園に落ちた物もの陰かげの間を伝い、一瞬にして彼女のもとに行ける。けれど、人として生きることを望んだ自分が影に身を転じることはためらわれた。できることなら、この力は二度と使いたくなかった。しかし──。

「しっかりしなさい！　エリーナを助けたいんでしょ!?」

　ガクガクとアメリアに肩かたを揺すぶられる。ディノの脳のう裏りにエリーナの顔が浮うかんだ。影としての生き方を強要した過去のミモザ卿きようたちとも、影であることを誇ほこってきたミモザ貴族たちとも違ちがう。自分自身をまっすぐに見てくれる眼まな差ざし。

　──あなたは、あなたよ。

　エリーナ自身はきっと深く考えていない。ごく当然のように言ってもらえた、その言葉がどれほど自分にとって尊いものであったか。影も運命も関係なく、彼女の隣となりでただのディノとして生きていきたいと心から願った。しかし、今ここで彼女を失っては意味がない。

「ディノ!?　どこへ行くの!?」

　アメリアの制止を振り切って、ディノは来た道を戻もどった。

　風に潤うるおった夏の匂においを感じる。新緑の陰かげに入った瞬間、ディノは夜空を飾る月に向けて手を伸ばした。蒼あおい月影に導かれるようにして、指先からだんだんと闇が全身に広がっていくのを感じる。自分という自我が遠ざかり、身体が深い闇を受け容いれていき、そして──。

　最後、ディノの意識は影の中に溶とけていった。




　アメリアがディノを追って木立の後ろに回った時、そこに彼の姿はなかった。地面を踏みしめる自分の湿しめった足音だけが、闇に閉とざされた庭園に、生ある者の響ひびきを残す。念のため木々の周りを歩いてみて、アメリアは口の端はしをゆっくりとつり上げた。

「ふーん、なるほどね。おもしろいことになってきたじゃない。早さつ速そく殿でん下かにご報告しなきゃ」
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　部屋を照らす光源が窓から降り注ぐ蒼い月影だけになった。初夏の淡あわい闇の中、エリーナは自分が完全に追い詰つめられたことを悟さとって唇くちびるを嚙かみしめた。

　今すぐ逃げなければならないとわかっているのに身体が動かない。それどころか、息をすることすらままならない。蜘く蛛もの巣に囚とらわれた蝶ちようのように、全身にフィオナの触手のような黒い影が絡みついていた。

『おとなしくしていてくださいと申しましたのに、抵抗なさるんですもの』

　この状態になったのはすべてエリーナの責任だというように、フィオナが耳元でささやく。自由を求めてもがいた手は影に吞のみこまれ、部屋の隅へと引きずられていった。

（何か手はないの!?　私はこのままここでディノを呼ぶための餌えさになるしかないの!?）

　涙なみだでにじんだ視界に、壁に飾かざられた一枚の絵と、床に血で描えがかれたような円えん陣じんが映った。あの絵のように月影の下で結ばれた誓せい約やくは三百年の時を越こえ、その末まつ裔えいたちに悲ひ惨さんな結末しかもたらさないのか。過去の影たちと同じ結びを受け容れるなど、自分は絶対に嫌いやだった。自分たちは月影と女将軍の末裔ではなく人として互たがいを求め合い、共に生きていくと誓ちかったのだから。それに──。

（私はディノに、自分の気持ちをまだちゃんと伝えてないのに！）

　このままでは終われない。全身で抵抗を示そうとして、身をよじらせる。荒あらくなった呼吸を落ち着けようとして、口を大きく開いた。その上に黒い触手のような闇が重なった。

「ぐっ……！」

　息ができない。苦しさのあまり、意識がだんだん遠のいていきそうになった。その時、栗色の髪が波打つように後ろに舞い上がった。感じたのは部屋に飛びこんできた一いち陣じんの風。

『真打ちの登場ですわね』

　喜色を帯びた声が耳を打つ。色を失いかけていた視界の隅を黒いものがかすめて見えた。部屋に落ちた物陰の間を伝い、窓の前に長身の人影が浮かび上がる。その影は──ディノ。

『俺のパートナーを返してもらいに来た』

　端たん的てきに告げる、その声は泣きたくなるほどのなつかしさを含ふくんでいた。が、エリーナは素す直なおに喜べなかった。なぜならこの部屋の床ゆかには、正体のわからない円陣が描かれている。

（これ以上近づいちゃだめ！　フィオナは何か罠わなを仕し掛かけてるのよ！）

　大声で忠告したいのに、押さえられた口からはヒューヒューとした息が漏もれるだけ。何もできない自分の身体を締め上げる、フィオナの黒い触手に力がこもった。

『今ここでエリーナ様をお返しするわけにはまいりませんわ』

『そうか、なら……』

　ディノの声を発する人影がゆらりと一歩前に出る。自分を抱かかえたフィオナの影が、怯ひるんだように壁かべ際ぎわに退さがった。だが、これはきっと無意識ではない。彼女はわざとやっているのだ。目の前の円陣にディノを誘さそいこむため。

『待て！』

　逃にげるように揺ゆれた人ひと影かげに向けて、ディノが黒い腕を伸のばした。

（だめ！　円陣が……！）

　エリーナが声の伴ともなわない悲鳴を上げる。刹せつ那な、まぶたの裏まで灼やきつくすような蒼い閃せん光こうが部屋を貫つらぬいた。何が起きたのか、一いつ瞬しゆんわからなかった。あまりのまぶしさに反射的に目を閉じ──再び開いた時、エリーナの心も身体からだもすべて黒い腕の中で凍こおりついた。

　血のように赤い円陣の上に、艶つややかな黒くろ髪かみが広がっていた。闇やみと同じ色をしていても影とは違う。それは人間の髪だった。あの円陣は影としての力を吸い取るものなのか、そこには人としての姿を取り戻したディノが倒たおれていた。

「うっ……」

　ディノの口からかすかなうめき声が漏れる。その音に反応したかのように、夜よりも深き闇が触しよく手しゆのような腕をエリーナの後ろから伸ばした。否いな、腕だけに留とどまらない。蠢うごめく闇をエリーナの身体に巻きつけて残したまま、人影のように見える本体がディノの胸の上に移動していく。

　とっさに腕を振り上げてディノは抵てい抗こうしようとした。が、無む駄だだった。

　薄闇で満たされた部屋の中、真下に捕とらえたディノの首を、人影から新たに生まれた一本の黒い手がゆっくりと絞しめ上げていった。
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　ジェラルドがその光に気づいたのは偶ぐう然ぜんだった。蒼い稲いな妻ずまのような光が夜を貫く。隣を走っていたオルガがまっ白な縦ロールを翻して振ふり返った。途と端たんに金の双そう眸ぼうが厳しく眇すがめられる。

「あっちにあるのは資料館……くらいのものですよね？」

　オルガの言いたいことがジェラルドにはよくわかった。エリーナたちを巡めぐって今何が起きているのか、すべては曇くもりガラスの向こうのように曖あい昧まいでわからない。だが、今の光は無視できなかった。

「二人とも！　一度様子を確かく認にんしに行くぞ！」

「殿下！」

　いつでも主人の安全を第一に考えるロレンツォが、自分を止めようとして前に飛び出す。その横をすり抜ぬけて、ジェラルドは走った。王国の第一王位継けい承しよう者しやとして無む茶ちやはできない。しかしそれでも少しずつ自分に本心をさらしてくれるようになった、あの少女を失いたくなかった。

　蒼い月つき影かげの下を駆かけに駆け、新緑の木立を抜けて石造りの館やかたの前に出た。その時、

「殿下、お待ちしておりました。早く参りますよ！」

　横から伸びてきた手がジェラルドの腕を摑つかんだ。薄うす闇やみの中でもはっきりとわかる美び貌ぼうが自分を見上げている。しかしその隣にいるべき、もう一つの顔がそこにはなかった。

「ディノはどうした？」

「行けばわかります。この先にあなたの求めていたものがあるかもしれないんです！」

　アメリアが男顔負けの怪かい力りきでジェラルドの長身を引っ張っていく。やがて彼女は資料館の、一枚の扉とびらを前にして足を止めた。そこは母の肖しよう像ぞうが眠ねむる部屋の一つ手前。月影の誓約を題材にした絵が多数飾られているはずの部屋だった。ここに入ればすべての謎なぞが明らかになるのか。

　ゴクリと喉のどを鳴らしたジェラルドが目で促うながす。ロレンツォが腰こしから抜いた剣けんを一いつ閃せんさせた。二つの空間を隔へだてていた扉が一瞬にして破は壊かいされ、隠かくされていた向こうの世界が露あらわになる。オルガが持ってきたカンテラの明かりで中を照らした。刹那、ジェラルドたちは声もなくその場に凍りついた。

　黒い人影のようなものが、床に倒れたディノの上に馬乗りになっていた。そこから伸びた手──いや、触手とでも表現すべきものがその首をゆっくりと絞め上げている。さらに同じところから生まれたもう一つの触手は、部屋の隅すみで膝ひざをついたエリーナの身体を幾いく重えにも巻いていた。まさかこれは──。

「伝説の影かげ……か？」

　ジェラルドのつぶやきが乾かわいた響きを伴って部屋にこぼれた。その時だった。ディノに覆おおい被かぶさっていた黒い影がジェラルドの言葉に反応したように、ピクリと揺れた。その一瞬の隙すきをディノは逃のがさなかった。白い礼服を纏まとった長身が床の上を転がる。気づいた影があとを追おうとした。だが、遅おそい。一いつ拍ぱく遅おくれで伸びた触手は空くうを切るだけで、飛び退のくディノの身体を捕らえることができなかった。

「ロレンツォ！」

　ジェラルドが叫さけぶ。と、同時に、意を汲くんだ護衛が部屋の隅まで伸びていた黒い触手に斬きりかかった。影相手に物理的な攻こう撃げきが効いたかどうかはわからない。それでも形勢不利とみたのか、闇のような姿が一いつ瞬しゆん揺ゆらぐ。その隙にジェラルドはエリーナのもとに駆け寄った。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　空気を求めて、床に膝をついたエリーナの肩かたが大きくあえぐ。その身体を助け起こそうとして、ジェラルドは驚おどろきに手を止めた。触ふれた指の先に感じたのは、想像よりもはるかに華きや奢しやな肩だった。

（気は強くても、まだ十七歳の少女なんだな……）

　この少女を守りたい。こんなつらい想おもいを二度と味わわせたくない。背中に回した手に力をこめて抱だき上げる。ビクリと震ふるえたエリーナが自分の方に顔を向けた。

「でん……か……」

「なんだ？」

　自分でも驚くほどやさしい声がエリーナの上に降る。耳を寄せて続きを聞こうとした。その時、翡ひ翠すいの瞳ひとみが凍りついたように見開かれた。と、同時に、首に荒あら縄なわのようなものが巻きつくのをジェラルドは感じた。

（くっ……！　何事だ!?）

　喉を押しつぶされるような苦痛をこらえて、首を後ろに巡らせる。その先で、影の触手がまっすぐ自分に向けて伸びているのが見えた。




「殿でん下か！」

　いつも表情の乏とぼしいロレンツォの顔が恐きよう怖ふに引きつる。

　頰ほおに触れていた金きん蜜みつ色の髪かみが一瞬にしてその場から消えたのにエリーナは気づいた。と、同時に、自分を支えていた腕うでがなくなって勢いよく床に落とされる。鋭するどい痛みが全身に走った。が、そんなことを気にしている場合ではなかった。

（フィオナは殿下をどうするつもりなの!?）

　息もできぬほど張り詰つめた空気の中、辺りを見回す。部屋の奥で、人の姿を取り戻もどしたディノが影に囚とらわれたジェラルドを声もなく見つめていた。彼だけではない。この場に駆けつけてきたオルガもロレンツォも、そしてアメリアまでもが動けずに、緊きん張ちようにしびれたような眼まな差ざしをジェラルドたちに注いでいる。

　人の形を纏っただけの影に表情などあるはずがない。ただジェラルドの首に回された黒い触手が意志ある者のように蠢うごめいた。その時、そこには確かに笑えみが浮うかんで見えた気がした。

　人の手をかたどった闇が一点を指さす。その先にいたのはロレンツォだった。

『殿下のお命が惜おしかったら、あなたの剣でディノの胸をつきなさい！』

（え!?）

　全員が息を吞のむ音で部屋の空気が揺れた気がした。ロレンツォを見る。主人を守れなかった不ふ甲が斐いなさを悔くいているのか、その顔には初めて見る険しい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。紫むらさき水ずい晶しようのような瞳が、思い詰めたようにディノと腰にはいた剣を見比べる。

「よせ……！　こんなところで屈くつ服ぷくするなど……くっ……！」

　黒い触手に首を後ろからギリギリと絞め上げられて、ジェラルドの顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

『無駄な争いは望みません。あなたがディノを刺さすのと同時に、私は殿下を解放します！』

「………………」

　ロレンツォの苦く悩のうが、エリーナには手に取るようにわかった。片時もそばを離はなれることなくジェラルドに仕え、自分の命より大切に思ってきた彼のことだ。主人を助けられるのであれば、無益な殺せつ生しように手を染めることすら最後には受け容いれるだろう。

（卑ひ怯きようだわ。ディノの命を奪うばうために、人の想いをそんな風に利用するなんて！）

『さぁ！　早くなさらないと殿下のお命が危あやうくなりますわよ！』

　首に回された黒い手に力が加わったのか、ジェラルドの顔が赤く染まっていく。その変化がロレンツォに決断を促した。カチャリと乾いた音を立てて、大きく無骨な手が剣に触れる。紫むらさきの瞳が部屋の反対側に佇たたずむディノをにらんだ。瞬しゆん間かん、エリーナは二人の間に飛びこんでいた。

「お待ちください、ロレンツォ様！　殿下は必ずお救いいたしますから！」

「どうやって？」

「それは……！」

　今すぐ何かを提案しなければならない。わかっているのに、開いた唇くちびるは乾いた空気を吐はき出すだけで、具体的な言葉を紡つむぐことができない。絶望的な未来を前に、無力な自分に歯がみする。と、その時、ロレンツォから庇かばうよう精一杯大きく見せていたエリーナの肩に、ディノが後ろから手をかけた。

「もういいよ、エリーナ。十分だ」

「そんなこと言わないでよ！」

　反論しようとして振り返る。刹せつ那な、エリーナの身体からだはディノに抱だきしめられていた。

　こんな時にいったい何を考えているのか。頭がまっ白になったエリーナの耳元で、ディノがささやく。

「この先何が起きても、俺は君の決断を信じるよ」

　ハッとして顔を上げる。艶つややかな美貌が間近で大きくうなずいた。その意味することは一つ──月影としての力の解放。

（でも、ディノは影としての力を二度と使いたくなかったんじゃないの!?）

　影に生まれたがゆえに半生を翻ほん弄ろうされ、その力を疎うとんで生きてきた。そんな彼に自分も影の、特に月影の力を使わせたくなどなかった。それに、ここにいるのは影について知っている者たちだけではない。力の解放は、伝説に過ぎなかった月影の存在を彼らに教えることになってしまう。

（そんなことになったら、人として生きることが二度とできなくなるかもしれないのに！）

　本当に、それでもいいのだろうか。

　戸と惑まどいに揺ゆれるエリーナの目を、漆しつ黒こくの双そう眸ぼうがまっすぐに見つめた。

「いいんだよ、エリーナ。どんな姿になっても、君が俺のことを見ていてくれるなら」

　整った顔に透とう明めいな笑みが浮かぶ。すべて吹ふっ切れたようなその表情かおに、胸を締しめつけられるような切なさがこみ上げてくるのをエリーナは感じた。

　向けられたのはむき出しの信しん頼らい。自分は過去のミモザ卿きようのようにはならないと信じて、すべてを預けてくれる。この心に自分は応こたえなければならなかった。

「ディノ」

「うん」

「何があっても、あなたはあなただから」

　背中に回された手に一度だけ力がこもる。やがて触れていた熱がゆっくりと離れていった。

「これでもう思い残すことはございません、ロレンツォ様」

　覚かく悟ごを決めたように、ディノが胸を張って進み出る。その堂々とした姿にロレンツォは怯ひるんだようだが、ジェラルドの苦痛に満ちた声が聞こえてきた瞬間に、迷いは断たち切れたらしい。軍人らしい骨張った手が腰こし元もとの剣に向けてゆっくりと伸のびる。その一つ一つの動作を、エリーナは大きく見開いた翡翠の瞳で凝ぎよう視ししていた。

（ディノが刺される直前──フィオナの影かげが殿下から離れた瞬間に月つき影かげの力を解放できれば、まだ勝機はあるわ。けれど……）

　フィオナも警けい戒かいしている今、そんなにうまくことが運ぶだろうか。勝負は一いつ瞬しゆん。失敗したらディノの命がない。震えそうになる自分を叱しつ咤たしてエリーナが拳こぶしを握にぎりしめた。その上に、不意にしわの寄った小さな手が重ねられた。

「エリーナ、大丈夫かい？」

　振ふり返った先には、心配に顔を歪めたオルガが立っていた。自分は平気だと伝えようとして手を握り返す。すると、オルガはもう一方の手をさらにその上に重ねようと伸ばしてきて──その腕にかけられていたものの存在に、エリーナは「あっ」と叫びそうになった。薄うす闇やみの中、温かな人工の光を灯ともすそれは──。

（これだわ！）

　刹那の閃ひらめきを形にすべく、エリーナはオルガの肩に腕を回して小こ柄がらな身体を引き寄せた。

「オルガ様、お願いいたします！　このあと私が叫んだら……」

　あとから思えば、何も知らない彼女に対して突とつ拍ぴよう子しもないお願いをしたものだと思う。だが女じよ傑けつと名高いオルガはエリーナの鬼き気き迫せまった様子に何かを感じてくれたのか、何も聞き返してこなかった。真しん剣けんな表情を浮かべた顔が一度だけうなずく。まさにその時だった。部屋の中央でロレンツォが剣けんを抜ぬいた。ぬらりと光る刃やいばがディノの頭上に振りかざされる。

　心を氷の矢で射い貫ぬかれたような恐怖がエリーナを襲おそった。胸をよぎったのは五年前に直面した喪そう失しつ感かん。大切な──あの時よりもっと大切に想うようになった相手を失うなど、絶対に嫌いやだった。彼と共にいたいなら、どんなにつらくても恐こわくても自分が動くしかない。

「殿下を！」

　主人の解放を求めながら、ロレンツォが刃を振り下ろした。ジェラルドにまとわりついていた黒い影が霧きりのようにその身体から離れていく。刹那、エリーナは声の限りに叫さけんでいた。

「汝なんじを我に捧ささげよ。月影の名の下もとに──」

『やっぱり！』

　くぐもった叫びが影となったフィオナから上がる。解放の呪じゆ文もんをこれ以上続けさせまいとして、黒く蠢うごめく触しよく手しゆが眼前に伸びてきた。その指先が栗くり色いろの髪に触ふれそうになった。瞬間、

「これでもくらいな！」

　オルガが持っていたカンテラを闇やみに向かって投げつけた。影の姿が一いつ瞬しゆん淡あわくなって消えかける。その隙すきをエリーナは逃のがさなかった。

「月影の名の下もとに、汝の力を解き放て！」

　張り上げた声が部屋を走る。その響ひびきに応えたかのように、銀の刃を向けられた先で、ディノの身体が闇に溶とけていった。




　自分の身に何が起きているのか、ジェラルドにははっきりとわからなかった。首に絡からみついていた闇色の触手が緩ゆるみ、息を吸えるようになったと思った。その矢先、自分の横を黒い一いち陣じんの風のような何かが通り過ぎていった。金きん蜜みつ色の髪かみがさぁっと後ろに揺れる。その耳元で、ささやくような低い声がした。
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『殿でん下か、お逃にげください』

「…………ディノか!?」

　反射的に顔を上げる。そこに見知った部下の姿はなかった。ジェラルドが目にしたのは、夜よりも深き闇だけ。

「殿下、こちらへ！」

　部屋の隅すみにいたアメリアが手を引いて自分を退さがらせる。それでもジェラルドは眼前の情景から目を離すことができなかった。

　それはまるで闇が人を喰くらうかのような姿だった。黒い煙けむりのようにも見える闇が、人の形をした影をゆっくりと足あし下もとから侵しん食しよくしていく。そのたびに黒い手のような触手は逃れようとしてもがき暴れたが、闇はその先にまで余すことなく絡みついていき──やがて、人の形をした影は自らの手で自分の首を絞しめた。まるで最後の意志さえも闇に喰われたかのように。

「これが、影の真の力なのか……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくジェラルドの頭に、あの夜ミモザで見た光景が蘇よみがえった。兵士たちの意志に反して、自分ではなく夜空に向けて放たれた銃じゆう声せい。そしてミモザ州都の城じよう壁へきに単たん騎きでつっこんできたバラノフ王国軍の将。彼は何者かによって操あやつられていたと証言していたが──。

（それはこういうことだったのか！）

　影の力などほとんどが誇こ張ちようだと思っていた。だが、伝説で謳うたわれている以上だ。使い方を一歩誤るだけで、この力は王国を破は滅めつに導きかねない。

　ジェラルドの全身に戦せん慄りつが走る。大きく見開かれた双眸の前で、影たちはその戦いにゆっくりと幕を閉じようとしていた。

　人の形をした影に色が差す。殺さつ伐ばつとしたこの場の空気にそぐわない、穏おだやかなすみれ色がドレスの形を作り、銀に輝かがやく髪が現れ──影はフィオナと呼ばれていた少女の姿を取り戻もどした。と、同時に、少女にまとわりついていた闇が離はなれ、隣となりで見知った部下の姿を形作る。

「ロレンツォ！」

　叫ぶと同時に、自分を庇うように立っていた護衛がフィオナを取り押さえた。力を使い尽つくしたのか、その身体はぐったりとしていて抵てい抗こうする気配すら見せない。そのことに安あん堵どして、次にジェラルドはディノに向き直った。彼もまた疲ひ弊へいして床ゆかに膝ひざをつき、肩かたで息をしている。

　この強大な力の主が自分の敵でなくてよかったと心の底から思う。その一方で、ジェラルドは得体の知れぬ化け物を前にしたような不気味さを覚えていた。

（いや、影だろうがなんだろうが、俺の部下であることに変わりない。話を聞かねば）

　そう思うのに、近づきたくないという本能を制するのは難しく、枷かせをつけられたかのように足が動かない。このままではだめだ。まずはディノを助け起こそうと、ためらいがちに手を差し伸べた。その時──鮮あざやかな栗色の髪が尾おを引くようにして横を走り抜けていった。

「ディノ！」

　深しん紅くの裾すそをひらめかせて、華きや奢しやな身体からだがディノに飛びつく。あれほどの力を見せつけられたあとだというのに、そこにはなんのためらいもなかった。それどころか、エリーナの細ほそ腕うでは傷ついたディノを慈いつくしみ守るように、彼の身体を固く抱だきしめていた。

（ああ、そういうことか……）

　伸ばした手をジェラルドは握りしめた。二人は自分にとって大切な部下だ。かつては最悪の相あい性しように思えた二人がこうして互たがいを想おもい、手を取り合ってくれる姿は自分にとって望ましいはずだ。それなのに抱き合っている二人を見ていることができなくて、ジェラルドは目を背そむけた。

　部屋の入口へと下がっていく。その背中を細くても力強い腕うでにバシッとたたかれた。

「殿下、今宵こよいは一いつ杯ぱいおつき合いしましょうか？」

　顔を向けると、金色に光る瞳ひとみがニヤリと笑えみの形を作る。その横で「私も！」と叫んだアメリアが手を挙げてぴょこぴょこ飛び跳はねた。

「なんだい、アメリア。お妃きさき候補が酒の話に食いつくんじゃないよ。外見はそこそこでも、あんたにはお淑しとやかさってもんがないんだから」

「オルガ様には言われたくないですね。あなたなんて、色気も恥はじらいもすべて過去に棄すててきてしまったではありませんか」

「なんだって？　この色気と淑やかさの塊かたまりに向かって何を言うんだい？」

「二人とも見苦しいぞ。今はそのくらいにしておけ」

　放ほうっておいたらいつまでも続きそうな二人の間にジェラルドが割って入る。その耳に、バタバタと兵士たちの駆かけつけてくる音が聞こえてきた。さらにはバルトロだろうか、「殿下！」と叫ぶ老ろう爺やの声がする。ジェラルドはそのすべてを受け止めるように顔を上げた。

「皆みな、行くぞ。今宵だけでなく、これからも俺につき合ってくれるのだろう？」

　オルガが口の端はしをニヤリとつり上げ、アメリアがピューッと口笛を吹ふく。さらに無言のロレンツォも従え、ジェラルドは部屋をあとにした。

　閉めた扉とびらの先には部下二人が残っている。彼らの話を聞くのは明日あしたでいい。今夜だけは残りの賑にぎやかな部下たちと共に時を過ごしたかった。




　静かな時の中に身を沈しずめていた。手を離したら最後、ディノが目の前から消えてしまいそうな気がして、漆しつ黒こくの頭をギュッと胸に抱きしめる。

　彼が傍かたわらで笑っていてくれさえすれば、もう何もいらなかった。この世でたった一つの宝石を守るように、後ろに回した腕に力をこめる。と、その時、

「エリーナ……気持ちは嬉うれしいんだけど、ちょっと苦しい」

　腕の中から弱々しい抗こう議ぎの声が上がったのを聞いて、エリーナはパッと手を離した。漆黒の瞳が愛いとおしむように自分を見上げている。目が合った瞬しゆん間かん、自分の行動の大だい胆たんさを今さらながら自覚して、エリーナは頰ほおがカーッと熱くなるのを感じた。

「あ、その……ご、ごめんなさい！　急に変なことをしちゃって！」

　慌あわてて離れようとする。その身体をディノが自分の胸むな元もとに抱き寄せた。

「ディ、ディノ……？」

「別に変なことなんて何もないよ。俺は嬉しかった。どんな姿を見せたあとでも、君が迷うことなく俺のもとに駆けつけてくれて」

　背中に回された腕に力がこもる。見上げた先にはあの時と同じ、透すき通った笑みがあった。力の解放をためらう自分に、彼が告げた言葉を思い出す。

　──いいんだよ、エリーナ。どんな姿になっても、君が俺のことを見ていてくれるなら。

　ディノは多くを語らない。だからこそ一つ一つの言葉に重みがある。その裏に秘ひめられた想いの深さに触れて、エリーナは胸の奥がキューッと締しめつけられるのを感じた。

　この言葉を言えるようになるまで彼はきっと独りで悩なやみ、苦しみ、幾いく度ども迷ったのだろう。影かげのことなど何も理解していなかった自分が相手であれば、なおさらだ。けれど、最後には自分を信じてくれた。自分たちだけは過去の月つき影かげやミモザ卿きようたちのようにならないと確信して、自分に身を委ゆだねてくれた。その心がたまらなく──愛おしかった。

　深い黒こく瞳とうがじっと自分を見つめる。そこに秘められた想いを裏切りたくなかった。それ以上に、もっと深く彼の心に触ふれたかった。

　募つのった想いがエリーナの指先を動かした。初夏のほのかに汗あせばむ夜の中、額に張りついた漆黒の髪をそっと指ですくう。

「エリーナ？」

「え、あの……」

　見つめられるだけで、胸の奥が甘くうずくのを感じる。親友相手にはきっとこんな風に感じない。この気持ちをなんと呼ぶのか、自分はもう知っている。けれど、口にするのはひどく照れくさくて目線がつい下を向いてしまう。そんな自分を見て、ディノがやさしくほほえんだ。

　エリーナの全身をトクンと熱いものが駆け巡めぐる。彼にもっと笑ってもらいたい。もっと喜んでもらいたい。この溢あふれてくる気持ちを伝えたくて、でも言葉にしたら失敗してしまいそうで──迷った末に、エリーナはディノの服の襟えりを摑つかんだ。驚おどろきに目を瞠みはる美び貌ぼうをグイッと引き寄せて、かすめるようにその唇くちびるを奪うばう。

「……エリーナ？」

「これが私の本音よ！　わかった!?」

　怒おこったように顔をまっ赤にして叫さけぶ。その姿に、ディノが小さく吹き出した。

（な、な、何よ……！）

　自分は何かとてつもなく変なことでもしてしまったのだろうか。あわあわと慌てるエリーナを見る、ディノの顔にいたずらっぽい笑みが浮うかんだ。

「自分のやったことの意味、本当にちゃんとわかってる？　子どもの頃ころに二人でやった結けつ婚こん式ごっことは違ちがうんだよ？」

「も、もちろん！」

「なら、どこがどう違うのか、もっとゆっくり教えてよ」

　ディノの手が頰に向かって伸のびてくる。逃にげることはできなかった。そっと触れた手のやさしさにエリーナは身を委ね──蒼あおい月影の射さしこむ部屋の中、二つの影が重なった。
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　慌ただしい一夜が明けた次の日、王都の空はどこまでも高く澄すんでいた。

　選定会の進行を乱し、お妃候補であるエリーナを誘ゆう拐かいした罪でフィオナは拘こう束そくされ、後日詳くわしい事情聴ちよう取しゆが行われることになった。とはいえ、ことがことだけにすべては秘ひ密みつ裏りに処理され、表向きは何事もなかったかのように午後から最終審しん査さが行われることになっていた。

（まぁ、審査っていっても、実際はもうすべて決まってるようなものだけど）

　今日も一番乗りで謁えつ見けんの間に着いたエリーナは、外そと面づらを繕つくろうようにドレスの裾を正した。今回、最終審査まで進んだお妃候補は自分を入れてたったの三人。そのうち自分と騒そう動どうを起こしたフィオナを外すと、残る候補は一人しかいない。

（私も最初はアメリアのことを疑ったけど、結局フィオナとは無関係だったみたいだし）

　昨夜、フィオナは自分を外に呼び出す口実としてアメリアが男性と会っていると言ったが、実際には何もなかったらしい。それどころか彼女は今回の騒動に気づいて、果か敢かんにもジェラルドや自分たちを助けに来てくれた。並の女性にできることではない。

（アメリアなら正せい妃ひとして殿でん下かのことをしっかり支えてくれるわ。それより……）

　エリーナの笑えみが不安に翳かげる。結果のわかりきった選定会より、自分が気にかけなければならないのはジェラルドの反応だった。

　昨夜、月影の力を目まの当たりにした彼は何も言わなかった。裁きは選定会が終わったあとに下されると思うが、再び自分たち二人と向き合った時、彼はどんな顔をするだろう。今なら影として見られることを恐おそれてきたディノの気持ちもわかる気がした。

　もし彼が化け物を見るような目を自分たちに向けたら？　もしくは影の力を欲ほつして、過去のミモザ卿たちのような執しゆう着ちやくを示したら、どうすればいいだろう。

　嫌いやな未来を想像してしまって、エリーナは大きく頭かぶりを振ふった。

（大だい丈じよう夫ぶよ、殿下はそんなに器うつわの小さな方じゃないから）

　誇ほこり高く、どんな時でも実力を重んじる彼が安易に影の力を頼たよるとは考えられない。二次審査でアザミの花束を渡わたした時、ディノと共に政務官として彼を支えていきたいと願った、自分の直感を信じて皆が現れるのを待つ。

　やがてエリーナが落ち着きなくドレスの裾すそを何回目かで直した頃、アメリアが謁見の間にすべりこんできた。彼女はなぜか上じよう機き嫌げんでこちらにひらひらと手を振って隣となりに立った。相変わらず本心の見えぬ行動を不思議に思って、眉まゆをひそめる。と、その時、扉とびらの開く音を耳にして、エリーナは背筋を伸ばした。

　ディノとオルガを従えたジェラルドが謁見の間に入ってきたのだ。彼はまっすぐ玉座に向かうと、数日前と比べて極きよく端たんに人の少なくなった広間を見下ろして口を開いた。

「二人ともよく来た。早さつ速そく審査を始めると言いたいところだが、その前に──」

「私の方からお伝えしておきたいことがございます」

　ジェラルドの発言を遮さえぎったのはアメリアだった。いくら豪ごう快かいな性格の彼女とはいえ、選定会の場での無礼極きわまりない行動にエリーナの方がひやりとした。が、誰だれも気にしていない。眉まゆ根ねを寄せる自分を見て、アメリアがクスッと笑う。彼女はジェラルドの前に進み出て、一息に告げた。

「私、アメリア・ブルーノは今この時をもって、殿下のご正妃候補を辞退させていただきます」

（………………へっ!?　どういうこと!?）

　あまりと言えばあまりに唐とう突とつな宣言に、エリーナはこみ上げてくる絶ぜつ叫きようを抑おさえるのに多大な苦労を要した。

（やっぱりディノのせい!?　ディノのことをあきらめられなくて正妃の座を蹴けるというの!?）

「ディノは関係ないわ」

　慌てふためくエリーナを振り返って、アメリアがその思考を先読みしたかのように答えた。

「私はお妃候補たちの反応や、あなたたちが影の力を持っているかどうかを探さぐるためディノに迫せまってみただけで、彼のことを本当に好きなわけじゃないの。私が審査を辞退する理由は他ほかにあるわ。だって私は──いや、俺は」

　アメリアの手がまっ赤なドレスの胸むな元もとに伸びる。すっと出された手の先には燦さん然ぜんと輝かがやく女性の隠かくし兵器──胸パッドがあった。

「俺はこの選定会の影かげの審査員にして生まれながらの男！　殿下直属の政務官アメデオ・フェデーリ、二十八歳、独身だ！」

　真っ平らになったアメリア──いや、アメデオの胸を凝ぎよう視しして、エリーナは声もなく凍こおりついた。

（誰かが私を引っかけようとしているわけじゃなくて本当に!?　アメリアが男!?　ってことは、殿下のご正妃は──）

「最終審査はもう終わっている」

　目を白黒させるエリーナの耳に、ジェラルドの落ち着いた声が届いた。彼は玉座から立ち上がると、まっすぐ目の前に歩いてきて告げた。

「エリーナ・ガウディーニ、俺はおまえを妃に望む」

「え……」

　アメリアの正体以上の急な宣言に、エリーナの息が止まった。ディノも事前に何も聞かされていなかったのだろう。視界の隅すみで、艶つややかな美貌が自分と同じように大きく目を見開いているのが見えた。

　動かなくなった部下二人の様子をジェラルドが興味深そうに眺ながめる。やがてその口元にフッと皮肉げな笑みが浮かんだ。

「殿下？」

「冗じよう談だんだ。俺の妃は後日改めて選び直すとして、今の俺はおまえとディノの二人が欲しい」

（つまりそれって……）

　自分の恐れていた未来を思い浮かべて、エリーナが身体からだをこわばらせる。その前に、ディノがすっと進み出た。

「一つ、殿下にお尋たずねしておきたいことがございます」

「なんだ？」

「殿下が俺たち二人をお望みになるのは、俺たちの持つ力ゆえでしょうか？」

「そうだな。もしそうだとしたら、どうする？」

　ジェラルドを見る漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに鋭するどい光がよぎる。時が止まったかのような、緊きん迫ぱくした空気が広間を満たした。が、それは一いつ瞬しゆんのことだった。

「安心しろ。確かに影の力を欲した時期もあったが、実際目にしてその気も失うせた」

　ジェラルドはそう言うと、玉座に戻もどって思案するように長い腕うでを組んだ。

「昨日見ていて思ったのだが、おまえたちの力は強大すぎて人の手に余る。他の者に渡すわけにはいかないが、俺がその力を使う気にもなれない。だから──」

　こちらを見下ろす碧あおい双眸に、挑いどむような金の光がよぎる。これからいったい何を言われるのか、緊きん張ちようにゴクリとつばを吞のむエリーナたちに向けて、彼ははっきりと告げた。

「俺は次代の王として影に頼る気はない。だから──人として改めて俺に仕えないか？」

　広間に沈ちん黙もくが落ちた。

　熱を帯びた視線がじっと玉座の下を見つめる。その先でディノが小さく吹ふき出した。まっすぐといえばあまりにまっすぐな口説き文句に、エリーナもつられて笑いだした。

　自分の直感はきっと間ま違ちがいではなかった。この王位継けい承しよう者しやの下でなら、自分たちは自分たちらしく生きていける。影の運命や生まれに翻ほん弄ろうされることなく、ディノと二人で政務官として夢見た世界を創つくっていくことができる。

「わかりました。殿下、このディノ・ストラード」

「同じくエリーナ・ガウディーニ、共に来きたる殿下の治世を支えてまいります」

「ああ、頼たのんだ」

　臣下の礼を取る二人を前にして、ジェラルドの顔に彼にしてはめずらしく素す直なおな笑みが浮うかんだ。




　初夏の風が王宮に吹く。甘く潤うるおいを含ふくんだ風の中、ヴィスコンティ王国はもうすぐ夏を迎むかえようとしていた。







　あとがき




　こんにちは、あるいははじめまして、麻ま木き琴こと加かです。この度たびは『外そと面づら姫ひめ』の第二巻をお手にとってくださり、ありがとうございます。本書をこうして皆みな様さまのお手元にお届けできたことに、心の底からホッとしております。

　すでにお読みの方はお気づきかもしれませんが、第二巻には二つのテーマがあります。表のテーマはもちろん、王子のお妃きさき選定会。王子の心の奥底にはどんな想いが隠かくされているのか、また彼が理想とする正せい妃ひとはいったいどんな女性ひとなのか、作者である私自身も彼の心を覗のぞき見みるようなスタンスで、わくわくしながら書かせていただきました。

　ただ作者は楽しんでさえいればいいものの、この選定会に参加することになったお妃候補たちは本当に大変だっただろうな、と人ごとのように考えています。何しろ、あの王子が審しん査さ役を務める会ですから。少なくとも私はバイト料をもらったとしても、こんな会には出たくないと本気で思いました。やっぱり女の子たちは和わ気き藹あい々あいとしているのが一番です。

　以上が表のテーマですが、何事も表があれば裏がある──というわけで、第二巻には裏テーマというものが存在します。それはズバリ「チワワの逆ぎやく襲しゆう。もう犬には戻もどらない」です。誰だれがチワワなのかは、ぜひ本書を読んで推察なさってください。

「頑がん張ばれ、チワワ！」と、手に汗あせ握にぎりながら原げん稿こうを書いている私に対し、「せめてドーベルマンにしてあげてください！」と、担当さんからいただいたコメントが印象的でした。大だい丈じよう夫ぶです。どんな犬種でも、彼はこれから自分の道をしっかり歩いて行けるはずです。




『外面姫』の物語は今巻で終わります。ですが、キャラクターたちの生活や冒ぼう険けんは今後もどこかで、ずっと続いていくのだと思います。エリーナなど、これからも様々な事件に巻きこまれては、その度にすべてを蹴け飛とばしていく勢いで、たくましく成長していく様が目に浮うかびます。物語として続けていくことはできませんが、時折、彼らのことを思い出して、彼らのその後を想像していただけたら、作者としてこれ以上に嬉うれしいことはありません。

　最後になりましたが、『外面姫』のシリーズに関かかわってくださったすべての方々に、厚く御お礼れいを申し上げます。特に、今巻の執しつ筆ぴつ中に母が他界し、呆ぼう然ぜんとしていた私とずっと一いつ緒しよにいてくれた友人たち、「キャラ萌もえってなんですか？」と問う私に根気強く説明を続けてくださった担当様、ハッと目を瞠みはるほど美しいイラストを描かいてくださったＣｉｅｌ様、そして何より『外面姫』の物語を好きになってくださった読者の皆様、ありがとうございます。

　また次のシリーズで、お会いできる日を楽しみにしています。
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